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プロローグ







「あなたはこの世界において、自分は主役だと思う？　それとも脇わき役やくだと思う？」

　桜が舞まい散ちる景色の中で、彼かの女じよは俺おれにそんなことを言った。

　通学路である桜並木の道を、二人で歩いているときのことだった。

　陶とう器きのように白い肌はだ、仄ほのかに朱あかい唇くちびる。全体的に線が細く、体つきは極きわめて華きや奢しや。ウサ耳の付いたフードを深くかぶっており、その双そう眸ぼうを知ることは叶かなわない。

　妖あやしい雰ふん囲い気きを纏まとった少女である。目元が窺うかがえない異様な容よう貌ぼうも、その妖しさに拍はく車しやをかけていた。

　彼女の名前は塔とうヶが崎さき夜よる子こ。

　誰だれよりも主人公から遠い位置にいる少女だった。

「脇役」

　俺は短く一言で答えた。塔ヶ崎は特に驚おどろいた様子もなく、「あら、そう」と頷うなずいた。

「相変わらず自己評価が低いのね」

「客観的に自分を見れてんだよ」

「私はあなたのことを認めているんだけどね――いえ、恐おそれている、と言ってもいいわ。本当のあなたを――あなたの『本質』を、私は恐れている」

「お前の方がよっぽど怖こわいよ。お前の『怖いもの知らず』なところが――俺は怖い」

　言いながら、俺は満開の桜へと視線を流した。

「つーかそもそも、さっきの質問に『自分こそが主役だ』って答えられる奴やつの方が少ないんじゃないのか？」

　主役に対し、脇役が多いのは当たり前。

　誰も彼かれもがかけがえの無い存在だったら、それはそれで窮きゆう屈くつな世界だろう。

　凡ぼん庸ようであることの安心感。それは、必ずしも悪いものじゃない。

「そうかもしれないわね。でも――」

　一陣じんの風が吹ふいた。桜並木が大きく揺ゆれ、花びらが盛大に舞い踊おどる。

　桜色の洪こう水ずいが、少女の姿を覆おおい尽つくす。そのまま、どこかに流されてしまうのではないかと思った。

「私は――自分こそが主役だと思うわ」

　花びらの隙すき間まから、妖よう艶えんな声が漏もれ出す。ともすれば聞きき逃のがしてしまいそうなほどにか細い声であるのに、嫌いやに心に響ひびく声であった。

「自分は特別な人間だと思っているし、特別でありたいと願っている。凡ぼん人じんなんて真っ平ごめんだわ。妥だ協きように溺おぼれて生きるぐらいなら――死んだ方がマシよ」

「プライドが高いと生きづらい世の中だぜ。人生なんて妥協の連続だろ」

　俺は言った。我ながらひねくれた台詞せりふだと思う。

　いつからだろう、自分が凡人だと自覚するようになったのは。

　いつからだろう、脇役で構わない、と思うようになったのは。

　時期は不明だが、原因ははっきりとしている。

　単純に――『本物』の奴らを目まの当あたりにしてしまったからだ。

　理り屈くつや説明もなく、『持っている』としか言いようがない奴らが、この世界には存在している。

　世間で謳うたわれる『平等』という綺き麗れい事ごとを嘲あざ笑わらう、この世界に選ばれてるとしか思えない奴らが――主役としか言えない奴らが、当たり前のように存在している。

　たとえば、幼おさな馴な染じみのあいつのような――

　そんな奴らを目の当たりにしながら、それでもまだ『自分こそが主役だ』と言えるほど、俺は愚ぐ鈍どんではいられなかった。

　しかし、隣となりにいる少女は違ちがう。

　塔ヶ崎夜子は――いつまでも愚鈍であり続ける。

「私は自分以外の《主人公》を認めない。この世界が自分以外のものだなんて思いたくもない。だって――この世界は私のものなんだから」

　彼女は妖しい笑えみを浮うかべながら、そう言った。

　この学園で、《ラスボス》の《キャラクター》を与あたえられた少女の言葉だった。







第一章　最初っからラスボス登場







　学年　一年二組　十七番

　氏名　高たか橋はし涼すず希き

　キャラクター

　役割ロール《脇役》

　種類ジヤンル《未定》

　象徴モデル《なし》




　学生証に記された自分のクラスと《キャラクター》を眺ながめていると、なんとなく気分が滅め入いる。

　この学園で俺に与えられた――《脇役》という《キャラクター》。

「ちょっとちょっと高橋くん。なーによそ見してんの？　試合、今すっごいいいとこだよ！　これ見み逃のがしたら損だよ！　損悟ご空くうだよっ！」

　隣に立っていた同じクラスの来らい手でさんがテンション高めに言った。眼鏡の奥おくの少し吊つり上あがった目は、悪いた戯ずら好きの猫ねこを思わせる。

　学生証を財さい布ふにしまい、財布をジャージのポケットにしまう。視線をグラウンドに戻もどすと、体育の時間に行われた野球の試合は、少し目を離した隙すきに佳か境きようを迎むかえていた。

　最終回裏、ツーアウト満まん塁るい。

　点差は三点。

　ホームランが出れば、サヨナラ勝ち。

　なるほど――シチュエーションとしては最高だ。

　全すべてのお膳ぜん立だてが終わり、完かん璧ぺき過ぎるほどに舞台が出来上がっている。

　あいつは、こういう正念場で必ず打席が回ってくる。

「あとはあたしに任せて！　みんなの想おもいは、絶対無む駄だにはしないからっ！」

　打順を迎えた雛ひいなは覇は気きの篭こもった声で言い放った。ポニーテールの上に器用にヘルメットを載せ、バッターボックスへと向かう。

　雛が打席に立つだけで、グラウンドの空気が変わった。味方からは期待の眼まな差ざしが、相手チームからは敵意と畏い怖ふの感情が向けられる。

　桜おう神がみ雛。

『ひな』ではなく、雛の一文字で『ひいな』と読む。

　俺との関係は世に言う幼馴染み。小学校、中学校と一いつ緒しよで、そして高校も同じ。

　なかなかに容よう姿し端たん麗れいで、異常なまでに文武両道。中学時代は運動部文化部を問わず、ありとあらゆる部活の助すけっ人とを務めていた。

　基本パラメータをカンストしてるようなハイスペック超ちよう人じんでありながら、尊大なところは一いつ切さい無く、その内面は公明正大。周囲の不正や理り不ふ尽じんは見逃せないという熱い正義感の持ち主でもあり……ああ、いいや。

　長ったらしい説明はいらない。一言でいい。

　桜神雛は――超ちよう主しゆ人じん公こう体質の人間だ。

「次は桜神ちゃんですかー。なんてーか、ほんと『持ってる』って感じだよねん。ねえ、高橋くんもそう思うっしょ？」

　楽しげに言ってくる来手さんに、「だな」と頷く。

　この高校の体育の授業は二クラス合同で行われる。普ふ段だんは男女別だが、本日は女子の先生の出張のため、男女合同で野球をすることとなった。

　言わばレクリエーションのようなものであり、みんなで和気あいあいと試合っぽいものをしてぐだぐだと終わるはずだった。

　俺がいたチームの方はかなりレベルが低い試合を行い、時間になったところで適当に切り上げたのだが、雛がいた方の試合はなぜか壮そう絶ぜつに盛り上がっていた。

「……しかし、長かったな」

「六時間目だから、思いっきり最終回までやっちゃったもんねー。でもでも、見てて楽しいじゃん？　野球部とソフト部が集中してるから、かなりレベル高いし」

「俺はさっさと帰りたいんだよ」

「まあまあ、そう言わずに。《脇役》はいつだって《主人公》の活かつ躍やくを遠目で眺めてるもんですよ」

「…………」

　若じやつ干かんの嫌いやみが入った台詞に、俺は閉口する。

　俺の《キャラ》は《脇役》であり、桜神雛の《キャラ》は《主人公》。

　そんなことは――わかり切っている。

　グラウンドではゲームが進行していた。

　上背があるピッチャーが大きく振ふりかぶり、豪ごう快かいなフォームでボールを投げる。タイミングを合わせ、雛が初級から豪快にフルスイング。が、バットは空を切り、ボールはミットに吸い込まれた。

　なんだ？

　今、ちょっとボールが落ちなかったか？

「あ、あのボールは、まさか!?」

　来手さんが驚きよう愕がくの表情で叫さけび、それから、チラッとこちらに目配せをしてくる。来手さんとは高校に入ってからの付き合いで、つまりまだ一週間程度の付き合いだが、こういうときにどうすればいいのかはよくわかっている。

「知っているのか、来手さん」

　俺は絶ぜつ妙みような合いの手を入れた。これが《解説役》の《キャラ》を有する彼女から情報を引き出すための魔ま法ほうの言葉である。

　来手さんは待ってましたとばかりの笑え顔がおを浮かべ、ノリノリで解説を始める。

「今のはスプリットフィンガードファストボール。フォークと同じで、落ちるタイプの変化球だね。フォークと比べて、球速はあるけど落差は小さい。字で書くときはＳＦＦ、口で言うときはスプリットって略されることが多い」

「……よく知ってるな、野球部でもないのに」

「このくらいは常識ですよぅ、《解説役》としてはね」

　眼鏡の位置を直し、得意げに微笑ほほえむ。《解説役》という自分に与えられた《キャラ》には満足しているらしい。

「にしても、んな必ひつ殺さつ技わざみたいな名前の変化球放ほうるなんて……あのピッチャーなにもんだ？」

「彼は一組の氷こおり山やまくん。野球経験者らしいよ。怪け我ががどうとかで、高校じゃ野球部には入ってないらしいけどね。しっかし、女子相手にあんなキレのいい変化球投げてくれちゃって。おっとなげねーなー」

　なるほど、経験者か。大方、追おい詰つめられて本気を出だし始めたのだろう。女子相手に本気はどうかとも思うが、まあでも、雛はいろいろと有名な奴だからな。

　直後、雛のチームからブーイングが起こった。経験者が変化球を投げたんだ。無理もないだろう――しかし。

「やるわね、氷山くん！」

　雛が嬉き々きとした表情で叫んだ瞬しゆん間かん、ブーイングはぴたりと止やんだ。

　その瞳ひとみが映すのは、相手に対する純じゆん粋すいな敬意。

　そして――勝負に懸かける熱すぎる想い。

「遠えん慮りよなんかいらないから、全力で来てよ！　手て抜ぬきの相手を倒たおすほどつまらないことはないからねっ！」

　ああ、雛。お前って奴は、どうしていつもそうなんだよ。

　誰も頼たのんでないのに、自分から勝手にハードル上げやがって。

「あははっ。さすが桜神ちゃん！　超ちよう熱あつい！　超かっこいい！　超主人公っぽい！　さっすが一年唯ゆい一いつの《主人公》！」

　来手さんは大層面おも白しろそうに言った。

「こりゃ応おう援えんしたくなっちゃうなー。ほらほら、高橋くんも一緒に応援しようよ。幼馴染みなんでしょ？」

「俺はいいよ。結果は見えてんだろ」

「えー、そうかなー。確かに変化球打ちは経験者じゃないと厳しいかもしれないけどさ、でも、桜神ちゃんだったら――」

「あー、違う違う」

　俺はため息混じりに言う。

「逆だよ」

　そこまで話したところで、氷山くんとやらがボールを投げた。球種は、おそらくＳＦＦとかいう変化球のはずだ。

　野球経験者による全力投球？　キレのある変化球？

　スプリットフィンガードファストボール？

　そんなものは、桜神雛の前では意味がない。

　一打サヨナラの大チャンス。

　しかも、仲間が繋つないだ最後の打席だ。

　そんなシチュエーションであれば、理屈も常識も無視して、さながらご都合主義の如く奇き跡せきを引き起こす。

　それが――主人公が主人公たる所ゆ以えん。

　カキィーン、と。

　金属バットの甲かん高だかい音が、晴天の青空に響き渡わたった。高く飛んだ打球は、吸い込まれるようにフェンスの向こう側へと飛んでいく。

　数秒遅おくれて、歓かん声せいが湧わき上がる。ベースを一周した雛は仲間とハイタッチを交かわしていた。いつの間にか、敵も味方も雛の周りに集まって、彼女を讃たたえている。

　俺にとっては、ある意味見慣れた光景だった。

　あいつは、気がつけばいつだって集団の中心にいる。

　桜神雛の周りには、自然と人が集まる。







『人生で成功を収めるために最も重要なもの。それは頭脳でも運動能力でも外見でもない――キャラが立ってることだ』

　それが、この学園唯ゆい一いつ無む二にの教育理念。

　私立黒こく宝ほう学がく園えん。

　広大な敷しき地ち面積と充じゆう実じつした設備を持つマンモス校であり、今年で創立五年を迎える、比ひ較かく的てき新しい高校だ。

　簡単に言ってしまえば、ここは『キャラが立った人材』を育成する学園である。そのために、独自の教育制度が試験的に導入されている。

　その一つが――入学試験。

　黒宝学園への入学を望む学生達たちは、入学試験として馬ば鹿かみたいな数の資質検査を受けさせられる。試験の結果、学園側に選ばれし者のみが黒宝学園への入学を許可され、そして各おの々おのに相応ふさわしい《キャラクター》が与えられる。

　学園側が俺おれ達たちの個性や資質を調べ、それを物語のキャラクターにたとえている、ということなのだろう。

「――つまり、ゲームでいうジョブみたいなもんってことでいいんだよな？」

「うん。そんな認にん識しきでいいんじゃないかな」

　俺のたとえに、雛は同意する。

「上位互ご換かんとかが存在するのもジョブっぽいよね。ジョブチェンジならぬ、キャラチェンジも不可能じゃないしさ。だから、ゲーム感覚で楽しむくらいがちょうどいいと思うよ」

「ゲーム感覚ねえ」

「と言っても、『キャラ立て』も成績の一部らしいから、そこまでお遊び気分じゃいられないけどね」

　雛は小さく苦く笑しようした。

　桜並木の道を、俺と雛は二人で歩いていた。寮りようへの帰り道である。

　黒宝学園には、全国から集まった学生のための寄宿舎がある。全ぜん寮りよう制せいというわけではないが、全体の八割ぐらいが寮に住んでいる。

　夕焼け空を見上げて、雛が呟つぶやく。

「すっかり遅おそくなっちゃったね」

「……お前が、場外に飛んでったホームランボールを捜す、なんて言い出すからだよ」

「しょうがないじゃない。だって放ってはおけないでしょ？　学校の備品だし、それにあたしが打ったボールなわけだし」

　相変わらず責任感が強い奴である。

「でーも、なんだかんだ言って、ちゃんと手伝ってくれるのが涼希のいいとこだよね」

　雛は上うわ目め遣づかいにこちらを見つめ、にんまりと微笑んだ。

「別に。お前を待ってるのが暇ひまだっただけだよ」

　……いや、よく考えると、待ってること自体がおかしな話なんだよな。

「なあ、雛」

「なに、涼希？」

「俺らはもう近所でもなんでもなくて、二人とも寮りよう生せいになったわけなんだから、朝晩、一緒に登下校する必要はないよな？」

　そう言うと、雛は眉まゆ根ねを寄せ、面白くなさそうな表情になった。

「なによ、あたしと一緒に学校行きたくないってこと？」

「い、いや、そういうわけじゃなくて……」

　ぐいっと顔を寄せられ、思わずたじろいでしまう。近い、顔近いって。

「そ。ならいいじゃない。お互たがい部活にも入ってないんだしさ」

　俺としては、変な噂うわさを立てられることを恐れただけなんだが……まあ、いいか。

「……わかったよ。んじゃ、これからも一緒に通うか」

「む……。なに、その嫌そうな言い方。そういう風に言うんなら、もういいわよ。他の子と一緒に学校行くようにするから」

　口を尖とがらせ、拗すねたようにそっぽを向く。

「あー、悪かったよ。どうしてもお前と一緒に学校に行きたいから、これからもよろしくお願いします」

「ふふっ。そう？　だったら、しょうがないなあ。あたしは優やさしいから涼希の頼みを聞いてあげようっ」

　ころりと表情を変えて、満足そうに微笑む雛。俺はやれやれと息を吐はく。

　それから、改めて自分の幼馴染みを眺める。

　上は青と白を基調としたジャージ。下は制服のスカート。足元はスニーカー。これが雛の通学スタイルである。ボーイッシュとガーリーの狭はざ間まを狙ねらったような謎なぞのファッションであるが、まあまあ様になっていた。

「結局、その上がジャージ、下がスカートってファッションで通すことにしたんだな」

「うん。ブレザーは動きにくいからね。それに、あたしってすぐ汚よごしちゃうから」

「だったら、下もジャージにすればいいんじゃないのか？」

「そこは女子として譲ゆずれないとこ」

　スカートの端はしを掴つかみ、得意そうに微笑む。ふむ。よくわからん基準である。

「あとは戦いやすさってのもあるよねー。スカートだとハイキックがやりやすいんだよ。とうっ！」

　その場で後ろ回し飛とび蹴げりを繰くり出す。ひゅお、っと空気が裂さける音がした。凄すさまじいキレのキックである。

「お前は誰と戦ってるんだ……？」

「涼希。敵はいつ現れるかわからないのよ？」

「この法治国家日本に、そう簡単に敵がいてたまるかよ。つーかお前、スカートでキックしたらパンツ見えるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ。音速で蹴ければ、相手の目には止まんないから」

「お前キックで音速出せんの!?」

「あはは、冗じよう談だん冗じよう談だん。ちゃんとスパッツ履はいてるから。ほら」

　言って、ぺろん、とスカートをめくる。太ももの半ばを過ぎるくらいの黒いスパッツと、そこから伸のびるしなやかな足が目に入った。

　……いや、めくるな。

　どうやら雛は、男はパンツじゃなければ喜ばないと考えているらしい。肌に張り付くスパッツは、パンツには及およばずとも、十分エロティカルだというのに。

　パンツじゃなくても恥はずかしがれ。

「ば、馬鹿っ。早くスカート戻せ。俺がめくらせてるみたいに思われんだろ」

「あ、そっか。ごめん」

　慌あわててスカートを戻す。基本的には善良な常識人であるのだが、ただまあ、自分の魅み力りよくについて、ちょっとばかし無自覚な奴であった。

「ちょっとは人目ってものを気にしろよな。ただでさえお前は、《主人公》ってことで有名になってんだから。入学してまだ一週間だってのに」

「あたしが有名？　あはは、だったら嬉うれしいねー」

　雛は話をはぐらかすように笑った。自分が有名人であることに自覚がないのは、幼少時代からのことなので、もはや突っ込む気はない。

「それにしても、あたしが《主人公》かあ。なんだかなあ」

「不満なのかよ。贅ぜい沢たくなもんだな」

「嬉しいと言えば嬉しいけどね。でも、最初っからいきなり《主人公》の役割を与えられても、それはそれで微び妙みようっていうか……。こういうのは、やっぱり自分の力で勝ち取りたいからさ」
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「お前らしいな」

《主人公》というのは、黒宝学園における最高の役割である。

　現在、この学園で《主人公》の称しよう号ごうを与えられた者は七人しかいない。

　その中で一年生――すなわち新入生は、桜神雛ただ一人。

　通常、《主人公》は二年時以降に獲かく得とくできる役割らしい。一年間のカリキュラムを経へてから、その中でも特に優すぐれていた者――特にキャラが立っていた者にのみ、《主人公》の役割が与えられる。

　しかし――桜神雛は、入学の時点ですでに《主人公》の役割が与えられた。

　ゲームのジョブでたとえるなら、最初っからいきなり最上級のジョブに就ついてしまったようなものなんだろう。そんなことになれば喜ぶ奴の方が多いだろうが、雛は、自分の手で《主人公》の座を勝ち取りたかったという。

「いくら《主人公》って言っても、お前、まだ種類ジヤンルが固まってるわけじゃないだろ？」

「うん。涼希と同じく『未定』。一年生はほとんどが『未定』らしいね」

「じゃあ、まだ伸びしろもあるってことか」

「それは涼希も同じでしょ？　涼希もさ、頑がん張ばって早く《主人公》になってよね」

「俺は、《主人公》は目指してねーよ。高望みはしない。無難に、《脇役》の上位互換である《名脇役》でも目指すさ」

「夢がないなあ」

「堅けん実じつと言ってくれ」

「……つまんないの」

　雛は、ふと、寂さびしそうな表情を浮かべた。

「涼希って、昔はなんでもあたしに張り合ってたのに。何回やっつけても、何度も何度もあたしに立ち向かって来たのに……」

「大人になったんだよ」

　懐かい古この感情が滲にじんだ声を、俺は一言で切り捨てた。自然と声が強くなってしまった。

　雛はそれ以上なにかを言ってくることはなかった。

　嫌な沈ちん黙もくが生まれる。ああ、やっちまったな。なにか別の話題は……と、頭をひねっていると、雛がジャージのポケットから携けい帯たいを取り出した。

「あ、ごめん」と、電話に出る。ちなみに黒宝学園は、授業中以外ならば携帯電話の使用も問題なし。比較的というか、「それで大丈夫なのか？」というくらい校則が緩ゆるい。

　タトゥーもピアスも問題なしだもんな。

「涼希。ごめん、なんか、女子ソフト部の人達がパーティーみたいなのやってるから、顔出してって言われて……」

「ソフト部？」

「うん。昨日、ちょっと新入生と上級生が揉もめてたから、あたしが仲ちゆう裁さいに入ったの」

　……なんで新入生のお前がその仲裁に入るんだよ。

「わかった。行ってこいよ」

「うん。ねえ、涼希も一緒に……」

「行かねーよ。知らない女子ばっかのところに行けるか」

「考えようによってはハーレムじゃない？」

「俺の社交スキルじゃ、そういうとこは気まずさの聖地って言うんだよ」

「ああ……涼希って友達少ないもんね」

「ほっとけや。一日一人のペースで友達作るお前と比べんな」

「わかった。じゃ、行ってくるね」

　そう言うと、雛は、タッタッタ、と小気味の良いダッシュで走って行った。

　本人的には流している程度のスピードなのだろうが、それは俺の全力疾しつ走そう並みの速度であった。

　文字通り馬の尻しつ尾ぽのように激しく揺れるポニーテールが見えなくなったところで、俺は一人、寮への道を歩き始めた。

　しかし……あいつ、入学一週間でどんだけの揉め事ごとを解決する気だ？

　一昨日も柔じゆう道どう部ぶと戦ったりしてたし、その前もなんかやってたし……。

　心配じゃないと言えば嘘うそになるが、しかし、俺がいくら心配したところで、あいつは一人で全てを解決してしまうのだろう。

　物語に登場する主人公のように、快かい刀とう乱らん麻まを断たつかの如く、全てを丸く納める。

　――涼希って、昔はなんでもあたしに張り合ってたのに。

　そんな時期も確かにあった。桜神雛の放つ輝かがやきがあまりに眩まぶしくて、だから羨うらやましくなって、どうしても超こえてみたくなった。

　しかし今では、そんな感情は残っていない。

　眩しすぎる光を直視し続けたせいで――目が眩くらんでしまったのだ。




「あなたは桜神雛に勝ちたいとは思わないの？」




　背筋が凍こおった。

　どこからともなく響いた妖艶な声に、俺は身を竦すくませてしまう。顔を上げると、小こ柄がらな人ひと影かげがこちらに向かって歩いてきていた。

　フードを目ま深ぶかに下ろしているせいで、表情はわからない。フードには長いウサ耳が付いており、ダラン、と背中に垂れ下がっている。

　微み塵じんの焦しよう燥そうもない悠ゆう然ぜんとした歩みで、彼女は俺との距きよ離りを詰めてくる。

「高橋涼希――一年唯一の《主人公》桜神雛の幼馴染み」

　俺はその人影を――彼女を知っていた。

　同じクラスの女生徒。しかも、よりにもよって隣の席だ。

「お前……確か、塔とうヶが崎さき」

　塔とうヶが崎さき夜よる子こ。

　彼女の存在こそ知っているが、しかし、俺は彼女の顔を知らなかった。

　塔ヶ崎夜子はブレザーの下にパーカーを着込んでいて、常にフードをすっぽりとかぶっている。フードを鼻にかかるくらいまで下げているため、顔は口元しか見えない。

　物静かな女生徒であり、誰かと話しているところを見たことがない。

　だから、声を聞いたのもこれが初めてだ。

「あなた、なかなか見所がありそうね。悪くないわよ――でも、どうやらまだ、自分の『価値』というものに気づいていないように見えるわ」
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　こいつは……こんな風に話すのか。

　自分以外の全てを見下したような、高こう慢まんで偉えらぶった口調で。

「ねえ――高橋くん」

　隠かくれた目元の下、小さくて朱い唇が蠱こ惑わく的てきに動く。

「あなた、私の仲間にならない？」

「……はあ？」

「うふふ」

　塔ヶ崎は妖しい笑みを漏らした。目元が窺えない異質な容貌が、心中に得体の知れない恐きよう怖ふを生み出す。

　なんだ――なんなんだ、こいつは？

「この学園には今、七人の《主人公》がいる。私は、その《主人公》達を全員倒すつもりでいるわ」

　主人公を、倒す？

「桜神雛は一人目のターゲットよ。あなたには、彼女を倒す手伝いをして欲ほしいの。私の仲間としてね」

「……意味がわかんねーよ」

　なんとか言葉を絞しぼり出して尋たずねると、塔ヶ崎はくすくすと微笑んだ。

「そうね。詳くわしい話は仲間になってから、というのはどうかしら？」

「仲間になってからって……」

「明日の朝七時。ここでまた会いましょう。返事はそのときに」

　それだけ言うと、塔ヶ崎はくるりと踵きびすを返して、来た道を戻っていった。

「お、おい、待てよ！」

　反射的に呼び止めると、

「リップサービスとして、私の目的だけでも教えておいてあげましょうか」

　目元を隠した少女は、ゆるりと振り返かえった。

「私は――この世界を浄じよう化かしたいのよ」

　そんな意味深長な言葉を残し、塔ヶ崎夜子は去っていった。

「…………」

　何者なんだ、あいつは？

　雛を――《主人公》を倒す？　仲間になれ？　それに、浄化？

　頭の中が疑ぎ問もん符ふでいっぱいになる。不信感を抱かかえながら、再び寮までの道を歩き出したとき――足元になにかが落ちていることに気づいた。

　学生証だった。手に取り、眺めてみる。

「――っ！」

　俺は、本日二度目の戦せん慄りつを味わうこととなった。

　原因は二つ。一つは、学生証に記き載さいされていた個人情報。




　学年　一年二組　氏名　塔ヶ崎夜子

　キャラクター

　役割ロール《ラスボス》

　種類ジヤンル《未定》

　象徴モデル《なし》




《ラスボス》

　剣けん呑のんな雰囲気を持つその単語が、戦慄した原因の一つ。

　そしてもう一つは――学生証に写った、バストアップの写真。フードを外した塔ヶ崎夜子の素す顔がおがそこにはあった。

　ただし、目は片手で隠してある。どうあっても目元を隠す主義らしい。

　プライバシーを保護される犯罪者というより、この写真はどう見ても――

「……風ふう俗ぞく嬢じようかよ」

　いや、行ったことないけど。







　翌日の早朝。小こ奇ぎ麗れいな寮の食堂で、俺おれは雛と一緒に朝食を摂とっていた。男女で居住棟とうは違うが、食堂は一緒なのである。

「もーらいっ」

　本日のＡ定食の中では、メインディッシュと言ってもいい照り焼きミートボール。その最後の一個が、向かいの席から伸びてきた箸はしに攫さらわれてしまった。

「おいひー」

　もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら、実に幸せそうな顔で言いやがる。

「お前、人の食い物取るなよ……」

「えー。だって涼希が皿の端っこに残してるから」

「残してたんじゃなくて取っといたんだよ！　……ったく、お前、そんだけ食ってまだ入るのかよ」

　俺はため息を吐き、向かい側のトレイを見つめる。本日のＢ定食であるオムライス（特盛）が、綺き麗れいになくなっていた。

　明らかに男子顔負けの量を食しているが、いろいろと消費カロリーが多い雛にとっては、このくらいがちょうどいいのかもしれない。

「もう、そんなに怒おこらないでよ。ほら、あたしのパセリ上げるから。これでチャラってことで」

「んな等価交こう換かんが成立してたまるかっ！」

「パセリを馬鹿にしちゃ駄だ目めだよ。日本じゃパセリは飾かざりっていう印象が強いけど、でも、パセリはビタミンやミネラルが豊富で、栄養価がすごく高い食材なんだから」

「……だったら、お前が食ってみろよ」

「え？」

「食えって。栄養価高いんだろ？」

　ちょっと意地悪に言ってみる。雛は少し躊躇ためらった後、「ていっ」と、一口でパセリを食べた。すぐに涙なみだ目になって口元を押おさえる。

「……う、うぅ～、苦っ。苦いよぉ」

　その様子がおかしくて、つい笑ってしまう。雛は顔を赤くしてこちらを睨にらんだ。

「そ、そんなに笑わないでよっ」

「ははっ。悪い悪い」

　そんな風に談だん笑しようしながら朝食を続けていると、

「朝っぱらから仲いいですねー、お二人さん」

　来手さんが朝食のトレイを持って現れた。「ここ空いてる？　ちょぉっと失礼」と断りを入れてから雛の隣に座すわり、ずい、と身を乗り出して尋ねてくる。

「ねーねー、単刀直入に聞くけどさー。二人って付き合ってんの？」

　ぶっ、と雛が吹ふき出した。それから両手と首をぶんぶんと振る。

「つつ、付き合ってないよっ！　な、なんで、そんな……」

「いやー、だってぇ。二人っていっつも一緒にいるじゃん？」

　これは来手さんのジョーク、彼かの女じよなりのスキンシップなんだろうと思う。適当に流しとけばいいのに、この手の話に免めん疫えきがない雛は、わかりやすくうろたえていた。

「そ、それは、その……」

「入学してまだ一週間だからな。中学の知り合いとつるむのは普ふ通つうだろ？」

　口ごもる雛に代わって俺が答えると、来手さんは「ふ～ん」と頷うなずき、意味ありげな笑みを浮うかべた。

「だいたい、朝っぱらから特盛のオムライスをモリモリと完食するような奴やつのことは、俺は女として見れな――いたっ」

　向かいの席から脛すねを蹴られた。見れば、雛がむすっと頬ほおを膨ふくらませている。

「……涼希のバカ」

　つっけんどんにそう言うと、雛はトレイを持って席を立った。そのまま早足で食堂を出ていってしまう。なんだよ、冗じよう談だんが通じない奴だな。

「あーあ、怒らせちゃった。高橋くんのデリカシーゼロ男～」

　来手さんはけらけらと笑っていた。

　それから頬ほお杖づえを突つき、少し落ち着いた様子で言う。

「でーもさ、桜神ちゃんって意外とかわいいところあるよねー」

「意外と、なんだな」

「あ、そういう意味じゃなくてさ。完かん璧ぺき超ちよう人じんとか、ＩＱ２００とか、熊くまを素す手でで倒したとか、そんなすげー噂が立ってたから、どんな嫌みなエリート星人なのかと思ってたんだけど……話してみれば意外や意外、けっこう人間味溢あふれるタイプなんだねー」

　嫌みはないけど人間味はある、と来手さんは付け足した。

　なかなかに的確な言い回しだと思う。有能でありながら決して偉ぶらず、誰だれに対しても気さくに接する雛は、地元じゃ老ろう若にやく男なん女によを問わずに人気があった。

「人間味ねえ……。そもそも、人間味ってなんだよって話だけどな。泣いたり笑ったりすんのが人間らしさなら、人殺したり戦争したりすんのも人間らしさだろうよ」

「高橋くん。そういう風にひねたこと言うのが格かつ好こいいと思ってるなら、それは勘かん違ちがいだから気をつけた方がいいよ？」

「…………」

　なにも言い返せない自分が悔くやしかった。

　俺は一つ息を吐き、「なあ、来手さん」と話を変えた。いい機会だ。訊ききたかったことを訊いておくとしよう。

「この学園の《キャラクター》ってのは、役割ロールと種類ジヤンルによって決まるんだよな？」

「そだよん。他に象徴モデルって区分もあるけど、これは二年以降、かっちりとキャラが固まった人だけに与あたえられるもんだね」

「そして役割は、まさしく物語における役割、《主人公》《準主人公》《脇わき役やく》《解説役》《ボス》などを指す。《勇者》とか《魔ま王おう》とかじゃなくて」

「そうそう。《勇者》とか《魔王》みたいな具体的な名めい称しようは、役割ロールじゃなくて象徴モデル。だから、もしも超ちよう勇ゆう者しやっぽい人がいたとしたら――

　役割《主人公》

　種類《ファンタジー》

　象徴《勇者》

　――ってなるんだろうね。ていうか、二年生に実際いるし、《勇者》の人」

「そっか。そうだよな」

「どうしたの？　そんなこと訊いちゃって？」

「いや……。ただ、《主人公》がいるなら――《ラスボス》ってのもいるのかな、って思ってさ」

　さり気なく言ったつもりだった。しかし次の瞬間、来手さんは握にぎっていた箸を、カランカラン、とテーブルに落とした。

「……ラ、ラス、ボス……」

　目を大きく見開いて、言葉を失っている。予想以上のリアクションに、俺の方も驚おどろいてしまう。

「し、知っているのか、来手さん……」

「ううん。知らない」

　……知らねーのかよ。だったら驚愕のリアクションを取るな。

「しっかりしろよ、《解説役》」

「いやー、いくら《解説役》と言っても、知らないことぐらいありますよ。んでも、《ラスボス》かあ……。なになに？　そんな特殊役割レアロ―ルの人がいたの？」

「特殊役割レアロ―ル？」

「説明しよう！」

　嬉々として語り始める。ある意味すごく簡単なキャラだな、この人。

「特殊役割レアロ―ルとは、読んで字の如く、レアな役割ロールのことだよ。高橋くんの《脇役》とか私の《解説役》みたいなありきたりな役割ロールじゃなくて、学園に一人しかいないような特殊な役割ロールを指しまーす」

「学園に一人って……《主人公》よりすごいじゃねーか」

「その辺は微妙なとこ。『すごさ』と『珍めずらしさ』は無関係と言えば無関係だし。ポケモンでたとえると、伝説のポケモンや幻まぼろしのポケモンが、必ずしも強いとは限らないっしょ？」

「ポケモンでたとえられても……」

　わかりやすいようでわかりにくい。

「だーかーらー、もしも《ラスボス》なんて役割があったら、そいつは間ま違ちがいなく特殊役割レアロ―ルだねっ。んで、話戻もどるけど……なになに？　そんな人、いたの？」

　情報通の血が騒さわぐのか、眼鏡の奥おくの瞳がきらきらと輝いていた。

「いや。ただ、いるかなって思っただけだよ」

　そう言って俺は席を立った。

「なーんだ、つまんないの……ってあれ？　もう行くの？」

「ちょっと野や暮ぼ用ようがあってね」







　一応、雛に断りと謝罪のメールを入れてから、他の生徒よりも一足早く寮を出た。

　時刻は七時五分前。塔ヶ崎との（一方的な）待ち合わせ時刻には、なんとか間に合うだろう。俺はブレザーに手を入れ、塔ヶ崎の学生証を取り出す。

《キャラクター》の項こう目もくには、やはり役割ロール《ラスボス》と書かれていた。

　情報通の来手さんが知らなかったとなると、やはり相当珍しい役割ロールなのだろう。

　おそらく、塔ヶ崎自身も自分の《キャラ》を隠していたはずだ。

　自分の《キャラ》については、ほとんどの生徒がオープンに公開している。ホームルームの自己紹しよう介かいで発表する奴もいるくらいだ。

　しかし、中には頑かたくなに自分の《キャラ》を公開しない奴もいる。

　塔ヶ崎もその一人だろう。《ラスボス》なんて珍しい《キャラ》だったら、隠したくなる気持ちもわかる。

　それとも――なにか別に理由があるのか？

　昨日、彼女と対たい峙じしたときに味わった、胸を締しめ付つけられるような圧あつ迫ぱく感を思い出す。あのオーラは、まさしくラスボスと言って遜そん色しよくない。

「……目を隠してるとこも、ラスボスっぽいって言えばラスボスっぽい……のか？」

　一人呟き、学生証を再びポケットに戻す。

　彼女が学生証を落としたのは、おそらくわざとだろう。学生証を拾わせることによって自分の《キャラ》を暗に示し、また、俺が待ち合わせ場所に来る口実を与えた。

　悪くない手だ。

　俺のような凡ぼん人じんは、中ちゆう途と半はん端ぱな親切心から必ず学生証を届けに来ると確信しているのだろう。実に計算高い女だ。

　もっとも、こんな餌えさがなくとも俺は待ち合わせに応じるつもりだったけれど。

《主人公》を倒すと宣のたまったあの女に――桜神雛を倒すと宣ったあの女に。

　俺が、ほんの少しだけ惹ひかれてしまったのも事実だ。

「……到とう着ちやく。あれ、まだ来てないのか」

　七時ジャストに待ち合わせ場所に着いた俺は、周囲を見み渡わたして塔ヶ崎を捜す。

　そして我わが目を疑った。

　木々が立ち並ぶ道の端っこ、背の低い植え込みに――尻しりを発見した。

　尻、である。

　おそらく女子の尻だろう。スカートを穿はいたケツの小さい男子という可能性もなくはないが、そんな可能性は考えたくない。そいつは植え込みに上半身を突っ込んでいて、尻だけがこちらに突き出だされる形となっていた。

「ない……ない、ない」

　尻から、今にも泣きそうな声がした。

　俺は女性の尻を見ただけで誰か判別できる尻マニアではないが、今の声と台詞せりふで、目の前にあるかわいらしい尻が、塔ヶ崎夜子のものだと確信した。

「……どうしよう、どこにもない……。もうすぐ、高橋くんが来るのに……」

　俺は、なんとも言えない喪そう失しつ感に囚とらわれていた。

　……学生証、普通に落としただけだったのかよ。ただのドジだったのかよ。いろいろと推測して『計算高い女だ』とか思ってた俺がアホみたいじゃねーか。

「……おい」

「ひんっ！」

　うんざりしながら声をかけると、尻はビクンッ！　と跳はね上あがった。

「だ、だ、誰っ!?」

「隣となりの席の高橋涼希だよ。時間通りに来てやったぞ」

「嘘……もうそんな時間……いたっ、いたたっ！」

　慌てて頭を抜ぬこうとした結果、塔ヶ崎は植え込みからダメージを食くらっていた。

　尻をフリフリしながら、そーっと植え込みから脱出し、ブレザーやパーカーに付いた枝や葉っぱを払はらう。フードを深くかぶり直し、何回か咳せき払ばらいをして、

「待ちわびたわ」

　と、高慢な口調で言い放った。

　……いや、明らかに待ちわびてねえ。

「ここに来たということは、私の勧かん誘ゆうを引き受けてくれたと考えていいのかしら？」

　数秒前の焦あせった様子はどこへやら、塔ヶ崎は落おち着つき払はらった態度で言葉を続ける。風格だけなら間違いなく《ラスボス》なのだが、あの尻フリを見た後では、どうにも小物臭く見えてしまう。

「……勧誘に乗ったわけじゃねーよ。ただ、これ返しに来ただけだ」

　学生証を取り出して見せる。

「それ、私の学生証……！」

　塔ヶ崎は驚いたように声を張った。

「……どうりでいくら捜しても見つからないわけだわ。あなたが盗とったのね」

「人聞きの悪いこと言うなよ。落ちてたから拾ったんだ」

「どちらでもいいわ。……で、いくら欲しいのかしら？」

　あくまで上から目線を崩くずさないつもりらしい。

「金なんかいらねーよ」

「なっ。じゃあ……か、体で支し払はらえというの……！」

「違ちがうわ！」

　全力で突っ込み、もう面めん倒どうになったので学生証を無理やり返してやった。塔ヶ崎はしげしげとそれを眺ながめてから（目元が隠れてるから、たぶん、だけど）、ブレザーのポケットにしまった。それから、「ふん」と鼻を鳴らす。

「奉ほう仕しに見返りを求めないとは、なかなか見所があるわね。あなた、下げ僕ぼくの才能があるんじゃない？」

「仲間から格下げになってるぞ」

「それで――私の仲間になる覚かく悟ごはできたのかしら？」

　塔ヶ崎は不ふ遜そんな態度で言い放つ。

　……散々醜しゆう態たいを晒さらしておきながら、まだ強がれるのか。もしかしたら相当メンタルが強い奴なのかもしれない。あるいはただの厚こう顔がん無む恥ちだ。

「仲間になるもなにも……まだお前の正体も目的もわかってないんだけど？」

「昨日簡単に説明したじゃない。それに、私の学生証、見たんでしょう？」

「……ああ。見るつもりはなかったけどな」

「そんな言い訳がましいことを口にしなくてもいいわ。どうせ、今日にでも見せるつもりだったから」

　塔ヶ崎の口元が、緩やかに弧こを描えがく。

「《ラスボス》なんて、学生証でも見せなければ信じてもらえないでしょうからね」

「……手て違ちがいやミスプリントってわけじゃないんだな」

「ええ、そうよ。どういうわけか、私に与えられた《キャラクター》は《ラスボス》らしいわ。光栄なのか屈くつ辱じよくなのか、まだ判断がつかないところだけれど、個人的にはあんまり快く思ってないわね」

　物もの憂うげに息を吐く塔ヶ崎に、俺は問う。

「お前は――《ラスボス》だから、《主人公》を倒たおしたいのか？」

　ラスボスとは、言ってみれば主人公と対極に位置する存在だろう。

　主人公が必ず勝つべき存在ならば――ラスボスは倒されるべき存在。

　その二人が対立することは、ある意味、自明の理なのかもしれない。

　それに、雛はなにかと行動が派手な奴だ。あいつが昔どこかで塔ヶ崎と因いん縁ねんを作ってたとしても、なにも不思議なことではない。

　俺はそう考えていたのだが、

「え。いや、別に」

　と、塔ヶ崎は言った。俺の推測はまたもや大外れだったらしい。

「私が《主人公》を倒したいのは、なんかムカつくからよ」

「……は？」

「だってムカつくでしょう？　《主人公》なんてかっこいい《キャラ》を与えられて、それでみんなからちやほやされたりしてて……。特に一年の桜神雛。勉強も運動もできて、外見もよくって、それなのに友達も多い……。思おもい浮かべただけで虫むし唾ずが走るわ」

　憎にく々にくしげに吐き捨すてる。

「だから私は誓ちかったのよ。なんかムカつくから、倒そうって」

「…………」

　考え浅っ！

　いくらなんでも理由がシンプル過ぎんだろ。

　ジャイアンだってもう少し捻ひねった理由考えてからのび太くんを殴なぐるぞ。

「とにかく私は、この学園で調子に乗ってる《主人公》をけちょんけちょんに叩たたきのめしたいのよ。出る杭くいは打たれる、というやつね。そう、つまりこれは善行でもあるのよ。《主人公》達が将来もっと恐おそろしいなにかに潰つぶされる前に、予あらかじめこの私が叩いてあげようって言うんだからね。感謝して欲しいくらいだわ」

　うおお、すげえ自己正当化だ。

　自分の逆さか恨うらみをまるで神から授さずかった使命みたいに言いやがった。

　この『自分こそが正しい』という感じは、ちょっとラスボスっぽい。

　ひどく個人的な見解になるが――

　ボス＝「悪いことしてるのはわかってるけど、俺が楽しければそれでいいや」

　ラスボス＝「私こそが正しい。間違っているのはこの世界だ」

　――というイメージがある。

「だからあなたの力を貸して欲しいのよ。私には、あなたの力が必要なの」

　そう言って、塔ヶ崎は俺を見上げる。フードがあるから、実際に見上げられたのかどうかはわからないが、かすかに顔を上げたのだ。

　しかし、力を貸して欲しい、か。

　物は言いようだな、と思う。塔ヶ崎が俺に接せつ触しよくしてきたのは、俺が雛の幼おさな馴な染じみだからだろう。雛の情報や弱みを、俺から引き出そうとしているに違いない。

　だから、というわけでもないけれど、

「断る」

　俺はきっぱりとそう言った。

「ふぅん。まあいいわ。どうせあなたは、自分から頭を下げて仲間にして欲しいって言い出すことになるのだからね」

「なに？」

　直後、小さな唇くちびるが凶きよう悪あくに歪ゆがんだ。

「弟さん、まだ小学校も出ていないんでしょう？」

「いや、俺、弟いないけど」

「…………」

　首を九十度回して、塔ヶ崎は顔を逸そらした。

「お前……、かまかけるんなら、もっと上う手まくやれよ」

「……なんでいないのよ。弟の一人くらいいなさいよ」

「文句なら俺の両親に言ってくれ」

「ええ？　あなたの両親に『もっと積極的に子作りしなさい』と頼たのめと言うの？　あなた、救いようがない変態ね」

「そこまで具体的な話はしてねーよ！　深読みすんな！」

　塔ヶ崎はふてくされたように口をへの字にしていた。一つ息を吐はいてから、仕切り直すように言葉を続ける。

「ねえ。どうして断るの？」

「どうしてもなにも……お前に付き合うメリットがねーよ」

「この世界を半分上げると言っても？」

「実にラスボスっぽい台詞なんだが、お前にそんな権限があってたまるか」

「大だい丈じよう夫ぶよ。いずれこの世界は私のものになるわ。死んだお婆ばあちゃんに毎日お願いしてるもの」

「死んだお婆ちゃんになにをお願いしてんだお前!?」

　冥めい福ふく祈いのってやれよ！

　無む茶ちやぶりすんじゃねえ！

「なによ。あなた、私のお婆ちゃんを馬ば鹿かにしてるの？」

「違う、お前を馬鹿にしてるんだ」

「ふん。あまり私を馬鹿にすると、お婆ちゃんが黙だまってないわよ？」

「死んだんじゃないのかよ？」

「最近、白い仮面をつけて復活したの」

「虚ホロウになってんじゃねえか！」

「けど、仮面が半分くらい割れてるのよね」

「しかも破面アランカルだと!?」

「嘘よ。お婆ちゃんはまだ生きてるわ。勝手に人の祖母を殺さないで頂ちよう戴だい」

　塔ヶ崎は呆あきれたように首を振ふった。いや、勝手に殺したのはお前だろうが。

「まあいいわ。いずれ私がこの世界を浄化したとき、あなたはきっと私の前に跪ひざまずくでしょうからね」

「浄化ね……。昨日も言ってたな。その浄化って、具体的にはどういう意味なんだ？」

　尋ねると、塔ヶ崎は「ふっ」と不敵な笑えみを漏もらした。

「私、思うのよね」

「なにを？」

「この惑わく星せいにとって、人間って害悪じゃない？」

「…………」

「人間がどんどん森林を伐ばつ採さいするせいで、地球の緑はどんどん減っていくし、動物達も住すみ処かを失っていくのよ。それだけじゃないわ。地球温暖化や大気汚お染せんなどによる環かん境きよう破は壊かいも深刻ね。人間の傲ごう慢まんさが、この美しい惑星を汚よごしているのよ」

「…………」

「人間は醜みにくい生き物だわ。戦争にかこつけて、同族を大量に虐ぎやく殺さつしたりするんだもの。他の動物はそんなことはしない。人間だけよ、生きる目的以外で人を殺すのは」

「…………」

「この惑星を一つの生命と考えたら、人間なんて癌がん細さい胞ぼうみたいなものよ。増えすぎて、歯止めが利かなくて、宿主を加速度的に蝕むしばんでいく……許しがたいわね。だから私は、人間を滅ほろぼしてこの世界を浄化したい。リセットして、ゼロからこの星をやり直したい」

「…………」

　憂うれいを帯びた声こわ音ねでありながら、どこか自分に酔よった口調で話す塔ヶ崎の話を聞いて、俺は辟へき易えきとしていた。

　今の台詞は、ラスボスっぽいと言えばラスボスっぽい台詞なのかもしれないんだけど、なんつーか、非常に中二臭い……。

「……塔ヶ崎、お前の言い分はわかった。その上でいくつか質問がある」

「なにかしら？」

「まず、人間は醜いって言うけど、お前もその人間の一人なんじゃないのか？」

「え。そ、それは、その……私はいいのよ。別に醜くないし、それに体が小さいから、あんまり二酸化炭素とか吐かないし」

「二つ目。世界を浄化したいはいいけど、具体的にはなにをどうするんだ？」

「……えっとぉ」

「ああ、いいや。やっぱりなんでもない。変なこと訊いて悪かったな」

「そう。わかればいいのよ」

　うん。よくわかったよ。お前が『人間は醜いとか言っちゃう俺かっけー』な思想の持ち主ということが。

　ようやく、塔ヶ崎夜子のキャラが掴つかめて来た感じがする。

　口調や振る舞まいは大物だが、いかんせん頭の中が残念な奴らしい。

　壮そう絶ぜつに背せ伸のびをしながら生きている、とでも言おうか。

「そろそろ、仲間になる覚悟は決まったかしら？」

「決まんねーよ。今の流れでどう決まるんだよ」

「これだけ頭を下げても駄目なの？　傲慢な男ね」

「お前はまだ一度として頭を下げてねえよ。傲慢はそっちだ――つーか」

　段々とイライラしてきた俺は、つい、塔ヶ崎のフードに手を伸のばしてしまう。ウサ耳のようなパーツを掴み、

「人と話すときは、相手の目を見ろ」

　と言って、乱暴に塔ヶ崎のフードを払った。

　まず、艶つややかな黒くろ髪かみがパサリと広がった。まあ、昨日学生証を見た時点で、綺麗な髪かみだな、とは思っていたので、そこまでの衝しよう撃げきはない。

　しかし両眼を見たのは――すなわち、塔ヶ崎の顔をきちんと全部見たのは、これが初めてだった。

　唖あ然ぜん、とする。

　そこにいたのは、途と方ほうもなくかわいらしい少女だった。

　ぱっちりとした大きな瞳ひとみに、不覚にも見入ってしまう。顕あらわになった双そう眸ぼうが、今までは断だん片ぺん的てきにしか見えなかった彼女の顔のパーツを、これでもかというほどに引き立てる。

　口元や顎あごのラインから、きっと整った顔立ちをしているんだろう、とは思っていたが、ここまでとは思わなかった。

　雛もなかなかの美少女だとは思うが、塔ヶ崎はまたタイプが違う。

　雛を『動』の美少女とするなら、こっちは『静』の美少女。

「わ、わ、わ」

　俺と目が合うと、塔ヶ崎は口を半開きにして狼狽うろたえた。

　それから、白い頬が急速に赤く染まり、

「わああああああ！」

　と、塔ヶ崎は絶ぜつ叫きようした。

「や、やぁんっ。や、やめて、やめてよぉ……」

　上ずった声を上げながら、全身をわたわたと震ふるわせる。視線があっちこっちを泳ぎまくっていた。両手を上げたり下げたりして、最終的には頭の後ろのフードに手を伸ばす。

　何度も空振ってから、ようやくフードをかぶり直した。

「な、なにするのよっ！」

「わ、悪い……」

　慌あわてて頭を下げた。そこまで悪いことをしたつもりはなかったが、塔ヶ崎の豹ひよう変へんぶりに謝あやまらずにはいられなかった。
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「女性の素顔を覗のぞくなんて……とんだ変態野や郎ろうね」

「いや……素顔見たくらいで変態呼ばわりするなよ。平安時代じゃないんだから」

「うぅ……」

　口元を覆おおうくらいにフードを引き下げながら、塔ヶ崎は憎々しげに呻うめく。それから声のトーンを落とし、やや沈しずんだ声で続けた。

「……私、駄目なのよ。人と目が合うと、緊きん張ちようして上手くしゃべれなくなるの」

「それって、視線恐きよう怖ふ症しようとか？」

「私もそう思って精神科に通ったことがあるわ。しかし、そこでの診しん断だん結果は『極度にシャイ』で終わった」

「微び妙みような診断結果だな……」

　極度にシャイって。病気じゃないということなのだろうか。

「見られるだけなら、まだ耐たえられるのよ……。ただ、目と目が合うと、もうわけがわからなくなってしまうの……」

　そこまで言うと、塔ヶ崎はすくりと姿勢を正し、数回深呼吸を繰くり返した。「うふふ」と不敵な笑みを漏らす。パニックから立ち直ったらしい。

「中学時代、私は尊敬と侮ぶ蔑べつの念をもってこう呼ばれていたわ。『コミュ障』と」

「侮蔑の念しか感じ取れねえ！」

「冗談よ」

「ああ、そうか。よかった。さすがに笑えないからな、それ……」

「そもそも名前を呼ばれること自体が数えるほどしかなかった私に、あだ名なんか付くはずがないからね」

「ちっともよくねえな！」

「『コミュ障』と蔑さげすまれているうちはまだまだアマチュアね。真の『コミュ障』は、最初っから誰も相手にしてくれないから、『コミュ障』だということが周りにバレないのよ」

「なんでそんな誇ほこらしげなんだよ!?」

「ふん。そういう風に考えないとやってられないのよ」

　若じやつ干かん自じ暴ぼう自じ棄きな感じでそう言った後、塔ヶ崎は、にたーり、と楽しげな笑みを口元に浮かべた。

「それにしても、まさか初対面に近い男に、こんな乱暴をされるとは思わなかったわ」

「乱暴とか言うなよ、顔見たぐらいで」

「私の唯ゆい一いつの弱点を暴あばいた罪は重いわよ」

　……いや、お前、弱点けっこうあると思うよ。発想力とか思考回路とか。

「その……悪かったよ」

　俺は素す直なおに頭を下げた。さすがに、今のはこっちが悪いと思ったのだ。

「ごめん。そこまで嫌いやなことだとは思ってなかった。《ラスボス》のキャラ作りで顔隠かくしてるだけだと思ってたんだ……」

「謝罪なんていらないわ。誠意を見せなさい」

　ここぞとばかりにふんぞり返りやがった。

「誠意って、つまり……」

「そう。私の仲間になりなさい。共に《主人公》を倒しましょう」

　結局、そこに落ち着くのか。

　もはや断る方が面倒になっていた俺は、素顔を見てしまった罪悪感にも後あと押おしされ、

「……わかったよ」

　と、ため息混じりに言った。

「そう。嬉うれしいわ」

　塔ヶ崎は満足そうに頷いた。

　まあ、いいか。たぶん大丈夫だろう。こいつ、思ってたより大した奴じゃなさそうだし、仲間になったところで特に問題は起きない気がする。

　別に――もしも塔ヶ崎が雛と敵対するのなら、幼馴染みである雛を守るために、スパイとして塔ヶ崎に接近しよう――とか、そんなことを考えているわけではない。

　あの主人公体質の幼馴染みには、最初っから俺の助けなんて必要ないのだから。

「それでは、今日のところはここで解散しましょう」

　言って、塔ヶ崎はちらりと首を横に向ける。横の通学路には、登校する生徒がちらほらと現れていた。

「今日は確か、登校してすぐに集会があるんだったかしら」

「ああ。海外に行ってた百日紅さるすべり理事長が帰ってきたらしいな」

「その後は普通授業よね。では、放課後にでも作戦会議をしましょう」

「作戦会議？」

「桜神雛を倒すための作戦会議よ。最初はあの娘こって決めているの」

　一番身近で一番ムカつくからね、と。

　言うだけ言うと、塔ヶ崎は俺に背を向けて歩いて行った。

　その小さくて頼たよりない背中をなんとなく眺めていたとき――ふと、足元に学生証が落ちていることに気づいた。

　もちろん、塔ヶ崎夜子のものだった。

「そのブレザー、ポケットに穴空いてんじゃねーの!?」

　慌てて叫さけぶと、塔ヶ崎は悠ゆう然ぜんとした歩みを止め、自分のポケットに手を入れた。

　ずぼん、と手はポケットを貫かん通つうする。

　本当に穴が空いていたらしい。

　なにからなにまで締まらない奴である。







第二章　僕っ娘理事長







　この国の人間で百日紅さるすべり一族を知らない人間はいない、と言っても過言にならないくらい、百日紅は有名な一族だ。

　由ゆい緒しよある家系、というわけではない。十数年くらい前にいきなり現れて、それからめきめきと成長した一族である。

　なにをしている集団かと言えば、なんでもやっている集団だ。

　極きわめて簡素に説明するなら、金持ちの天才集団。

　様々な事業で成功を収めているらしく、その資金力は絶大。聞いた話によれば、ギャグ漫まん画がに出てくる金持ちくらい金を持ってるとか。

　その潤じゆん沢たく過ぎる資金を支えるのが、百日紅一族の怜れい悧り過ぎる頭脳。

　政治経済、コンピューター技術、医い療りよう技術など、様々な分野において、百日紅の姓せいを持つ人間が、天才としか言えないような活かつ躍やくをしている。

　そのため、世間じゃ『百日紅家には天才しか生まれない』というのが、共通認にん識しきであり、遺伝子操作をしているだの、ＩＱの低い子供はこっそり殺しているだの、数々の黒い噂うわさも立っているが、その真しん偽ぎは定かではない。

　で。

　黒こく宝ほう学がく園えんの理事長――つまり、学園の創設者も、百日紅一族の人間だ。

　今から五年前、『キャラが立った人材を育成する』という、奇き天て烈れつな教育理念を掲かかげて、黒宝学園を作り上げた張本人。

　本当なら入学式でスピーチをするはずだったのが、急な用事で海外へと出かけていたらしく、今日へと延びてしまったそうだ。

「なあ、塔とうヶが崎さき」

　一年生で埋うめ尽つくされた体育館にて、俺おれは隣にいる塔ヶ崎に声をかけた。

　まだスピーチは始まっていない。そのため、あちこちで雑談が始まっている。

　五百人近い人間が一箇か所しよに集まれば、四月とは言え相当蒸むし暑あつくなりそうなものだが、黒宝学園は体育館さえも冷れい暖だん房ぼう完備であるため、快適に過ごすことができた。

　隣に塔ヶ崎が隣にいることはただの偶ぐう然ぜんだ。俺が『高たか橋はし』で、あっちが『塔ヶ崎』だから、出席番号順に男女別で二列に並べば、こういうことにもなるだろう。

「なにかしら、高橋くん」

「雛ひいなを倒すのはいいけどよ、具体的にはなにで倒すつもりなんだ？　勉強？　スポーツ？　まさか、タイマンってことはないよな？」

　塔ヶ崎は顎に手を添そえて考え込む。

「……えっとぉ」

「オーケー。わかった」

「まだなにも言ってないわよ」

「ノープランってことがわかったら、もう十分だ」

　こいつ、本気でなにも考えてないんだなー。

　とにかくその「えっとぉ」って言うの止めろよ、すごい馬鹿っぽいから。

「ふん。敵をよく知らない内に作戦を立ててもしょうがないわ。今はまだ、情報収集の時期なのよ。わざわざ相手の土俵に上がるのも馬鹿らしいからね」

　ふむ。この辺りの思考は雛とは真逆だな。

　あいつは、相手の土俵で戦ってこそ意味がある、と考えている奴やつだ。

「ねえ、高橋くん。桜おう神がみ雛に苦手なものとかってないの？」

「苦手なものねえ……。あいつ、八方美人っていうか八方超ちよう人じんだからなあ」

　得意分野ならいくらでも思いつくが、苦手分野となると――

「ああ、そうだ。大したことじゃないが、一つあったな」

「なにかしら？」

「雛は蛙かえるが苦手なんだよ」

「かえる？」

「そう。虫でもないのに、虫編に土土って書く蛙だ。あいつ、昔っから蛙が駄だ目めなんだよ。気持ち悪くて触れないらしい」

「ふうん。意外と乙おと女めらしい一面もあるのね」

「だから、蛙がいっぱいいそうな場所でスポーツなり喧けん嘩かなりすれば、そこそこ勝率が上がるかもな」

「悪くない策ね。でも、一つ重大な欠けつ陥かんがあるわ」

　塔ヶ崎は神しん妙みような口調で言う。

「私も蛙が苦手なのよ」

　……そりゃ重大な欠陥だ。策が根本から破は綻たんしたよ。

「見るだけで失神しそうになるわ」

「しかも雛より上のレベル……」

「蛙に限らず、女子が嫌きらいそうなものはひと通りアウトだわ。蛇へびも蜥蜴とかげも蜘く蛛もも無理。私、都会の温室育ちだから」

「弱点だらけじゃねーかよ、お前」

　雛の弱点を話していたのに、塔ヶ崎の弱点ばかり浮うき彫ぼりになってしまう。

　本当に大丈夫なのか、こいつ。その……人生的な意味で。

「まあ、焦ることもないわ。こっちには一つ、彼かの女じよに対して一つのアドバンテージがあるのだから」

「アドバンテージ？　なんだよ、それ？」

「簡単な話よ。彼女が《主人公》だということは、もはや全校生徒が知っている周知の事実。対して、私が《ラスボス》であることは、あなたを除いて誰だれも知らないわ」

「ふうん」

「あなたにしか教えていないから」

　塔ヶ崎はなぜか念を押おすように言った。

「なるほど、ま、アドバンテージと言えばアドバンテージだな」

　塔ヶ崎の方は雛に対していくらでも対策や対処法を練れるが、雛の方は塔ヶ崎を敵とさえ認識していないのだ。

　すごく簡単に言えば、暗殺する側とされる側みたいなもんだろう。

「お前が《ラスボス》っていう特殊役割レアロールを周囲に隠していたのは、そういう理由だったんだな」

　思ってたよりも考えてるな、と俺が少し感心していると、

「そ、それは……」

　塔ヶ崎はさっと顔を逸らし、大変言いにくそうに言う。

「誰からも、訊かれなかったから……」

「…………」

　そういやこいつ、この一週間誰とも口利いてなかったな。孤こ独どく主義な奴かと思ってんだけど……あれか。もしかして、誰かが話しかけてくれるの待ってたのかな。

　やべえ。なんか、涙なみだが出そうだ。

「その……悪かったな。俺、隣の席なのに」

　俺も俺でそこまでコミュニケーション能力が高くはないので、自分から女子に話しかけたりするのは苦手だ。来らい手でさんみたいに向こうから来てくれると楽なんだけど。

「ふん。構わないわ。凡ぼん俗ぞくなる愚ぐ民みんどもと会話しても時間の無む駄だだもの」

　傲慢な口調で言うが、それが強がりであることは明白だった。

　そうこうしているうちに時間が過ぎて、スピーチの時間がやってきた。

　男性教師がステージに上がり、静かにするように注意をする。生徒達たちのざわつきが収まったところで、その教師はステージを降りた。

　彼かれと入いれ替かわるようにして、一人の少女が壇だん上じように上がる。

　って、少女？

　ぎょっとする俺をよそに、少女はステージの中央へと軽かろやかな足取りで進む。

　小学生、だろうか。床ゆかにつくほど長い髪を揺ゆらしている。かわいらしい童顔の持ち主なのに、大人っぽい紺こんのスーツを着ていて、それがなんともアンバランスだった。

　おまけにスカートが極きよく端たんに短い。大丈夫か、あれ。小学生がやっていいスカートの短さじゃないだろ。

　少女の登場に、静まっていた体育館が再びざわめく。

　スーツ姿の少女はステージ中央に辿たどりつくと、備え付けのマイクを手に取った。

　ミュージシャンよろしく、片手でオシャレにマイクを握にぎると――




「ハロー、ガキ共。キャラ立ってるかい？」




　幼い顔を凶悪な笑みで歪めながら、実に愉たのしそうな声音で言い放った。

　インパクトのある第一声に、体育館が騒そう然ぜんとする。しかし彼女の第二声は、第一声の衝撃をはるかに超こえていた。

「ただいまご紹しよう介かいに与あずかりました――理事長の百日紅だぜ？」

　り、理事長？

　どう見ても小学生にしか見えない、あの娘が？

「僕の名前は百日紅さるすべり千秋楽てぃあら。『千秋楽』と書いて『てぃあら』って読んじまうんだ。どうだい、ＤＱＮネームだろう？　名前からしてキャラ立ってんだろう？　はーっはっはっ！

親の頭がイカれてたんだよ！」

　新入生一同が愕がく然ぜんとする中、少女は――百日紅理事長は、ハイテンションのままスピーチを続ける。

「はっはー。この僕って一いち人にん称しよう、なかなかハマってんだろ？　いろいろと迷めい走そうしたけど、最終的にはやっぱり僕っ娘に落ちつくんだよなあ。おーっと。関係ねえ話だったか。ま、どうせ理事長のスピーチなんざ誰も聞いてねーだろうから、ちゃちゃっと必要事じ項こうだけで済ませちまおうかな」

　やや自じ虐ぎやく的てきなことを言う百日紅理事長だったが、この場には、彼女の話を聞いてない奴はいないだろう。
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　全員が、目の前にいるわけのわからない奴に注目している。

　いろいろと強きよう烈れつ過ぎて、目が逸らせない。

「とにかく、僕がこの学園の理事長だ。つまり一番偉えらいってことだ。言っとくけど、名ばかり理事長じゃねーぞ？　この学園を創つくったのは僕だかんな。やりたいことがあったから、一から全部自分で創り上げた。つまり、この学園の中ちゆう枢すう――『パーソナルキャラクタライジングシステム』を開発したのも僕ってわけだ？　どうだ？　天才的だろう？」

『パーソナルキャラクタライジングシステム』。

　通つう称しよう『ＰＣＳ』。

　この学園で生徒に割わり振られる《キャラクター》は、全すべてそのシステムによって管理されている。

　言うなれば、この学園における絶対の法。

　俺が入学前から抱いだいていた「キャラが立ってるって、誰がどうやって判断するんだよ」という疑問に対する答えが、この『ＰＣＳ』というわけだ。

　具体的な仕組みは知らないが、きちんとしたシステムで管理している、と言われれば、なんとなく納なつ得とくしてしまう。

「立場上理事長ってことになっちゃあいるが、僕の本分は教育者ってわけじゃねーんだ。研究者っつーか、科学者っつーか、まあそんな感じ。そんでもって僕は、長年人間の持つキャラクターってのを研究してた」

　くるくるとマイクを回したり、ウロチョロと壇上を歩きまわったりと、様々なパフォーマンスを交えながら、百日紅理事長は演説を続ける。

「この黒宝学園もその研究の一部と言えば一部だ――いや、ある意味集大成と言ってもいいかな。《主人公》やら《脇わき役やく》やらがいる、まるで物語のような学園ってのを、どうしても試ためしてみたくなっちまったんだよ――だから創ってみた」

　だから創ってみた。

　ひどく気軽な感じだった。まるで、オンラインゲームの新しいアカウントでも創ったかのような口ぶりだ。

　しかし、その気軽さが、百日紅千秋楽という人間の恐ろしさを象しよう徴ちようしてる。

　学園一つをポンっと創ってしまうような、能力と財力と地位。

「言ってみりゃあ、てめーらは僕の実験体みたいなもんだよ。だが安心しろ。見返りはたーんと用意してある。学費は破格のお値段。僕が気に入った奴は、大学でも企き業ぎようでも好きなとこにねじ込んでやる。それで十分だろ？　十分過ぎんだろ？」

　はっはー、と高らかに笑う百日紅理事長。

「だからガキ共！　この学園じゃ僕に従え！　存分にキャラを立てろ！　入学時に与あたえられた《キャラ》を磨みがくもよし！　別の《キャラ》を目指すのもよし！　現状に満足だけはすんじゃねーぞ！　超ちよう絶ぜつにキャラ立ってる僕からすりゃあ、てめーらなんかどいつもこいつもモブ同然だからなあ！」

　ダンっ！　と、細い足でステージを踏ふみ鳴ならす。びりびりと空気が震えた。口くちの端はに凶悪な笑みを刻みながら、百日紅理事長は鋭するどい眼光でこちらを睥へい睨げいする。

「百日紅千秋楽の名の下に――劇的な学園生活を約束しよう。喜劇的で悲劇的で、刺し激げき的てきで衝しよう撃げき的てきな学園生活を」

　まとめるようにそう言った後、ハイペースに疲つかれたのか、ややペースダウンした口調で続ける。

「そうそう。今年に新入生にゃあ、なかなか見所のある奴がいたんだよなあ。えーっと、ああ、いたいた。そこのジャージ！　桜神雛！」

　いきなり飛び出た、幼馴染みの名前。

　視界の隅すみ、一組の辺りで、いきなり名指しで呼ばれた雛がびくりと体を揺らした。

「は、はい！」

「一年にして《主人公》の役割ロールを与えられし存在、か。いいねえ。いいキャラしてるぜ、お前。最初は『ＰＣＳ』のバグかと思ったが、どうもそうじゃねーらしいからな。期待してんぜ、頑がん張ばれよ」

「はい！　ありがとうございます！」

　優等生然とした態度で返事をする雛。直後、周囲にいた人間が、雛の肩かたを叩いたり、からかったりした。すでにクラスの中心となっているらしい。

「ええと、あと、もう一人いたんだよな。おもしれー奴が」

　言いながら、理事長は壇上から視線を這はわせる。

「お。いたいた」

　その視線は――俺のところで止まった。

　え。

　お、俺？

「実に興味深いサンプルだぜ、お前」

　びしっと壇上から指を差された。狂きよう気きめいた笑みが、俺へと向けられる。

　心臓が急激に高鳴った。わけのわからない興奮に苛さいなまれる。

　興味深い。そんなことを言われたのは初めての経験だった。

　だから驚おどろいているのだろう――そして、嬉しいのだろう。

《脇役》でしかないはずの俺が、こうして、大勢の前で誰かに認められた。その事実に、驚くほど喜んでいる自分がいた。興奮を抑おさえつつ、居住まいを正し、俺は、俺を評価してくれた彼女に応こたえる。

「はい！　あ、ありがとうございます！」

「は？　いや、お前じゃねーよ。しゃしゃってんな馬鹿」

　百日紅理事長はゴミを見るような目つきで俺を一いつ蹴しゆうした。

　どうやら、さっきの台詞せりふは俺に向けたものじゃなかったようだ。

　…………。

　……。

　ぐあああああああああああ、は、恥はずかしいぃ……！

　なんて自意識過か剰じような勘かん違ちがいしてんだよ、俺は！

　周囲からくすくすと失しつ笑しようが漏れる。うわ、死にてえ。人生ワースト３に入る羞しゆう恥ちプレイだぞ、今の……。

「ったく。僕が指したのは、そこのいかにも脇役っていう顔した男の隣となりにいるウサ耳フードの女子だよ」

　頭を抱かかえて悶もん絶ぜつする俺に追い打ちをかけながら、百日紅理事長は話を進めた。誰が脇わき役ヅラだよ……って、隣のウサ耳フード？

「塔ヶ崎夜よる子こ。お前だよ、僕が期待してんのは」

　名前を呼ばれた塔ヶ崎は、「え、私？」みたいな感じで自分の顔を指す。

「お前は《主人公》の対極にいる《キャラ》の持ち主だからな。桜神とは別の意味で期待してるぜ」

　理事長が注目していた二人というのは、雛と塔ヶ崎のことだったらしい。

《主人公》と《ラスボス》。

　相反する《キャラクター》。

　……いや、ちょっと待てよ。なんか、嫌な予感がするぞ。

「特殊役割レアロール《ラスボス》。現在、この学園で《ラスボス》はお前だけだ。光栄に思えよ、塔ヶ崎夜子」

　あっさりと。

　実にあっさりと、百日紅理事長は言った。

　直後、周囲が一気に騒さわがしくなる。「《ラスボス》？」「そんな奴いたのかよ」「嘘うそ？　誰だれ々だれ？」「塔ヶ崎って言ったっけ？」「一年二組だってよ」という会話が、いたるところから聞き取れた。

　俺はちらりと横を窺うかがう。

　知名度が一気に上がってしまった塔ヶ崎は、呆ぼう然ぜんとして口を半開きにしていた。目から下だけで、見事に絶望の表情を表現している。

　こうして。

　塔ヶ崎夜子が持つ、桜神雛に対する唯一と言ってもいいアドバンテージは、百日紅理事長の何気ない一言によっていともたやすく消え去った。







第三章　料理対決







　中庭を抜ぬけて、テニスコートの横を通りすぎて、弓きゆう道どう場じようの裏手まで来ると、ようやく人の気配がなくなった。

　俺と塔とうヶが崎さきは近くにあったベンチに腰こしを下ろし、揃そろって深く息を吐はいた。

「ふー、ちょっと疲れたな」

「はあ、はあ、はあ、はあ……」

「ここまで来ればさすがに大だい丈じよう夫ぶだろ」

「はあ、はあ……げほげほっ。おえ……」

「お前、疲れすぎだろ！」

　なんで少し走ったくらいで吐き気けを催もよおしてんだよ！

「しょうが……ない、はあ、でしょう、げほげほっ。私、ちょっと、人より、運動が、ふー、ふー、あれなのよ……」

　あれなのか。まあ、あれならしょうがない。

　しかし、運動も駄目なのかよ。なにからなにまでロースペックな奴である。

「……にしても、困ったことになったな」

　本日の全校集会にて、塔ヶ崎が《ラスボス》だということが一年全員にバレてしまった。

　その結果、質問攻ぜめが始まったのだ。昼休みには他クラスからも人が押し寄よせたせいで、塔ヶ崎は多くの視線に晒さらされることになってしまった。

　コミュニケーションスキルの低い塔ヶ崎は、そんなことになれば当然パニックになってしまう。中にはフードを取ろうとする奴もいたから、見ていて気が気じゃなかった。

　で、見かねた俺が、こうして人気のないところまで引っ張ってきたわけだ。

「ま、こういうのは一過性のもんだろ。どうせみんなすぐに飽あきるって」

「……でも、私が《ラスボス》だということが、桜おう神がみ雛ひいなにバレてしまったわ」

　ようやく呼吸が落ち着いた塔ヶ崎は、わかりやすく肩を落とした。

　そもそも大したアドバンテージじゃなかったと思うが、どんなにショボいアドバンテージでも、なくなると悔くやしいものだろう。

「それもこれも、あのボクっ娘理事長のせいだわ」

「一応、そうなるのか。しかし、うちの理事長があんなアッパーなキャラだとは思わなかったな。つーか何なん歳さいだよ、あの人」

「さあ？　百日紅さるすべり一族の人間だからね。見た目通りの年ねん齢れいで理事長をやっていたとしても驚きはしないし、特殊なアンチエイジングをやっていたとしても不思議じゃないわ」

　確かに。

『百日紅一族の人間だから』というエクスキューズは、他のどんな言葉よりも説得力を持つ。とにかく優ゆう秀しゆうで、どこまでも謎なぞに包まれているのが、百日紅という一族なのだ。

　塔ヶ崎は小さく俯うつむき、やや沈んだ声で呟つぶやく。

「彼女のせいで、全校生徒の晒し者ものになってしまったわ。パンダになった気分よ。おまけに今日……二時間目の休み時間に、女子トイレで桜神雛に声をかけられたわ」

「マジで？」

「ええ。彼女は私にこう言ったわ。『あ、塔ヶ崎夜よる子こさんだよね。《ラスボス》の。私は、桜神雛って言います。一応《主人公》ってことになってるんだ』」

「完かん璧ぺきに顔と名前覚えられてるな」

　フードで目は隠れてるから、顔というか、容よう貌ぼうだけど。

「彼女はこうも言ったわ。『なんか、お互たがい珍めずらしい「キャラ」になっちゃったよね。いろいろと注目集めたりして大変なことも多いと思うけど、でも、頑張っていこうね』」

　相変わらずいい奴だった。

「だから私はこう答えたわ。『う、う、ううう、う、うんっ』」

「テンパりすぎだろ！」

「しょうがないでしょう。まさか当面の敵からいきなり話しかけられるとは思ってなかったもの」

　不測の事態に驚くほど弱い奴だった。

「さて。どうしようかしら……。《主人公》に私の存在を知られたとなっては、もうのんびりはしてられないわ。急がないと、あっちから攻こう撃げきを仕し掛かけられるかもしれない。おちおち夜も眠ねむれないわね」

「凄すさまじい妄もう想そう力だな」

「私という脅きよう威いを彼女が放置しておくわけがないわ」

「……ごめん。お前のどこら辺が脅威なのか、できたら詳くわしく教えてくれ」

「さあ。急いで策を練らないと」

　話を聞いちゃいねえ。

　塔ヶ崎は腕うでを組んで考え始めた。これ以上追及しても無駄そうだったので、俺も一応、考えてみる。さて、どんな勝負なら、塔ヶ崎に分があるのか。

　スポーツは論外。こいつの体力の無さは尋じん常じようじゃなかった。

　テレビゲームやカードゲームも無理だ。雛は、俺がハマってるゲームを後からやり始めて、それであっという間に俺を追おい越こすような奴である。

　勝てそうなのは、じゃんけんやくじ引きなど運うん否ぷ天てん賦ぷの勝負ぐらいだが、雛は運の勝負ですら絶大な勝率を誇る。俺とのじゃんけんは、勝率八割を下らない。

　まさしく、『持っている』、としか言いようがない。

　他には――

「…………」

　止めた。

　いくら考えたところで意味がない。

　俺が思いつく程度のことは――すでに俺がやっている。

　物心ついたときから、桜神雛に勝負を挑いどみ続けてきた。ありとあらゆるジャンルで、どうにかして雛を打ちのめそうとしてきた。

　勝てないことを悔しいと思っていた時期があった。

　負けることを恥はじだと考えていた時期もあった。

　その結果が――全敗である。

　無論、全てに負けたというわけでもない。じゃんけんなら勝ったことはあるし、答えのない意地悪クイズを出だしてみたこともある。

　しかし、心の底から『勝った』と思えたことは、一度たりともない。

　戦えば戦うほど、雛との差を実感するだけだった。

　持つ者と持たざる者の差を――

「はっくしょん」

　と。

　暗い考えに沈んだ俺を、ひどく棒読みなくしゃみが現実に引ひき戻もどした。

　なにごとだと思って隣を窺うと、直後、塔ヶ崎のお腹なかから、くぅー、とかわいい悲鳴が聞こえた。

「……おい」

「…………」頑かたくなにこちらを見ようとしない塔ヶ崎。

「今のはもしかして、腹の音を誤ご魔ま化かそうと思ってくしゃみをしたら、タイミングを完全にミスった感じか？」

「お腹が空いたわ。そろそろ戻りましょう」

　しれっと言いやがる。本当、ドジというか、ズレてるというか。

　俺と塔ヶ崎はベンチから立ち上がり、校舎へと戻る。昼休みも終しゆう了りよう間ま際ぎわだ。そろそろ、《ラスボス》目当ての野や次じ馬うまは消えていることだろう。

「なあ、塔ヶ崎。お前って飯はどうしてんの？　弁当？　購こう買ばい？　学食？」

「お弁当よ。人ひと混ごみは苦手だから、購買や学食は物理的に不可能だわ」

「物理的にか……」

　なんか、言葉を交かわすたびに塔ヶ崎の弱点を知っていく気がするなあ。こいつ、どんだけ弱点晒しながら生きてんだよ。

「そうだわ」

　もうすぐ昇しよう降こう口ぐち、というところで、塔ヶ崎が手を叩たたき、ハッと顔を上げた。

「どうした？」

「思いついたわ。《主人公》に勝つ方法を」

「なっ。マジかよ」

「ええ。この方法なら百％勝てるわ」

「百パー？　嘘だろ。いったいど――」

　そんなやり取りをしているときだった。

「あれ、涼すず希きじゃない」

　昇降口付近で、ばったりと雛に出会った。

「ひ、雛っ！」

「うん。雛も雛だけど。どうしたの、そんな驚いて」

　驚くなという方が無理だろう。今まさに、いかにして雛を倒たおすか考えていたところだったのだから。

　雛の手には弁当箱が握られている。大方、外で誰かと飯を食べたんだろう。

「涼希も外でお弁当？　教室に行ったらいなかったから、驚いたよ」

「あ、ああ。まあ、そんなとこだ」

「ふーん。珍しいね……うん？」

　雛が首を傾かしげ、俺の背後を窺う。そこには、俺の背にぴったりと張り付く塔ヶ崎がいた。

　お前、いつの間に……。

　ビビりすぎだろ。親の背中に隠れるシャイな子供かよ。

「塔ヶ崎、さん？　うん、やっぱり塔ヶ崎さんだ。《ラスボス》の」

　雛が声をかけるが、塔ヶ崎は背中に隠れたまま。

「えっと……嫌われちゃったかな？　もしかして、《ラスボス》って呼ばれるの嫌だった？　だったらごめんね。ちょっと無神経だった」

　優やさしく穏おだやかな雛は、まるで保母さんのようだった。対して、俺の背中で小さくなっている塔ヶ崎は、まるでなかなか登園できない人見知りの園児である。

　となると俺は、塔ヶ崎の保護者ポジションか。嫌いやだなあ。

　やがて、ようやく覚かく悟ごを決めたらしい塔ヶ崎が、俺の背からちょこんと顔を出す。

「《ラスボス》と言われること自体は構わないわ。そんなことにいちいち目くじらを立てるほど子供じゃないもの」

　テンパった様子はなく、落おち着つき払はらった声で言う。心の準備さえできていれば、きちんと平常運転できるようだ。

「それで……ええと、あなた、名前はなんと言ったかしら？」

　いや、お前！

　なんでそこで見み栄えを張る!?

「あれ？　さっきトイレで名乗ったんだけど、忘れられちゃったかな？　あたしは、一年一組の桜神雛。桜の神様に、雛ひな人にん形ぎようの雛で、ひいな、って読むの」

「ああ、そうそう。思い出したわ。ごめんなさいねえ。私って、興味ない人間を覚えるのが苦手なのよ。うふふ」

　興味ありまくりのくせになに言ってんだか……。塔ヶ崎が意味不明な優ゆう越えつ感かんに浸ひたっていると、雛が俺に尋たずねて来た。

「涼希と塔ヶ崎さんって、確か同じクラスだったよね。いつの間に仲良くなったの？」

「仲良くってわけじゃ……」

「ええ。彼とは仲良くさせてもらってるわ」

　塔ヶ崎が台詞をかぶせてきた。

「今日も彼に助けてもらったのよ。ほら、今日の集会で、私が《ラスボス》だってことがバレてしまったでしょう？　そのせいでいろいろと注目を集めちゃってね。それで高たか橋はしくんが、盾たてとなって私のことをかばってくれたのよ」

「そうだったんだ。さすが涼希。いいとこあるぅ」

　肘ひじで突ついてくる雛に、「お、おう」と曖あい昧まいな返事をしつつ、俺はまじまじと塔ヶ崎の表情を窺った。

　どうしたんだ、こいつ。

　強がりと虚きよ勢せいしか口にしなかった奴が、急に素す直なおになったな。

　褒ほめられたことを素直に嬉うれしく思う俺だったが――しかし、すぐにそれが幻げん想そうだったと思い知ることになる。

「だからね、これからは毎日高橋くんと登下校を共にすることにしたわ」

「「は？」」

　俺と雛は、揃って間ま抜ぬけな声を発した。

「だって、これからなにが起こるかわからないもの。だって《ラスボス》よ？　学園に一人しかいない特殊役割レアロール。誰になにをされるかわからないわ。今日だって大おお騒さわぎだったもの。明日からの学園生活を考えると、不安で体が押しつぶされそうよ」

「ま、待てよ塔ヶ崎。その件は、どうせ一過性のもんだろうって話に――うぐっ」

　みぞおちに塔ヶ崎の肘が入った。非力な肘ひじ鉄てつだったが、スイートスポットに入ってしまったらしく、上う手まく呼吸ができなくなる。

「だ、駄目よ！」

　雛が声を荒あららげた。

「だって……だって、涼希は昔っから毎日私と一いつ緒しよに学校に行ってて、だから」

「あらそう。でも、これからは私と一緒に通うわ。それに、これは高橋くんから提案してくれたことよ。ねえ高橋くん？」

「そうなの涼希っ!?」

　二人の視線が俺に突き刺ささる。が、俺はと言うと、未いまだに肘鉄のダメージから立ち直れず「あ……」と息を吐くだけだった。

　ちょっと待って、マジで呼吸できない……。

「ほらね、彼もこうして無言によって肯こう定ていを示しているわ」

　フードの下の唇くちびるが、嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべる。

　てめえ、このやろ……。計算通りってわけかよ。

「だいたい、この男がどうなろうとあなたにはなんの関係もないじゃない？　あなた達たちはただの幼おさな馴な染じみなんでしょう？」

「それは……そうだけど。でもっ、涼希は大事な……と、友達だから」

「友達、ねえ。あなたには他にもいっぱいいるじゃない、お、と、も、だ、ち。別に羨うらやましくないけど。別に羨ましくないけど。別に羨ましくないけど」

　すごく羨ましいらしい。

「だから、この男一人ぐらい私に恵めぐんでくれてもいいじゃない。あなた《主人公》なんでしょ？　だったら恵まれない者には愛の手を差さし伸のべなさい」

「よくわからない理論になってない!?」

《ラスボス》の半はん端ぱない自己正当化能力に、《主人公》が戸と惑まどっていた。

　塔ヶ崎は、「それにね」と話を続ける。

「彼は私にとんでもないことをしたのよ。だから彼にはその償つぐないをする義務があるわ」

「と、とんでもないこと……」

「具体的には、公衆の面前で衣服を剥はぎ取とられたわ」

「なっ……」と雛が絶句する。

　待て。衣服っつってもフードだろ。ちょっとフード取っただけだろ！

「私は彼に乱暴されたのよ。隠かくしていた秘部をマジマジと見つめられてしまったわ」

　間ま違ちがっちゃいないけど。間違っちゃいないけど！

「ひ、秘部を、まじまじと……」

　顔を真っ赤にする雛。

　どこの秘部を想像しているのかは、考えないでおこう。

「涼希……。け、警察に出頭しよう。涼希だったら、きっとやり直せるからっ！」

　適切な対応だ！　そりゃ公衆の面前で女子高生の衣服剥ぎとって秘部を眺ながめたら、同級生と言えど警察行きだよね！

「だ、大丈夫……。涼希がどんなに変態でも、あたし、絶対見捨てたりしないから！　必ず更こう生せいさせてあげるっ！」

　いい奴！　びっくりするほどいい奴！

　でも今はその優しさが辛い！

「……雛。違ちがうんだ。話を――」

　ようやく肘鉄のダメージから立ち直った俺おれが弁明を口にしようとすると、

「変態は黙だまってなさい」

　塔ヶ崎が俺を制して、再び雛と向き直った。

「とにかくそういうわけで、彼は私に付き従うことになったわ。まあ、そもそもあなたに断りを入れる必要もないんだけどね。私と高橋くんがいくらディープな関係になろうとも、あなたには関係ないことでしょう」

「あ、あるもんっ！」

　俺の腕を、雛がぐいっと引っ張り寄せた。

「涼希と私は幼馴染みだから、涼希が変態だったら放っておけないし……それに、涼希に変な女が寄り付かないようにする義務があるの！」

　自分の腕を絡からめるようにする。雛はスタイルがいいため、そういうことをされると、む、胸が当たってしまう……。塔ヶ崎相手にはまず味わえなさそうな感かん触しよくだった。

　やべ。思ってたよりでかいな、こいつ。

　一緒に風ふ呂ろ入ってた頃ころは、つるつるだったのに……。

　意識が塔ヶ崎に向かっているらしく、雛は無自覚にぐいぐいと俺に胸を押し当あててくる。それを見ていた塔ヶ崎が、頬ほおを不ふ機き嫌げんそうにひくつかせた。

「……公衆の面前で色いろ仕じ掛かけとは。はん、《主人公》様は大層なビッチなのね。そんなに自分の長所をアピールしたいのかしら」

「え。色仕掛けって……わあ！」

　自分の胸に気づいた雛は、ぱっと手を離はなし、俺から距きよ離りを取った。

「ご、ごご、ごめん、涼希！」

「い、いや……いいよ。別に、謝あやまることじゃないだろ」

「え……。じゃあ、う、嬉しかったり、しちゃった？」

「ば、馬ば鹿かっ。なに言ってんだ！」

「あ、あははー、ご、ごめん。つい……」

　俺おれ達たちが照れたやり取りをしていると、塔ヶ崎の方から、凍いてつくような波動を感じた。体中から冷たい空気が吹ふき出でている。

　……うおお。こいつ、オーラだけはラスボス級だな。

「不ふ愉ゆ快かいだわ。高橋くん、いますぐ離れなさい。そんな女といるとビッチが移るわよ」

「男がビッチになるわけないでしょ！　ていうか、そもそもビッチじゃないから！」

　二人の間でばちばちと火花が散る。

　塔ヶ崎は最初から喧けん嘩か腰ごしで、雛は売られた喧けん嘩かは即そつ金きんで買うような女だ。二人が出会えば、こうなるだろうとは予想していた。

　しかしまさか――塔ヶ崎が俺をダシに使うとは予想してなかった。

「どうしても高橋くんを渡わたさないというの？」

「もちろん！　あなたみたいに失礼で無礼な女には、涼希は絶対渡さない！」

「そう。ならば――勝負をしましょう」

　塔ヶ崎が言う。

　その言葉に、勝負、決けつ闘とう、対決大好きっ子である雛の瞳ひとみが輝かがやく。

「勝負？　いいね！　乗った！」

　勝負の内容も聞かない内に、短すぎる三段論法で承しよう諾だく。

　雛。お前、かっこよすぎだよ。

「さあ、なにで勝負する？　ボクシング？　プロレス？　それともバーリトゥード？」

「ふん。なんでそういう乱暴な発想しかないの？　これだから野や蛮ばんな人間は嫌なのよ」

　塔ヶ崎はやれやれと首を振ふり、それから不ふ遜そんな口調で述べる。

「私が提案する勝負。それは――料理対決よ」







　と、いうわけで。

　翌日の放課後。家庭科室。

「第一回《主人公》ＶＳ《ラスボス》。ドキドキ、ポロリもあるかも料理対決―っ！　いえー、どんどんぱふぱふー」

　来らい手でさんはマイクを片手に握り締しめ、集まったギャラリーに向けて言い放つ。

「いやー、始まりましたよ。始まっちゃいましたよ。そりゃあ《主人公》と《ラスボス》が一緒の空間にいたら、戦うしかないよね！　野や郎ろうども！　夢の対決を見届ける覚悟はできてるか！　そして、お腹は減ってるかーっ！」

　ノリノリのマイクパフォーマンスに、ギャラリーが湧わき上あがる。

　……なーんか、思ったより大事になっちゃったなあ。

　塔ヶ崎が提案した料理対決。雛はもちろん二つ返事でオーケーした。

　となれば家庭科室の使用許可が欲ほしいところだったので、なんでも知ってる来手さんに尋ねてみたら「なにそれ!?　面おも白しろそう！　どうせならもっと大々的にやろうぜえ！」となり、いつのまにかこんな感じになってしまったのだ。

　行動力と人脈が半端ねえよ、来手さん。

　本当はもっとひっそりとやりたかったのだが、「まあまあ。これで《ラスボス》のことを黙ってたことはチャラにしてやっからさー」と言われれば、断るに断れなかった。

「本日の実じつ況きよう兼けん解説は、言わずと知れた《解説役》、わたくし、一年二組の来手が務めさせていただきまーす！」

　そして来手さんは、審しん査さ員いん席に座すわる俺に視線を向けた。

「続いて審査員の紹介に移ります！　まずは見るからに脇役ヅラのこの人！　一年二組十七番、高橋くん！」

「誰だれが脇役ヅラだ！」

「はーい。見ましたかー？　彼かれの特技はこの突っ込みだよん！　対決中も私の解説に見事な突っ込みと相あい槌づちを入れてくれることでしょう！　すなわち、審査員兼けん突っ込み役の逸いつ材ざいなわけ！　はーい、みなさん、拍はく手しゆ～」

　……無む性しように恥ずかしい。変な紹介しないでくれ。

「続きまして、一年一組、出席番号十一番――」

　来手さんの審しん査さ員いん紹しよう介かいを聞きながら、俺は頭の奥おくで別のことを考えていた。

　今日の朝、塔ヶ崎と話す機会があったので問うてみた。

『なんで変な嘘ついたんだよ？　俺が登下校を共にするとかどうとか……。雛だったら、普ふ通つうに勝負しようって言えば乗ってきたと思うぜ』
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『あれは挑ちよう発はつよ』

『挑発？』

『怒おこらせてこれを乱せ、ＢＹ私』

『そりゃ孫子っていう兵へい法ほう書に出てくる言葉だろうが。パクってんじゃねえよ』

『その本が私をパクったのよ』

『お前何歳だよ！』

『この星が生まれたときから、この星を行く末を見守ってきた者。それが私』

『唐とう突とつにラスボスっぽい台詞を挟はさむな！』

『彼かの女じよ、面白いように焦あせっていたわね。うふふ、実に滑こつ稽けいだったわ。あんなに取り乱すなんて、よっぽどあなたのことが大切なのね』

『……長い付き合いだからな。で、なんで料理対決なんか選んだんだ？　料理、自信あるのか？』

『いいえ。料理自体に自信はないわ。でも――料理対決になら勝つ自信はある』

『どういう意味だ？』

『見てなさい。私にはとっておきの秘策があるのよ』

　とまあ、こんな感じのやり取りだった。

　秘策とはいったいなんなのか。かなり気になるところだ。もちろん悪い意味で。塔ヶ崎の奴やつ、妙みようなことやらかさなきゃいいんだけど……。

「――以上五名、審査員の紹しよう介かいでしたー。はい、そこ！　興味ないとか言わなーい！　ほんじゃ続いてルール説明行っくよーっ！　今回のお題は、事前にくじ引きで決まった『卵たまご料理』！　『料理は卵に始まり卵に終わる』と言われるくらいだから、料理対決には持って来いのお題と言えるね！　基本中の基本！　シンプルイズベスト！」

　ちなみに、そのクジを引いたのは雛。

　偶ぐう然ぜんとは言え、料理対決として王道とも言える『卵料理』を引いてくる辺り、やはり『持っている』と言えるだろう。

「材料はこちらで用意したものを――と、言いたいとこだったんだけど、さすがに昨日の今日じゃ用意出来ないっすよ。つーか、金がねーっ！　というわけで、材料は全すべて選手の自前なのでーす！」

　そこまで言ったところで、来手さんはマイクを外し、俺に耳打ちしてきた。

「高橋くん高橋くん、ちょっと様子見てきてくれない？　そろそろ選手入場だから」

　頷うなずき、審査員席を立って、選手控ひかえ室しつとなっている家庭科準備室へと向かった。

　ドアを開くと、そこには青い顔をした雛がいた。

「あ、涼希……」

「おう。どうした？」

「それが、大変なの……」

　雛はテーブルの方に視線を向ける。そこには、長ネギ、ジャガイモ、明めん太たい子こ、醤しよう油ゆ、などなど、対決のために用意した食材が置いてあった。

「……今日のために、卵一パック買ったんだけど」

　雛の指した先を見て、愕がく然ぜんとする。

　八個入りのパックが開いていて、その中では八個の卵が全て割れていた。中身が綺き麗れいに取り除かれ、殻からだけの状態でパックに収まっている。

「……どうしたんだよ、これ」

「わかんない。さっきトイレから帰ってきたら、こうなってて……」

　俺と雛が呆然と殻だけの卵を眺めていると、背後から不敵な笑い声が響ひびいた。

「うふふ。あらあら、どうしたの？　まるで料理対決のお題である『卵』が失くなってしまったような顔ね」

　癇かんに障さわる嫌いやみったらしい口調――まさかっ！

「塔ヶ崎、てめえ――」

　この不正ばっかりはさすがに見過ごせない。俺は確かな怒いかりを感じながら、後ろを振り返かえる。

　振り返って――息を呑のんだ。

「あら、なにか……うぷ。な、なにかしら……？　わた、うっぷ……私が、や、やったという証しよう、拠こ……おぅふ、はあ、はあ、証拠、ある、の、かしら……おええ」

　塔ヶ崎の顔は真っ青だった。口と腹を手で押さえていて、何度も何度も吐き気をこらえる仕草をする。その悲ひ惨さんな有り様に、胸の怒りが全て消え去った。

「……なあ、雛」

「な、なに？」

「ちょっと塔ヶ崎と二人っきりで話をしてくる」

「う、うん。いってらっしゃい」

　雛の表情は完全に引き攣つっている。たぶん、俺も同じ表情になっているだろう。

　俺は今にも倒れそうな塔ヶ崎の腕を引っ張り、部屋の隅すみまで連れていく。

「……た、高橋くん。おっぷ、ちょうどよかったわ……。胃薬持ってないかしら？」

「持ってねーよ」

「使えない男ね……うえ」

「なにやってんだよ、お前……」

「さすがに、卵八個はキツかったわ……」

　予想通り、塔ヶ崎が犯人らしい。

　生卵八個一気飲み。

　うわあ。想像しただけで気分が悪くなる。どこのボクサーだよ。

「……これがお前の秘策か？」

「そうよ。戦わずして勝つ。これより素す晴ばらしい勝利の形はないわ。相手を不戦勝に追い込むことができれば、それが一番いいに決まっている。たとえ、どんなに卑ひ怯きような手を使ってもね」

　清すが々すがしいまでにクズな思考をしてますねー。

「ただし……今、私が真しん剣けんに棄き権けんを考えているということが、この秘策の唯ゆい一いつの欠点ね……うう、うぷ……うえ。おうち帰りたい……」

「死にそうになってんじゃねーか！」

　自分が不戦勝に追い詰つめられてどうするんだよ。

　自じ業ごう自じ得とく過ぎて全く同情できねえ。

「塔ヶ崎……お前、相手の材料に細工するんだったら……いやまあ、そもそも細工するなって話なんだけど……にしても、食う必要はないだろ。ゴミ箱にでも捨てとけよ」

「ふっ。馬鹿ね。そんなことをしたら証拠が残ってしまうでしょう？」

「そりゃそうだけど」

「でも……その証拠が、今にも上と下から出てきそうだわ……」

「こらえろ！　女子として死ぬぞ！」

「下から卵が……うふふ、排はい卵らん日びでもないのにね」

「上手いこと言ったみたいな顔すんな！　それ、リアクションに困るタイプの下ネタだからな！」

「大丈夫……。ようやく治まってきたわ」

　ふぅー、と息を吐き、そしてしゃきっと姿勢を正す。

「最大の試練は越こえたわ。やはり私は神に愛されているようね」

「いや、お前、前世、ゴッドスレイヤーとかだったんじゃねーの？」

　どれだけ神様から嫌きらわれたら、こんな残念な奴ができるんだろう？

「涼希……。どうしよっか」

　困り果てた様子で、雛が声をかけてくる。

　明らかに犯人が塔ヶ崎だとわかっているんだろうが、不ふ憫びんすぎて責めることができないようだ。

「代わりの卵なんて、ないよな？」

「うん。あれだけ」

「……しょうがない。ちょっと待ってろ。俺がひとっ走りして――」

「おーい！　高橋くん、なにしてるのーっ!?　てかもう時間だよ！　みんな待ってるから選手の入場早く早くーっ！」

　来手さんがドアからひょっこりと顔を出して言った。

　くそ。これじゃ卵は――

「うふふ。どうやら運も私の味方みたいね」

　塔ヶ崎は嬉しそうに微笑ほほえみながら、白い布がかけられた自分の食材の前に立つ。

　俺は今、立場上は塔ヶ崎の仲間なんだと思うけど……なんか、仲間辞やめたくなってきたなあ。こんなにも付いて行きたくないボスも珍しい。

「大丈夫よ、涼希」

　俺がうんざりしていると、雛が覚悟を決めたような落ち着いた声で言った。

「なんとかしてみせるから。このくらいピンチ、なんでもないわ」

　逆境にひれ伏ふすどころか、瞳の奥で炎ほのおが燃え上がっていた。絶体絶命のピンチだろうと決して諦あきらめず、常に全力で活路を見み出いだそうとする。

　それが桜神雛という女だ。

　その主人公らしい態度が気に入らなかったらしく、塔ヶ崎が「ふん」と不快そうに鼻を鳴らす。

　俺は、二人より一足先に準備室を後にした。

　冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきすれば、どう考えても塔ヶ崎が有利だろう。

　料理対決で、お題の食材がないのでは話にならない。塔ヶ崎の捨て身の秘策は決して褒められた行こう為いではなく――というか糾きゆう弾だんされるべき行為なんだけど、対戦相手を完璧に追い詰めたと言える。

　しかし――どうしてだろう。

　なぜか、塔ヶ崎が負ける気しかしない。

　立てちゃいけないフラグが立っている気しかしない。

　塔ヶ崎。お前はわかってるのか？

　料理対決において、相手の食材に細工をするっていうのは、凄まじいまでの死亡フラグだということを――







「それでは選手入場です！　まずは赤コーナー。容よう姿し端たん麗れい、文武両道、スタイル抜ばつ群ぐん。ご存じみんなの人気者。困ったときにはまず彼女。《主人公》、一年一組桜神雛―っ！」

　準備室のドアが開き、食材を手にした雛が現れる。

　会場が一気に湧き上がる。ギャラリーとして集まっているのは一年生がほとんどだから、雛の知り合いも多いのだろう。

「続きまして青コーナー。唯ゆい一いつ無む二にの特殊役割レアロール、《ラスボス》の持ち主！　正体不明で怪あやしさ満まん載さい！　隠れた目元はなにを見る!?　一年二組、塔ヶ崎夜子―っ！」

　塔ヶ崎が現れる。

　会場は――特に沸わかない。申し訳程度にぱらぱらと拍手があるだけ。

　……人望の差が如によ実じつ過ぎる！

「が、頑がん張ばれーっ！　塔ヶ崎―っ！」

　あまりに不憫だったので、つい声せい援えんを送ってしまった。それに皮切りに、ギャラリーからもちらほらと声援が上がる。「とりあえずこっちも応おう援えんしとくかー」みたいなレベルだったが、枯かれ木きも山の賑にぎわいである。

　しかし……なんで俺は、相手の食材に細工するような奴を応援してるんだろう。

　なんつーか、塔ヶ崎の場合、罪深さをはるかに上回る残念さがあるんだよな。

　塔ヶ崎は声援に応えることもなく、ただ下を向いていた。

　すると、刺すような視線を感じた。見れば、雛が不機嫌そうに頬を膨ふくらませながら、俺を睨にらんでいた。

「な、なんだよ」

「別にー」

　ぷいっと顔を逸そらす。拗すねてしまったのだろうか。

「さあて！　それじゃあ、時間も押おしてるし、始めるよーっ！　制限時間は一時間！　お題は『卵』！　料理は一人一品まで！　用意、スタートっ！」

　開戦の合図と共に、二人が一いつ斉せいに料理を始める。

　塔ヶ崎は、まず長ネギを切り始めた。

　雛はというと、まず手を洗っていた。料理の基本中の基本である。

　それを見た塔ヶ崎が、「あ」という顔をして、慌あわてて手を洗い始めた。

　……おいおい。

「ときに高橋くん！」

　来手さんがマイク片手にインタビューを求めてきた。

「なにかにつけてハイスペックな桜神選手ですが、料理の方はどうなんでしょうか？」

「ああ、普通に上手いよ。毎日自分で自分の弁当作ってるし」

「なるほど～。対して、塔ヶ崎選手はなにか知ってますか？」

「さあな。でも、料理対決を言い出したの塔ヶ崎の方だから、自信がないってことはないと思うぜ」

　まあ、その自信の出どころは、かなり残念な感じだったんだけど。

「なるほどなるほど。実力は未知数というやつですね――おーっと！　ここで塔ヶ崎選手に動きが！」

　来手さんが身を乗り出して叫さけぶ。塔ヶ崎の調理台には、高級そうな桐きりの箱があった。その中では茶色い殻の卵が規則正しく並んでいる。

　遠目ではよくわからないが、なんだか、普通の卵よりも少し小さいような――

「ま、まさか、あれは!?」

「知っているのか、来手さん」

　絶ぜつ妙みような合いの手を入れる俺。うん、まあ、どうせこのポジションをやらされるんだろうとは思ってましたよ。

「あれは烏う骨こつ鶏けいの卵だっ！」

「烏骨鶏？」

「通常の卵の三分の一程度の大きさでありながら、その卵の何倍もの栄養がある高級食材！　値段は通常の卵のおよそ五倍！　烏骨鶏は普通の鶏にわとりに比べて産さん卵らん数が少なく、そのためどうしてもお値段は高くなってしまうが、しかし、その値段に見合っただけの味と美容効果がある！　古来中国では、王おう侯こう貴族の女官が美容食として好んで食べたという話もあるくらいだよ！」

　見事な解説に、観客から感心の声があがる。

「うふふ。この程度で驚おどろいてもらっては困るわ」

　塔ヶ崎は楽しげに微笑むと、隠してあった食材から白い布を外す。

　そこにあったのは、肉の塊かたまり。鶏とり肉にくのように見えるが――

「あの赤みを帯びた鶏肉は……まさか、名古屋コーチンっ!?」

「知っているのか、来手さん」

「名古屋コーチンとは、愛知県農業総合試験場で品種改良された地じ鶏どりのこと！　秋田の比内地鶏、鹿か児ご島しまの薩さつ摩ま地じ鶏どりと合わせて日本三大地鶏と呼ばれている！　適度に脂し肪ぼうが乗った赤身のコクと弾だん力りよくは、放し飼いの地鶏ならでは！　こちらもかなりの高級食材だ！」

　適切な解説に、またもやギャラリーが湧き上がる。

「烏骨鶏の卵に、名古屋コーチンの肉。ふーむ。普通に考えると、ここは親おや子こ丼どんでしょうか？　いやいやでも、まさか、そんなありきたりなことはしてこないでしょう。ねえ、塔ヶ崎選手？」

　何気なく問いかける来手さんに対し、

「も、もも、もちろんにょ！」

　と、慌てふためく塔ヶ崎。親子丼を作る気だったらしい。

「も、もし仮に親子丼だったとしても、そんじょそこらの親子丼とは違うわ。これを使うからね」

　そう言いながら、塔ヶ崎は、調理台の下からボールを取り出した。中には、橙だいだい色いろをした繊せん維い状のものが入っている。

　いとこん……いや、もやしか？

「あ、あれはフカヒレ!?」

「フカヒレ？　いや来手さん。あれ、フカヒレにしちゃデカくないか？」

「そう！　あの巨きよ大だいさ！　あれはただのフカヒレじゃないよ！　まさか、こんなところで幻まぼろしのフカヒレ、天九翅テンジユーチーを拝むことになるなんて！」

「知っているのか、来手さん」

「フカヒレは大きさと形状によって値段が天と地ほどに変わる高級食材。散サン翅チー、魚ユイ翅チー、排翅パイチー、などの分類がある中、天九翅は最も高級なフカヒレとされている。ジンベエザメとウバザメの背びれから作られる天九翅は、翅針と呼ばれる一本一本の繊維が、他のフカヒレに比べてかなり太い。現在では二種の鮫さめの捕ほ獲かくと取り引きが規制されているため、めっきりと見かけなくなった幻のフカヒレ！　これはもう、超々高級食材だよーっ！」

　はあ。とにかくすごいものらしい。

　解説を終えた来手さんは、さすがにちょっと疲つかれたのか、マイクを置いて俺の隣となりに腰こし掛かける。用意してあったミネラルウォーターをぐびぐびと飲み、喉のどを潤うるおしていた。

「イキイキしてんね、来手さん」

「そう見える？　うん。してるしてる。超ちよう充じゆう実じつぅって感じ。高橋くんも合いの手サンキューねっ」

　眼鏡の奥で、猫ねこっぽい目が輝いていた。

「食材まで詳くわしいとは恐おそれ入いるよ。でもさ、フカヒレと卵はともかく、鶏肉の種類なんか、こっから見てるだけでわかるもんなのか？」

「にゃはは、そんなのわっかるわけないじゃーん」

　え？　となる俺に、来手さんがこっそりと耳打ちしてくる。

「予あらかじめ、塔ヶ崎ちゃんに材料の種類をこっそり聞いといたんだよ。にひひっ」

　……抜ぬかりねえ。それじゃ、さっきまでの驚きは全部演技かよ。

　大したパフォーマーである。

「にしても、塔ヶ崎の奴、どうやってあんな高級食材用意したんだ？」

「ああ、彼女んちってすごいお金持ちらしいよ。父親がでっかい企き業ぎようをいくつも経営してるとかで」

「へえ」

　なぜか、すごく納なつ得とくしてしまった。

　そうか……。あいつ、きっと甘あまやかされて育ったんだろうなー。

　昨日の今日で高級食材を用意できたことから判断する限り、おそらく、相当なわがままを許されているタイプのお嬢じよう様さまなんだろう。

　塔ヶ崎は調理を続けていく。口元には勝利を確信した笑みがあった。「これだけの高級食材を揃そろえれば負けるはずがないわ」という笑みである。

　 ……なんつーか、さあ。

　料理対決において、金持ちが金に物を言わせて高級食材ばかり使うっていうのは、食材に細工をするよりもはるかにレベルが高い死亡フラグな気がするんだけど。

　いや。それはあくまで料理漫まん画がの話だよな。

　現実じゃ、高級食材使ったら美う味まいに決まってるし。

「さてさて、それでは桜神選手の方も見てみましょうか」

　休きゆう憩けいを終えた来手さんが、再び実況兼解説に戻もどる。

「うーん、こう言ってしまうとなんですが、やはり高級食材が立ち並ぶ塔ヶ崎選手と比べると見み劣おとりしてしまいますねー。どれもこれも普通の材料のようです」

　そりゃそうだろう。雛の食材は、ほとんどが近所のスーパーで買かい揃えたものだ。

「んん！　あれあれ!?　おかしいな、なんということでしょう！　桜神選手の材料には、肝かん心じんの卵がありません！」

　とうとうバレたか。その瞬しゆん間かん、会場にはどよめきが走った。

「うふふ」

　調理中の塔ヶ崎が、手を止めて口を開く。

「卵がない？　あらあら、《主人公》さんは、とんだドジっ娘こらしいわね。課題となる材料を用意していないなんて、もう勝負は見えてるようなものじゃない。もしかして、私には真っ向勝負じゃ敵かなわないと思って、最初から言い訳を用意していたのかしら？」

　相手を見下したような台詞せりふに対し、雛は「ううん」と首を振った。

　その瞳には、眩まぶしいまでの光が宿っている。

「あたし、負けるつもりはないから」

「……ちっ」

　塔ヶ崎が苛いら立だちを顕あらわにする。

「見苦しいわね。卵がない時点であなたの敗北は確定したようなものなのよ。それに、見てみなさいよ、この高級食材の数々を。万が一あなたに卵があったとしても、決して私には勝てなかったでしょうね。うふふ、今から泣いて謝るなら許してやらないこともないのよ？　もう勝負は見えているでしょう。潔いさぎよく負けを認めなさい」

「塔ヶ崎さん。勝負っていうのは、最後までどうなるかわからないのよ」

　だから、と雛は言う。

「あたしは絶対に諦めない」

　あまりにもかっこいい台詞である。塔ヶ崎はぎりぎりと歯を食いしばる。

「ふんっ。そうやってハシャいでいられるのも今のうちだわ。あなたのその得意げな笑え顔がおを、私の料理で絶望に塗ぬり替かえてあげる！」

　……どうしてだろう。

　塔ヶ崎が饒じよう舌ぜつになればなるほど、塔ヶ崎の敗北が近づいている気がする。

　お前はあれか？　しゃべればしゃべるほど、小物化していくラスボスなのか？

　塔ヶ崎夜子。

　ラスボスの悪い面ばかりを集約したような女だった。

　調理が続く中、塔ヶ崎はなおもしゃべり続ける。どうでもいいけど、お前、マスクしてないんだからあんまりしゃべるなよ。雛みたいに控ひかえ目めにしゃべれよ。

「卵がない時点で、あなたはどう頑張ったって勝てないのよ！　それとも、なにか秘策があるとでも言うのかしら!?」

　なぜ自分からその話題を振る!?

「うん。もちろんあるわよ」

　雛は言った。まあ、あるよな。じゃなきゃその態度はあり得ない。

「なんですって!?」

　驚きよう愕がくの塔ヶ崎。いや、驚くな。

「卵を使わなくても――卵料理は作れるのよ、塔ヶ崎さん！」

「……ふんっ。口ではなんとでも言えるわ」

　ああ……塔ヶ崎がどんどん小物化――いや、かませ犬化していく。

「私の料理を見ても、まだそんな戯たわ言ごとをぬかしていられるかしら？　うふふ、そうだわ。審しん査さは私が先行でいかせてもらおうかしら。あなたは自分の料理を出すまでもなく、絶望すればいいのよ！」

　先行だと!?

　料理対決における、最大の死亡フラグを自分から立てやがった！

　統計学的に考えて、料理対決で先行が勝つ確率は一割切るぞ、たぶん！

「うふふふふ」

　塔ヶ崎は堪こらえ切れんとばかりに笑みを漏もらしている。勝利を確信した、幸せそうな笑みだった。

　しかし俺の胸に生まれるのは、同情の念ばかり。今のところ、状況はどう考えても塔ヶ崎が有利なはずなのに、なぜかあいつが、負ける気しかしない。

「卵を使わない卵料理ですって!?　面白いわ！　やれるものならやってみなさい！　もしもそんなものができたら、私は裸はだかで逆立ちしてこの校舎を一周してやるわ！」

　……お前はもう頼たのむから口を開くなあああああああ――っ！







　一時間が経過し、調理タイム終しゆう了りよう。

「はーい！　料理終了でーす！　ここから審査に移るよーっ！」

　二人共無事に調理は終わったらしく、調理台の上には完成品が置いてある。もちろん、中身は隠した状態で。

「では、私から行かせてもらうわ」

　当たり前のように塔ヶ崎が前に出る。審査員席に丼どんぶりを置き、

「烏骨鶏の卵と名古屋コーチンの肉による親子丼、最高級のフカヒレ和あえ。名付けて――『親子と遠い親しん戚せき丼どん』」

　微び妙みようなネーミングを口にしつつ、蓋ふたを取って中身を見せる。

　そこにあったのは――黒い物体だった。

　ぐちゃぐちゃのドロドロで、黒というか炭というか、ヘドロというか……。

「……普通に下手なのかよっ！」

　叫ばずにはいられなかった。

　今までの死亡フラグの乱立が一いつ切さい関係ねえ！

　最後の最後で全部ぶち壊こわし！

　つーか高級食材を無む駄だ遣づかいしてんじゃねーよ！

「文句は食べてから言いなさい。料理を口にした後でも、同じ口が聞けるかしら？」

「料理対決で奇き抜ばつな発想を見せた主人公みたいな台詞を抜かすな！　無理だから！　これ人が食える色と形してないから！」

「なによ。初めてにしてはよくできているでしょう？」

「初めてなのかよ！　じゃあなんで料理対決なんか申し出たんだ!?」

「やればできると思った」

「自己評価高いですね！」

　そこまで言ったところで、ふと、眼に痛みを感じた。

　なんだ、眼が痛い、鼻も……てか……辛からい。涙なみだが溢あふれてくる。

「塔ヶ崎っ!?　お前、これなんだ!?　この親子丼、なに入ってんだ!?」

「隠かくし味あじとして、ハバネロとジョロキアが大量に入っているわ」

「唐とう辛がら子し界の二大巨頭が!?　なんで親子丼に入れんだよ!?」

「ふっ。馬鹿ね、これも作戦よ」

　塔ヶ崎は口元に手を添そえ、こっそりと俺にだけ教えてくれる。

「激げき辛からのカレーを食べた後に、普通のカレーを食べると、なにも感じなくなるというでしょう？」

「あ、ああ。まあ、そうだな」

「私は今回、人間の味覚システムをも計算に入れたのよ。この『親子と遠い親戚丼』には、食べた物の味覚を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいする辛みがあるわ。これを食べたら最後、次に食べる桜神雛の料理は一切味がしないことでしょうね」

「ゲスな作戦考えてんじゃねーよ！」

　先行を取った理由はそれか！

　ただの考えなしじゃなかったのはわかったけど……なんだかなあ。

　どうしてこいつって、相手の足を引っ張って勝つことしか考えないんだろう。

　つくづく発想がゲスい奴である。

「さあ、高橋くん。早く食べなさい。そして味覚を破壊しなさい！」

「食えるかこんなもん！」

　つーか目と鼻が痛い……。粘ねん膜まくという粘膜が痛い。しかも、痛みが段々ひどくなっている。ちょっと待て、これ、もしかしてなんかヤバい化学反応起きてんじゃねーの？　いったいなにをぶち込んだら、こんな刺し激げき臭しゆうがするんだよ！

「と、塔ヶ崎、なんでお前は平気なんだよ……」

「私は水中メガネと鼻栓せん着けているから。料理の基本よ」

　基本じゃない。そりゃ玉ねぎ切るときの裏ワザだ。

　ちらっと下からフードを覗のぞくと、シンクロの選手が着けるようなノーズクリップが見えた。目には水中メガネがしっかりと着けてあって――

　俺おれの視線に気づくと、塔ヶ崎はバッとフードを押さえた。

「み、見ないで頂ちよう戴だい……」

　ぎゅっとフードを握にぎり、小さく震ふるえた声で言う。

　実にかわいい仕草だったんだが……今はそれどころじゃねえ！

　バイオ兵器と化した親子丼から漏れる刺激臭により、家庭科室は散々な有り様になっていた。ギャラリーのほとんどは悲鳴を上げて逃にげ出だし、審査員はいつのまにか俺一人しか残っていない。おい、みんな行動迅じん速そく過ぎだろ。

「ぐあああ！　これはさすがの私も逃げなくてはまずいっすね！　勝負は……塔ヶ崎選手、の失格負けかな！　それではまた来週！　じゃんけんぽーん、うふふふーっ！」

　来手さんまでもが逃げ出してしまった。

　これで、家庭科室に残っているのは、俺と塔ヶ崎と雛の三人。

「ちょ、ちょっと待ってよみんなぁ！　あ、あたしの審査は!?　あたしの『明太子スープ』はどうすればいいの!?」

　雛が料理を抱かかえたまま叫んだ。

　明太子スープ……ああ、なるほど。明太子はスケトウダラの卵から作られる。つまり広義的に捉とらえれば、明太子だって立派な卵だ。

　卵を使わない卵料理。

　その答えが――明太子料理。

　元々卵があることを前提で材料を用意していたから、スープぐらいしか作れなかったということか。いや、それでも、材料が足りない状態で、見事に一つの料理を完成させた雛の機転と発想力には脱だつ帽ぼうだ。

　ただ、残念ながら、それを披ひ露ろうする機会はなくなってしまったけど。

　今回は相手が悪かった。

　相手が――雑ざ魚こにもほどがあった。

「お前ら！　とにかく窓開けて逃げるぞ！　片付けは異い臭しゆうがなくなってからだ！」

　俺は二人の手を引いて、家庭科室から抜け出す。

「……納得行かないわ」

「納得いかなーいっ！」

　背後では、《ラスボス》と《主人公》が嘆なげいていた。

　こうして。

　桜神雛と塔ヶ崎夜子のファーストバトルは、ぐだぐだのまま幕を閉じた。

《ラスボス》の自じ滅めつにより、《主人公》はなんの見せ場もなく完全勝利。

　まあ、なんていうか。

　最終的には自滅するのもラスボスっぽいと思いました、マル。







第四章　役割語







　黒こく宝ほう学がく園えんは、その奇抜な教育制度に則のつとり、少々風変わりなカリキュラムが組んである。だから変わった授業も多く、奇き妙みようなことを強しいられることもよくある。

　わかりやすく言うと――キャラ作りを目的とした特殊授業があるのだ。

　たとえばうちのクラスの今日の時間割は、

『ファッション』『現代文』『世界史』『言こと葉ば遣づかい』『英語』『古典』

　である。

　そして――現在は四時間目、『言葉遣い』の授業中であった。

「えー、であるからして、ここで少し前回の授業の復習をします」

　教きよう壇だんに立つのは、担任の菅すが井い先生だった。特殊授業は、基本的に担任の教師がやるようになっている。誰だれでもできる授業内容だからか、それとも単純にそんな科目を極きわめた教師がいないからなのか。

　菅井先生は若い女性の教師だ。物もの腰ごしが柔やわらかく口調も穏おだやか。シャツの上に薄うす手でのカーディガンを羽織っている。

「えー、であるからして、前回勉強したのが、フィクションの物語における『役割語』についてでしたね。みなさん、覚えてますかー？」

　菅井先生は教室全体を見み渡わたし、のんびりとした声で言った。

　……どうでもいいことなんだけど、この先生はどうしてやたらと「であるからして」と言うんだろう。口くち癖ぐせなのか、それとも教師としてのキャラを立てているのか。

「『役割語』というのは、日本の国語学者が提唱した概がい念ねんで、話す人の人物像を相手に想起させる特定の言葉遣いを指します。具体的な例を挙げると、老人が『儂わしは〇〇じゃ』という口調で話したり、お金持ちな貴婦人の『ですわ、ますわ』という口調で話したりすることですね」

　わかりやすい例である。実際には、儂口調で話す老人なんていないからな。うちの爺じいちゃんと婆ばあちゃんも、思いっきり普ふ通つうに話す。「ですわ、ますわ」と話す金持ちも見たことがない。

「『役割語』は、世間一いつ般ぱんに浸しん透とうしているイメージに因よるものです。であるからして、さきほどの老人口調や貴婦人口調も、様々なメディアで繰くり返し使用されることにより、特定のイメージが世間に広まったものだと言えるでしょう。えーっと、今日は十七日だから、出席番号十七番の高たか橋はしくん」

　うわ、出た。学校の教師がよくやる指し方！

「は、はい」

「今挙げた二つの例以外に、『役割語』を挙げてみましょう」

「……えっと、中国人の『～～アルよ』とか、ですか」

　実際の中国人は、あんな言葉は絶対に口にしないだろう。

「うん。いい例ですね。模も範はん解答と言ってもいいでしょう」

　ぽん、と手を叩たたき、満面の笑みを浮うかべる。

「普通すぎて面おも白しろみがないと言ってもいいでしょう」

「……そういうことは思っても言わないでください」

「語ご尾びに特とく徴ちようを付けることも、広義には『役割語』に含ふくまれます。「～～ナリ」「～～だっちゃ」などが、大変有名な語尾ですね。こういったものは、キャラ語尾、と呼ばれることもあります」

　であるからして、と菅井先生は話を続ける。

「『役割語』は、キャラを立てる上で非常に重要なファクターです。言葉遣い、というのは、外見と並んで相手がまず注目するポイントですからね――はい。それでは前回の復習も済んだところで……」

　菅井先生が、にっこりと微笑む。

　瞬間、クラスの生徒達たちから一気に血の気が引いた。

「今日も『お試ためし役割語』を始めましょう」

　えー、とブーイングが吹ふき荒あれる。無理もないだろう。

　今日もまた、地じ獄ごくの時間がやってきたというわけか……。

「はーい、文句を言わないでくださーい。普ふ段だん何気なく使っている言葉を改めて意識するというのは、自分の人間性を理解する上でとても大事なことなんですよー」

　生徒達が不満そうな態度を取る中、菅井先生はマイペースに『お試し役割語』のための札を配る。

「前回も思ったのだけれど」

　隣の席の塔とうヶが崎さきが言う。フードで隠れた目元の下、頬ほおが引ひき攣っていた。

「これはいったいなんの羞しゆう恥ちプレイなのかしら……」

「……気持ちはわかる」

『お試し役割語』とは、配られた札に書かれたお題に添った口調で、隣の人と一定時間会話する授業である。

　たとえば前回、俺のお題は『一いち人にん称しようが自分の名前』だった。

　……高校一年生にもなって「す、涼すず希きの好きなスポーツは……」と言った瞬間には、顔から火が出るかと思った。男で一人称が自分の名前ってキモ過ぎるわ！

「これに比べれば、英語のコミュニケーションが天国に見えるわ」

「同感だ」

「隣の席が高橋くんで本当によかった」

　塔ヶ崎はなんということもなさそうに言った。深読みしようと思えばできそうな台詞だけれど、ただ単に知り合いでよかった、という意味だろう。

　そうこう話している内に、前から二つ折りになった札が回って来た。自分の分を取り、残りを後ろに回す。

「みなさん、札は行いき渡わたりましたか？　それでは、一斉に開いてみてください」

　祈いのるような気持ちで、自分の札を開く。

　頼む、あまり恥はずかしくないやつであってくれ……！

『一人称「ミー」。テンションは高め。語尾は「だＮＡ」「だＹＯ」などが好ましい』

「…………」

　キツい。かなりキツい。ミーってなんだよ、ミーって。英語における一人称代名詞の目的格を日本語に交ぜるんじゃねえ。

「と、塔ヶ崎……。お前、どんなだった？」

「……うふふ」

　口元にひどく自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮かべながら、札を見せてくれる。

『語尾「でちゅ」。一人称は自分の名前。甘えた感じを前面に押し出す』

　なんとも形容しがたい気分になった。

　あ、赤ちゃん言葉かよ……。

「ねえ、高橋くん」

「な、なんだ？」

「死にたくなったことって、ある？」

「気持ちはわかるが耐たえろ！」

「退学届けってどこに出せばいいのかしら？」

「辞めんな！　こんなしょうもないことで学校辞めるな！」

「誰が学校を辞めると言ったの？　私が言ったのは、人生の退学届けよ」

「人生に退学はねーんだよ！」

　俺が若じやつ干かん名言っぽいことを言いながら必死に塔ヶ崎をなだめていると、

「せんせーいっ！」

　前の方の席で、来らい手でさんが勢いよく立ち上がった。

「この授業って意味あるんですか？　こんなことしたら、キャラ立てるどころか、ただのキャラ崩ほう壊かいだと思うんですけど」

　真っ当な抗こう議ぎに、俺も含めてクラス全員が「そうだ、そうだ」と同意する。

　いいぞ、もっと言ってやれ、来手さん。

「てゆーか、私、『語尾に「ですの」。高貴な感じ』ってお題だったんですけど!?　なんですかこの中ちゆう途と半はん端ぱなキャラ付けは!?　『ですの』ってなに!?　デスノートの略ですか!?　私の好きな漫画はデスノですの！」

「はーい。静かに」

　ヒートアップしつつあった来手さんを、菅井先生は穏やかに制する。

「うーん。キャラ崩壊ですかー。まあ、そうなるかもしれませんけど……でも、きみ達たち程度のキャラなんてあってないようなものですから、崩壊しても大した問題ではないと思いますよ？」

　さらりとひどいことを言う菅井先生だった。

　口調と表情が穏やかなだけで、性格はキツいんだよな、この人。

「それにほら、住宅とかだって、リフォームを繰り返かえすよりも一から建て直す方が早くて楽だったりするでしょう？　キャラもそれと同じですね。素す晴ばらしいキャラを建築したかったら、一度思い切ってキャラをぶっ壊してみるのもありかもしれませんねー」

　……それ、なんか違くね？

「とにかく文句ばっかり言ってないで、きちんと真ま面じ目めに授業に取り組んでくださーい。不ふ真ま面じ目めな人は、前に出て全員の前で、『お試し役割語』をやらせますよー」

　悪あく魔まの言葉に、クラスが凍こおった。

　全員の前で『お試し役割語』。

　人はそれを――地獄と呼ぶのだ。

　さすがの来手さんもこれ以上抗議を続ける気は失うせたようで、大人しく席に着いた。

「はーい。それじゃ、隣の人と会話を始めてください。会話の内容は……ええと、前回が『好きなスポーツ』だったので、今回は『趣しゆ味み』ってところで。はい、始め！」

　ぱん、と手を叩き、菅井先生が開戦の合図を告げた。

　ちらほらと、あちこちで会話が始まる。照れや羞しゆう恥ち心しんに満ちた、聞いている方が恥ずかしくなるような言葉遣いが聞き取れた。

「「…………」」

　俺と塔ヶ崎は、無言のまま向き合う。

　居合いの達人同士が退治しているかのような緊きん迫ぱく感があった。

　これは、先に動いた方が負ける……！

「ほらほら、みんなもっと大きな声でやりましょう。真面目にやらない人は前に出させますよ。それとも先生と一いつ緒しよにやりますか？　もちろん先生は普通に話しますけど？」

　にこにことした笑顔で言う。この先生、絶対ドＳだわ。

　俺は塔ヶ崎の方を向き、覚かく悟ごを決めて口を開く。

「み、ミーの趣味は……ど、読書だＮＡ！」

　ああ……。

　なんか、大事なものを失った気がした。

「……ふふっ」塔ヶ崎が吹き出した。「ミーだって、ミー……。凄すさまじくダサいわ。最後のＮＡもすごい謎なぞ……うふふふっ」

「てめっ、笑いすぎだろ！」

「ああ、愉ゆ快かいだわ。高橋くんって妙みようにクールぶってるから、そういうアグレッシブなキャラを演じるとひどく滑こつ稽けいね」

「悪かったな」

「褒ほめているのよ。なるほど、これがギャップ萌もえというやつね」

「絶対違ちがう！」

　楽しくてしょうがないという表情で笑う塔ヶ崎を、俺はじろりと睨みつける。

「お前……ちゃんとやれよな。真面目にやらないとペアの俺まで怒おこられんだろ」

「ふん。わかったわ」

　そう言ってから、塔ヶ崎は何度か咳せき払ばらいをし、

「わかったでちゅ」

　と言い直した。

　……ちょっとかわいいかも。目元は見えないけど、赤く染まった頬や小さく震えた肩かたから羞恥心が伝わってくる。

「な、なんでちゅか？　言いたいことがあったら言っていいんでちゅよ」

「い、いや……」

「ふん。笑いたかったら笑いなちゃい」

　塔ヶ崎は高飛車な態度を貫つらぬく。滑稽というなら、赤ちゃん口調だろうと不ふ遜そんな口調を改めない塔ヶ崎の方が俺よりもはるかに滑稽だった。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡ！」

　せっかくなので今のキャラに添って笑ってやった。

　塔ヶ崎はぷるぷると震え始める。

「この……。今ここであなたが夜よる子この秘部を露ろ出しゆつさせたことを言いふらしまちゅよ？」

「赤ちゃん言葉で脅おどしてんじゃねーＹＯ！」

「そっちこそ安いラッパーキャラみたいな口調で突っ込まないでくだちゃい」

「「…………」」

　緊迫した沈ちん黙もくが続いた後、互たがいに深く息を吐はいた。

　やばい。予想以上にメンタルにダメージを負うな、これ。

「と、塔ヶ崎」

「なにかしら？」

「これ以上、お互いのキャラについて言げん及きゆうするのは止めよーＺＥ。お互い、メンタルを消費するだけＤＡ……」

「それがいいでちゅね」

　お互いのキャラはスルーする方向となった。

「それにしても、高橋くんの趣味は読書でちゅか？　ずいぶんとまあ普通の趣味でちゅね？　いかにも《脇わき役やく》という感じでちゅよ」

　もはや羞恥心は消えたらしく、塔ヶ崎はいつもの調子で話す。

「うるせーＮＡ。いいだろ、読書。こういうのは当あたり障さわりないことを言ったほうがいいんだＹＯ」

「堂々と自分の本当の趣味を伝えればいいんでちゅよ。『ブラジャーを着け始めた女子小学生を観察すること』って素す直なおに言えばいいのでちゅ」

「んなマニアックな趣味を持った覚えはねーＹＯ！」

「その割にはノリノリでちゅね」

「そりゃこの語尾のせいだＹＯ！」

　ああ、もう嫌いやだ。

　こんなことしなきゃキャラが立たないんなら、俺一生モブでいいわ。ファンブックにしか名前が乗らないようなキャラでいいわ……。

「……で、塔ヶ崎。お……ミーの趣味を笑うくらいなんだから、そっちは大層面白い趣味なんだろうＮＡ？」

「ふむ。そうでちゅね……」

　顎あごに手を添えて考える塔ヶ崎。細い顎と、かすかにすぼめた唇くちびるが目に入った。

　しかし、改めて見ると、こいつって相当整った顔をしてるよなあ。フードをかぶってるから忘れがちだけど、個々のパーツのレベルが非常に高い。

　脳内で、一度だけ見た塔ヶ崎の素す顔がおが思い起こされる。

　自分が今、あれだけの美少女と会話しているのだと思うと、思い出したように顔が熱くなってしまう。

「夜子の趣味は……」

　赤ちゃん言葉のせいもあってか、今だけは塔ヶ崎がかわいらしく見えた。

　いつも虚きよ勢せいばかり張っているようだけれど、こいつも本当は普通の女の子で――

「読んでもいない漫画をネットで適当に叩くことかしら？」

「…………」

　訂てい正せい。

　ちっとも普通じゃねえ。残念さが極まってる。

　趣味がクズにもほどがある。

「うふふ。私が気まぐれで書いた一言で、さっきまで和気あいあいとしていた信者達が騒さわぎ出し、仲間割れを始める。その様を眺ながめているのは、この上ない愉ゆ悦えつでちゅね。私のなにげない発言が漫画の売り上げに影えい響きようを及およぼすかと思うと、ゾクゾクするわ」

「お前……止めろＹＯ、そういう残念なこと」

「ふん。心配しなくとも、十回に九回はスルーされるでちゅ」

「ほぼ総スルーじゃねーＫＡ！」

「ネット上でまでスルーされる私ってなんなのかしらね？」

　自じ暴ぼう自じ棄きな感じで言うが、自じ業ごう自じ得とく過ぎて一切フォローができなかった。

　塔ヶ崎は遠い目をしていた。目元が見えなくてもわかる。きっと遠い目をしていたことだろう。







「あはは。一人称がミーって。涼希に全然合ってないね」

「笑いごとじゃねーっての」

　昼休み。誘さそいに来た雛ひいなと一緒に、中庭で昼食を取っていた。

　俺は購こう買ばいで買ったパンをかじり、雛は木製のテーブルセットの上に手製の弁当を広げている。女子にしては大きい、というか男子にしても大きいぐらいの弁当である。朝食も山ほど食べてたっていうのに……その細い体のどこにそんな量が入るんだか。

「実際、意味わかんねーよなあ。なにが『役割語』だよ。ちょっと言葉遣い変えたくらいでキャラが立つんなら誰も苦労しないっつーの」

「うーん。それはそうだけど……でも、あたしは面白い試みだと思うよ。普段何気なく使ってる一人称を改めて意識するっていうのは、意外と新しん鮮せんだった」

　雛は諭さとすような口調で言う。

「たとえば涼希の一人称って『俺』でしょ？　なんで？」

「なんでって言われても……。なんとなくだよ。男が俺ぐらいの年代だったら、自分のことは『俺』っていうのが普通だろう」

「つまり、簡単にまとめると、『周囲から浮きたくない』『変に目立ちたくない』とか、そういう理由だよね。なんとなくって言っても、ある程度理由はある」

「まあ、そうかもな」

「でも、それもＴＰＯに依るでしょ？　たとえば、入学試験の面接なんかじゃ、さすがに『俺』じゃ通さなかったよね？」

「当たり前だろ」

　普通に『私』という一人称で受け答えをした。練習不足のせいで、何度か『お……あ、ぼく……いや、わ、私は……』となったけど。

「なんで？」

「また、なんでかよ……。常識だからじゃないのか？」

「うん、常識。『私』っていう一人称は、相手に丁てい寧ねいな印象を与あたえる。だから、日本だと、正式な場じゃ男女問わずに『私』って言う」

　納なつ得とくしたので、俺は頷うなずく。

「言葉遣いが相手に与える印象っていうのは、けっこう大きいと思うよ。乱暴な口調の人は乱暴に見えるし、丁寧な口調の人は丁寧に見える」

「けど、世の中には慇いん懃ぎん無ぶ礼れいって言葉もあるぜ？」

「揚あげ足取んないの」

　め、っと叱しかられる。……め、って叱るなよ。お互いいい年なんだから。

「もちろん言葉遣いが全すべてじゃないけれど、人の印象ってのは、どうしたって外部情報に依るからね。顔立ちや体型、服装や髪かみ型がたなどなど……」

　だからね、と雛は話をまとめる。

「自分の言葉遣いが相手にどういう印象を与えるのか。そして自分は相手からどういう風に思われたいのか。そういうことは改めて考えるためにも、『言葉遣い』の授業っていうのは意味があると思うわ」

「……ふうん」

　呆あきれてものが言えないというか、感心してぐうの音も出ないというか。あの意味不明な授業を、よくもまあそこまで好意的に解かい釈しやくできるものだ。

「お前ってすげーな」

「え。な、なに、急に……？」

「いや、なんとなく」

「もぉ、褒めたって必ひつ殺さつ技わざぐらいしか出ないよ？」

「お前必殺技出るの!?」

「ところで涼希」

　雛は俺の突っ込みを無視して話を変えた。心なし、目が据わっている気がした。

「『お試し役割語』って、やっぱり塔ヶ崎さんとやったの？」

「ん？　あ、ああ……。だって隣となりの席だし」

「ふ～ん」

　弁当の残りを一気に口に流し入れ、もぐもぐと咀そ嚼しやくをしながら、ジトッとした目でこちらを睨にらんでくる。ハムスターに睨まれた気分である。

　ごくん、と口の中のものを飲み込んでから、

「ねえ。涼希って、塔ヶ崎さんとどうやって仲良くなったの？」

　と、問とい詰つめるような口調で尋たずねてきた。……言えないよなあ。塔ヶ崎の仲間になってお前を倒たおすことを目的としてる、なんて。

　改めて現状を振ふり返ってみると、我ながらよくわからない状じよう況きようになっている。

《主人公》と《ラスボス》。

　自分がどっちの味方で、どっちの敵なのかはっきりしていない。

　一切の主体性がなく、ただただ状況に流されている。

　やれやれ。なんだか本当に脇役になった気分だ。

　メインキャラのためだけに――都合がいいように動かされている気がする。

　俺が沈黙しかできずにいると、雛は「……言いたくないならいいけど」と言って、質問を変えた。

「塔ヶ崎さんの素顔、涼希は見たんだよね？」

「あ、ああ」

「超ちようかわいかったんだよね？」

　……そこまで言ったっけ？　ああ、でも、料理対決の後、秘部がどうこうの誤解を解いたときに、口を滑すべらせて言った気もする。

「私は見てないからなんとも言えないけど……で、でも、いくらかわいいからって、友達は選んだ方がいいんじゃないかなあ……。ああいう礼れい儀ぎ知らずな子と一緒にいると、いろいろと悪あく影えい響きよう受けちゃうかもしれないし」

「なんだよ、お前、塔ヶ崎のこと嫌きらいなのか？」

　まあ、いきなり喧けん嘩かをふっかけられたわけだから、好きになれって方が無理な話なのかもしれないけれど。

「嫌いって言うわけじゃないけど……ただ、塔ヶ崎さんって、私や涼希にやたらとちょっかい出してくるから、その、ええと……うぅ～」

　雛が珍めずらしく歯切れの悪い感じで言って、しょんぼりと顔を伏ふせたとき、

「あら高橋くん。こんなところにいたの？　捜したわ」

　噂うわさをすれば影かげ、というやつだろうか。

　手に小さな包みを抱えた塔ヶ崎が現れた。テーブルセットで向かい合って弁当を食べていた俺と雛を一いち瞥べつすると、迷わず俺の隣に腰こし掛かけた。

「一緒にお弁当を食べましょう」

「お、おう」

　いきなりのことに戸と惑まどうが、断る理由もなかったので承しよう諾だくした。

「というわけで、桜おう神がみさん」

　塔ヶ崎は雛へと顔を向ける。

「私はこれから高橋くんと一緒に昼食を食べるから、どこかに消えて頂戴」

「なっ!?」

　雛が声を荒あららげて立ち上がった。塔ヶ崎は涼すずしい顔で続ける。

「聞こえなかったのかしら？　私はこれからここで高橋くんと一緒にランチを食べるから席を外して欲ほしいと言ったのだけれど？」

「き、聞こえたわよ！　でも、なんで!?　ご飯なら三人で食べればいいでしょ！」

「三人で食事をしてはならない、というのが、私の祖母の遺ゆい言ごんなのよ」

　……また婆ちゃん殺しやがった。こいつは婆ちゃんが嫌いなんだろうか？

　しかし、いくら雛でもこんなしょうもないデマカセには引っかからな――

「そ、そうだったの……。じゃあ、しょうがないね……」

　信じやがったよ。雛。お前のそういうとこ、嫌いじゃないぜ。

「だいたい、一緒に食べると言っても、あなたのお弁当はもうないようだけど？」

　雛は「う」と言葉に詰まり、自分の空っぽになった弁当に目を落とす。

「……こ、これから涼希のパンを奪うばう予定だったのっ！」

　おい。だからお前は俺の食料を奪うなって。

「それに、あたしが先に涼希と一緒に食べてたんだから、そっちが遠えん慮りよするのが道理じゃない？　お昼なら他の友達と食べればいいでしょ」

「他の……友達……？」

　塔ヶ崎は、「え。それってどこの国の言葉ですか？」とでも言いたげな様子で、雛の言葉を反はん芻すうした。

「……よ、よし！　俺と一緒に食べようぜ、塔ヶ崎！」

「涼希っ!?」

　雛がキッと睨んできた。いや、しょうがねーだろ。ここで俺が断ったら、塔ヶ崎はたぶん、普通に女子トイレの個室とかで食べるぞ。

「ふむ。どうやら桜神さんは、どうあってもここから立たち退のくつもりはないようね。それならば、また勝負で決着をつけましょうか？」

「勝負？」

「ええ。買った方が高橋くんと一緒にランチを続ける。シンプルでいいでしょう？」

　いつの間にか、俺が景品みたいなことになっていた。

　一見すると、二人の女が俺を取り合っているように見えるかもしれないが、勘かん違ちがいしてはいけない。

　塔ヶ崎が執しゆう着ちやくしているのは、俺ではなく《主人公》の雛なのだ。

　俺は、あくまで勝負のダシでしかない。

「勝負はいいけど……でも塔ヶ崎さんって、こないだの料理対決であたしに負けたよね？　そういえばあのとき、負けたら裸はだかで逆立ちして校舎を一周するって言ってなかった？」

「え。そんなこと言ったかしら？」

　自分の失言を追及された塔ヶ崎は、清すが々すがしいまでに白を切った。

「言ったわよ！」

「誰が？　いつ？　何時何分何十何秒？　地球が何回まわったとき？」

　……小学生かよ。

　不遜な態度を崩くずさない塔ヶ崎に、雛は呆れたように息を吐く。

「あー、もう、わかったわかった。いいわよ。勝負しようじゃない。あたし、塔ヶ崎さんにはぜーったい負けないから！」

　やや挑ちよう発はつ的てきに言って、雛は相手を睨みつける。

「で、今回はなんの勝負なの？」

「そうね……。あまり時間をかけてもしょうがないし、クイズ対決というのはどうかしら？」

　少し考える素そ振ぶりをしてから、塔ヶ崎は言った。

「私があなたにクイズを出す。それにあなたが答えられたら、あなたの勝ち。答えられなかったら私の勝ち。これでどうかしら？」

「クイズ、か……。それってちゃんと答えがあるクイズだよね？　引っかけ問題とか意地悪クイズとかじゃなくて」

「もちろん」

「そう。ならいいわ。受けて立つ」

　雛が力強く頷いた。その瞬しゆん間かん、塔ヶ崎の口元に、極めて嗜し虐ぎやく的な笑みが浮かぶ。

　なにかを企たくらんでいる笑みだ。うん。例のごとく嫌な予感しかしないな。

「それでは問題です」

　塔ヶ崎は言う。

「フルーツポンチを逆さにするとどうなるでしょう？」

　……小学生かよ、再び。

「え。あ、そんなのでいいの？」

　拍ひよう子し抜ぬけした様子で雛は言った。拍子抜けなのは俺も同じである。どんなとんでもない問題を出すかと思えば、ただの引っかけ問題である。

「答えは『中身が溢あふれる』。ふふん、残念だったわね、塔ヶ崎さん」

　雛はこの問題の答えを知っていたらしい。

　これでまたもや塔ヶ崎の敗北――かと思いきや。

「うふふふ。残念ながら不正解よ」

　彼かの女じよは口くちの端はを吊つり上あげて笑っていた。

「引っかけ問題としてだったら、その答えで合っているのでしょうね。けれど、私は言ったはずよ。引っかけ問題でも意地悪クイズでもない、と」

「え……」

「つまり私が出題したのは、フルーツポンチという単語を文字として逆さから読んだらどうなるか、という問題なのよ」

「……っ！」

　雛の顔が真っ青になり、そして直後、真っ赤になった。フルーツポンチを逆さから読んだらどうなるか、想像してしまったらしい。

「ず、ずるいよ、そんなのっ！」

「ええ？　なにがどういう風にずるいの？　具体的に説明してくれないかしら？　私、偏へん差さ値ち低いからわからなーい」

　……ウザいなあ、こいつ。

　雛は顔を赤くしたまま歯を食いしばっていた。女子として、なぜズルいかなど説明できるはずがないのだろう。

「さあ、早く答えて頂ちよう戴だい。《主人公》様なら、こんな小学生でもわかるようなクイズなんて朝飯前でしょう？」

「う、う、うぅ……」

「さあ、さあ、さあ！」

　まさしくラスボスのような笑みを浮かべながら、塔ヶ崎が相手を追おい詰めていく。雛は小さく縮こまり、スカートをぎゅっと握にぎりしめていた。

　ああ、そういやあったなー、雛の苦手分野。

　雛は下ネタや猥わい談だんが大の苦手だ。昔っからその手の話になると、すぐに顔を真っ赤にして顔を伏せてしまう。

　以前、俺おれの部屋で秘蔵のエロ本を見つけたときなんかは、「す、す、涼希っ！　なにこれっ!?　だ、駄だ目めでしょ、こんなの持ってちゃ！　ここに十八禁って書いてあるでしょっ！　いくら興味があっても十八歳さいになるまでは、こういう、エ、エッチな本は見ちゃ駄目なのっ！」と、正論で怒られたものだ。異性にエロ本を発はつ掘くつされた挙句、羞恥に染まった表情で真面目に説教されるというのは、なかなかに心が痛む経験だった。

　だが、今ここに断言しよう。

　十八禁をまともに守る男子など、この世にはいない！

　だって興味が出ちゃう……男の子だもん。

　俺が一人で無む駄だに熱くなっている間に、塔ヶ崎はこれでもかと言うほどの勝かち誇ほこった笑え顔がおを浮かべていた。なんか……無む性しようにムカツク笑顔だな。

「うふふ。言えないのだったら、この勝負は私の勝ちね。さあ、負け犬はさっさと家に帰りなさい。ゴーゥ、トゥ、ハァ～ウス」

「くっ……このっ。い、いいわよ！　そこまで言うなら、言ってやる！」

　怒いかりが臨界点を超こえたのか、雛が目をくわっ、と見開いた。

「お、おい、雛」

「止めないでね涼希。女には、引いてはならない戦いってのがあるのよ！」

　いや、今は確実に引くべき戦いだろ。

　逃にげるが勝ちという言葉は、今この時のためにあるんだと思うぞ。

「い、言うわよ……」

　雛は大きく息を吸い、羞恥で体中を震ふるわせながら、口を開く。まるでこれから意中の相手に告白でもするかのようなテンションだった。

「ち……ち、ち……」

　ちょっと待て。お前、本気で言う気か？　てか、なんでちらちらと俺の方見るの？　まさか俺の股こ間かんを見てるわけじゃないよな？

　なんかもうこっちが恥ずかしいんだけど……。

「ち、ちん……う、う、うわああああああああ！　言えるわけないよぉっ！」

　あと一歩、というところで、雛はギブアップ宣言をした。だが、あと一歩のところで踏ふみ留とどまったと褒めるべきだろう。

「うふふ。惜おしかったわね」

　テーブルに突つっ伏ぷした雛を見下ろしながら、塔ヶ崎が微笑ほほえむ。

　涙なみだ目になって悔くやしそうに歯は噛がみする雛だったが――直後、ハッと顔を上げた。

　なにか閃ひらめいたらしい。

　絶体絶命のピンチになると、往々にしてなにか打開策を思いつく。異様なほどに機転が利くところも、雛の主人公っぽさの一つである。

「塔ヶ崎さん」

　すくりと立ち上がり、余よ裕ゆうを感じさせる笑顔で言う。

「わかった。ギブアップ。あたしはこのクイズに答えられないわ」

「あらそう。さすがは《主人公》様。負けるときは意外と潔いさぎよいのね」

「ううん。まだ、負けが決まったわけじゃない」

　含みをもたせた言い方に、塔ヶ崎は首を傾かしげる。

「クイズで解答者が答えられなかったときは、やらなきゃならないことがある。こういう場合、出題者は――ちゃんと答えを発表しなきゃならないよね」

「――っ!?」

　途と端たん、塔ヶ崎の全身に戦せん慄りつが走った。

「塔ヶ崎さんがクイズの答えをちゃんと言うことができたら、あたしの負けでいいよ。でもそれができないんだったら――出題者がクイズの答えを知らなかったりしたら、それはクイズとは認められないなー」

「そ、それは……」

　塔ヶ崎は言葉に詰まる。

　さすがは雛と言ったところだろうか。一いつ瞬しゆんで形勢を逆転させる見事な一手である。

　意地悪クイズにまともに付き合い、あくまでルールに則のつとる形で活路を見み出いだしたことは、素直に褒めたい。

　ただ……その見事な機転をこんなシチュで使うなよ、とも言いたい。

　やってることが、フルーツポンチのクイズだもんなー。うら若き女子高生が昼間っから青空の下でなにやってんだか。

　俺、教室帰っていいかなー。もうパン食い終わっちゃったし。

「……答えなら知ってるわ。だから、あなたの負けなのよ」

「ふーん。なら言ってみてよ」

「それは……あ、あなただってわかっているんでしょう？」

「ええ？　ごめーん。あたし、馬ば鹿かだからよくわかんなーい」

　先ほどの意い趣しゆ返しのつもりか、かなり小こ憎にくたらしい雛だった。

　ともあれ、これで決着だろう。

　女子があんな単語を口にできるはずもないのだから、自分が出題した問題の答えを言えない塔ヶ崎の反則負けである。

　敗北が確定した塔ヶ崎は恥ち辱じよくと屈くつ辱じよくに震えていた。が、しばらくすると、ふっと全身の力を抜ぬき、

「……わかったわ」

　と、覚悟を決めたような声で言った。

　いや、待て。壮そう絶ぜつに嫌な予感がするんだけど。

「答えを言えばいいんでしょう。フルーツポンチを逆さにすればいいんでしょう」

　嫌な予感大的中！

「おい塔ヶ崎、止めとけって……」

「高橋くん、止めても無駄よ。もう――覚悟を決めたから」

　いやいや、なにその無駄にかっこいいテンション？

　塔ヶ崎は俺を制し、雛と向き合った。呼吸は荒く、顔の下半分は真っ赤っ赤。

　すぅーっと、これでもかと言うほどに深く息を吸い、塔ヶ崎は、今まで出だしたこともないような大声で言い放つ！

「チン●ツーフル！」

　…………。

　呆ぼう然ぜん。

　言いやがった。無駄に大声で言いやがったぞ、こいつ。

　女子として、越えちゃいけない一線を越えやがった。さすがは塔ヶ崎。俺おれ達たちにできないことを平然とやってのける。が、そこには痺しびれも憧あこがれもしない。

　しかも……微び妙みように間ま違ちがってる。

　フルーツの逆はツールフだ。ツーフルじゃない。

　肝かん心じんなところで凡ぼんミスしやがったよ……。

「チ●ポツーフル！」

　俺と雛が絶句する中、塔ヶ崎は再び全力で言い放った。

　いろんな意味で、自分の間違いに気づいていない。

「……うふふ、あはははは！　言ったわ、言ってやったわ！　これで私の勝ちね！」

　塔ヶ崎は「もうなにも怖こわくない！」という感じで、自暴自棄にも近いハイテンションになっていた。

「で、でも塔ヶ崎さん、フルーツの逆は……」

「負け犬の遠とお吠ぼえは耳に入らないわ。うふふ、悔しかったらあなたも●ンポツーフルと言ってみなさい！」

「……っ！」

「さあ！　チン●って言いなさい！　言えるものなら言ってみなさい！」

　もはやフルーツポンチ関係ねえ！

　つーか、伏せ字じをつかわなきゃならない単語を連呼するな！

　他作品のパロディだろうと伏せ字を使わずにやってきたってのによ！

「……う、う、うわああああああん！」

　卑ひ猥わいな単語に追い詰められた雛は、悲鳴を上げながら猛もうスピードで逃げ出した。

　たっぷりと距きよ離りを取ってから、真っ赤な顔で振り返り、

「と、塔ヶ崎さんの、ばーかっ！　ばーかっ！　エッチ！　変態！　女の子がそんなこと言っちゃ駄目なんだからねっ！」

　という雑ざ魚こっぽい捨すて台詞ぜりふを残し、どこかへと消えていった。

「うふふ。あははははっ！」

　ある意味雛を撃げき退たいした塔ヶ崎は、至福の表情で笑っていた。

　しかし――すぐに気づく。

　ここが学園の中庭という、滅め茶ちや苦く茶ちやひと目につきやすい場所だったということに。

「あ……」

　今いま更さら気づいたところでもう遅おそい。卑猥な単語を連呼した塔ヶ崎は、すでに視線の中心となっていた。中庭にいた生徒のみなさんが、「なにあの娘こ……」という目で塔ヶ崎を眺め、ひそひそ話をしていた。

　無駄にでかい声出すからだよ、この馬鹿。

「……ちょっと待ちなさい」

　こっそりとその場を離はなれようとしていたら、ブレザーを掴つかまれた。

「放せっ！　お前の仲間だと思われたくないから俺は逃げる！　他人の振りをする！」

「今私を一人にしたら死ぬわよ、泣くわよ、漏もらすわよ」

「ショボイ脅しをかけるな！」

「お願い……一人にしないで」

「その台詞せりふはもっと別にシチュエーションで聞きたかったよ！」

「一人だと恥はずかしいから、あなたも今すぐチン●って言いなさい」

「嫌だよ！」

「じゃあ●ンポを出しなさい」

「とんでもねーこと要求してんじゃねえ！」

「あなたがチ●ポを出して歩き回れば、そのインパクトで、大衆の記き憶おくから私のことが消えるはずよ」

「誰だれがお前の犠ぎ牲せいになるか！　つーか自暴自棄になってその単語連呼すんな！」

　塔ヶ崎は俺のブレザーから手を離すと、すぐに自分のウサ耳フードに手を伸のばした。フードを顎の下までかぶり、顔を完全に覆おおい隠かくす。

　穴があったら入りたい、という心境なのだろう。

「高橋くん」

「なんだ？」

「試合に勝って勝負に負けたっていうのは、こういう感覚なのかしら？」

「いや、どっちもお前の負けだ」

　フルーツポンチの逆をちゃんと言えてないからな。

《主人公》対《ラスボス》

　第二戦、敗者――塔ヶ崎夜子。

　なんていうか、女子として負け。







第五章　名探偵あらわる







　その後も、《主人公》と《ラスボス》の戦いは続いた。

　塔とうヶが崎さきは事あるごとに雛ひいなにつっかかり、また、事がなくてもイチャモンをつけてつっかかり、その度に敗北を繰くり返かえした。

　敗因は挙げていけばキリがないが、強しいて挙げるとすれば、塔ヶ崎の悲ひ惨さんな身体能力と残念な頭脳が主な敗因だろう。

　その敗北数が、とうとう二桁けたを超えたときのことである。

「どうして勝てないのかしら？」

　塔ヶ崎は不思議そうに言った。

　放課後、無人の教室に残った俺と塔ヶ崎は、二人で作戦会議を行なっていた。

　幾いく度どとなく繰り返された『打だ倒とう、桜おう神がみ雛』の作戦会議であるが、この会議がまともに機能した例ためしがない。

　愚ぐ策さくと言ったら愚策という言葉に申し訳ないレベルのアホな作戦を塔ヶ崎が思いつき、俺の制止を振り切きってその愚策を実行し、そして勝手に自じ滅めつするだけだ。

「やはり《主人公》というのは、勝つことが宿命づけられた存在ということなのかしら。あの強さ、あの勝負運。敵ながらアッパレだわ」

「いや、相手の強さ関係ないだろ」

　基本的に敗因が全部自滅だからな、こいつの場合。

　かの名めい匠しよう、安西先生であろうとも、塔ヶ崎には「諦あきらめたら？」って言うと思う。

「やはり《ラスボス》では、《主人公》には勝てないのかしら……」

　どこか寂さびしそうな声で、塔ヶ崎は言った。

《ラスボス》。

《主人公》とは、対極に位置する存在。

　当たり前のように勝つ桜神雛――当たり前のように負ける塔ヶ崎夜よる子こ。

　幼おさな馴な染じみという立場もあってか、俺はずっと雛の活かつ躍やくを目まの当たりにしてきた。華はな々ばなしく勝ち誇る彼女を、誰よりも近くで眺めてきた。

　けれど――塔ヶ崎のことは知らない。

　もしも塔ヶ崎夜子が、桜神雛とは正反対の少女だとしたら。

　主人公とは対照的に、負けることを宿命づけられた存在だというのなら。

　彼女は――負け続ける人生を歩んできたのだろうか。

「アホか」

　俺は言った。

「《ラスボス》だの《主人公》だの、この学園でしか通用しないもんで一いつ喜き一いち憂ゆうしてどうすんだよ。ここでの《キャラ》なんて、占うらないの結果ぐらいに考えた方がいいと思うぜ」

　我ながら、自分のことを棚たなに上げてなにを言ってるんだろう、と思う。

《脇わき役やく》という事実に――《主人公》との差に、いちいち心を苛さいなまれていたのは、どこのどいつだというのか。

「あら。励はげましてくれるの？」

　調子を取とり戻もどした、というか調子に乗り始めた塔ヶ崎は、いつもの調子で言った。

「うふふ。そうね。こんなことで落ち込むなんて私らしくなかったわ」

「あ、いや……俺は、お前の敗因は《キャラ》とは別次元のところにあるから、さっさと諦めろよ、ってことを言いたかったんだけど」

「さあ。新しい作戦を考えなくちゃ」

　塔ヶ崎は楽しそうだった。なんとなく毒気を抜かれた俺は、深くため息を吐はき、また不毛な作戦会議に付き合うこととなった。







「なあ、塔ヶ崎。そもそも、《主人公》ってのは、雛一人じゃないよな」

　作戦会議が難航する中、俺はふと思いついて言った。

「お前の野望は『この学園の主人公を全員倒す』ってことだろ？　だったら、一いつ旦たん雛は置いといてもいいんじゃないのか？」

「私に尻しつ尾ぽを巻いて逃げろというの」

「戦略的撤てつ退たいだよ。そもそも、雛を最初に倒さなきゃならない理由もないだろ」

　一応、理由は聞いているが、それは「一番身近で一番ムカつくから」という、理由とは呼べないようなものである。

「雛を除いた他の六人にターゲットを移すのもありなんじゃないのか？」

「……もしかして、桜神雛を庇かばっているの？　よっぽど彼女が大事なのね」

「違ちがう」

　むしろ雛に負け続ける塔ヶ崎を思いやっての提案だったのだが、残念ながら思いは伝わらなかったようだ。

「確かに、考えてみるのもありかもしれないわね。他の《主人公》達たちについても」

「でさ。お前、他の《主人公》については、調べてあるのか？」

　この学園には、現在七人の《主人公》がいる。一人は桜神雛。その他の人物については、全員が上級生ということもあって、俺は詳くわしく知らない。

「調べてないわ」

　塔ヶ崎はきっぱりと言った。

「調べてないのかよ……」

「しょうがないでしょう？　桜神雛のことで頭がいっぱいだったんだから。噂レベルでなら知ってるけどね」

「ふうん、意外だな。お前、噂うわさ話ばなしとか疎うとそうなのに」

「教室の隅すみっこで聞き耳を立ててればある程度の情報は入ってくるわ」

「情報収集の手段が残念だな！」

「ぼっちは意外と聞き耳を立ててる。これ豆知識ね」

「いらねー豆知識だよ！」

「自分から大声でしゃべっておきながら、近くにいた私を見て『うわ、こいつなんで盗ぬすみ聞ぎきしてんの』って顔する自意識過か剰じような奴やつは死ねばいいと思うわ」

「その気持ちはちょっとわかるが、実際に聞き耳を立てているお前にはなにも言う資格はない！」

「だから所しよ詮せんは噂レベルの情報よ。あなたはどうなの？」

「俺もさっぱりだよ。誰か詳しい奴でもいれば――」

「呼んだ？」

　と。

　机に顎あごを乗せた眼鏡っ娘が言った。にやにやと楽しげな笑えみを浮うかべながら、こちらを見上げている。

「うおおおっ！　ら、来らい手でさん!?」

「やっほー。呼ばれて飛び出てぽぽぽぽーん！」

　驚おどろきを隠せない俺の前で、ダブルピースを決める来手さん。

「い、いつからいた!?　てか、どっから!?」

「ふっふっふ。解説役ってのは、必要に迫られたらどこからともなく現れるもんでさー」

　驚きよう愕がくと呆れで言葉が出なかった。塔ヶ崎はというと、またもや俺の後ろに隠れている。突とつ然ぜんの来客に相当びっくりしているらしい。

「……もしかして、俺達の話聞いてた？」

「まあねん。あ、心配しなくても、このこと誰かにチクったりはしないから安心してね。私はただの《解説役》で、すなわちただの傍ぼう観かん者しやだからさ。もっと言うと、実は塔ヶ崎ちゃんのファンだったり」

　来手さんは体を傾かたむけ、俺の背後を覗のぞき込む。

「塔ヶ崎ちゃんが次はなにやらかすのか、けっこう楽しみにしてんだよねー」

　人見知りを発動したらしい塔ヶ崎は、無言のまま俺のブレザーを握りしめていた。いきなり話しかけられて、どう反応したものか困っているのだろう。

「んで、桜神ちゃん以外の《主人公》についてだっけか？　いいよいいよ、私が知ってることならなんでも教えてあげる」

　こうして、来手さんによる解説が始まった。







　役割ロール　種類ジヤンル　象徴モデル

《主人公》　《ファンタジー》　《勇者》　祓はらい川かわ愛いと士し

《主人公》　《スポ根》　《ダークホース》　暁あかつき満み月つき

《主人公》　《ミステリー》　《名探偵》　眩め暈まい坂ざか夏なつ日ひ子こ

《主人公》　《ハードボイルド》　《殺し屋》　ゼロ

「……ってあれ？　来手さん、四人しかいないんだけど」

「あー、うん。そこなんだよねー」

　愛用の手帳を広げながら解説をしていた来手さんは、シャーペンで頭をかく。

「七人の《主人公》の内、桜神ちゃんを含ふくめた五人は名前も顔も割れてるんだけど、残りの二人だけは一いつ切さい情報がないんだわさ。名前と顔はもちろんのこと、《キャラ》に関する情報もね」

「情報がない？　ちょっと待てよ。情報がないっていうなら、なんで七人ってことがわかるんだ？」

「今年度の《主人公》は七人、っていうのは、学校側が開示してる事実だから」

　そういえば、俺が《主人公》が七人という事実を知ったのも、入学直後のホームルームかなにかで菅すが井い先生が言ったのを聞いたからだった。

「……つまり、その二人の《主人公》は、自分が《主人公》だってことを周囲に隠してるってことか。いや、もっと言うと、そもそも学校側が意図的に偽にせの情報を流したって可能性も……」

「そこまで疑い始めるとキリがないけどねー。とにかく、残り二人に関しては、私の情じよう報ほう網もうを以もってしても調べらんなかったってことですよ」

「ふうん……。ってことは来手さん」

　言いながら、俺は《主人公》達を指差す。

　雛とは違い、種類も象徴もしっかりと定まっている、《主人公》達を。

「この四人の《主人公》達に関しての情報は、あるってことか？」

「うん。この四人……ていうか、桜神ちゃんを入れた五人は、この学園じゃもう有名人だからねえ」

　手帳を手に取り、実に楽しそうに解説を始める。

「《勇者》は仲間とパーティー組んで学園の地下迷めい宮きゆうでダンジョン攻略アタツクしてるらしいし、《ダークホース》は海外遠えん征せい行ってるらしいし、《名探偵》は事件に首突っ込んでるらしいし、《殺し屋》は後ろに立つと死ぬらしいよ」

「…………」

　どいつもこいつも関かかわりたくないなあ。

《ダークホース》はまだ普ふ通つうっぽいが、《殺し屋》に関してはまずお会いしたくない。

　ていうか、《勇者》はダンジョン攻略アタツク？

　この学園って地下迷宮あるの……？

「塔ヶ崎。どうだ？　なんかピンと来る奴はいるか？」

　とりあえず話を振ふってみると、彼女は首を横に振った。

「どれもこれもイマイチね。私自ら手を下す価値もなさそうな凡ぼん愚ぐばかりだわ」

　……こいつは何様なんだろうなあ。自分の戦せん闘とう力りよくをどんなもんだと考えてんだろ。

「なるほど。塔ヶ崎ちゃんは桜神ちゃん一筋ってわけだね！」

「そういうわけではないのだけれど……。とにかく、最初のターゲットは桜神雛よ。そこは――変わらないわ」

　結局、そこに落ち着くらしい。

　どうしてかはわからないが、塔ヶ崎は雛にこだわっているようだ。

　執着、と言いい替かえてもいいレベルで。

「もっとも、この中の誰かが私に挑いどんできたら、王者として迎むかえ撃うたずにはいられないけどね」

「安心しろ。誰もお前なんか相手にしないから」

「戦いたい相手はいなかったけれど」

　塔ヶ崎は俺を無視して言う。

「でも、戦いたくない相手ならいるわね」







　その戦いたくない相手がわかったのは、三日後のことだった。六時間目の体育の授業を終え、ジャージから制服に着き替がえて教室に戻ったときのことである。

「財さい布ふがない」

　隣となりの席で鞄かばんに手を入れていた塔ヶ崎が、蒼そう白はくな表情で呟つぶやいた。

「ここに入れておいたのに……」

「マジかよ……。ちゃんと捜したのか？」

「ええ。いくら捜してもないの」

　言いながら、鞄を逆さまにしてガサガサと揺ゆらす。漫まん画が雑誌、携けい帯たいゲーム、知ち恵えの輪わ、ルービックキューブなど、およそ学業と関係ないものが机に落ちた。

「お前、学校になに持って来てんだよ……。で、財布はあったのか？」

「ないわ」

　空っぽになった鞄を揺すりながら、塔ヶ崎は悄しよう然ぜんと呟いた。

「ちなみに、いくら入ってたんだ？」

「五万ちょっと」

「ごまっ……お前、学校に大金持ってくんなよ……」

「現金はどうでもいいのだけど、カード類が心配ね」

「高校生がカード持ち歩くな。どんだけ金持ちなんだよ」

「アニメイトのポイントカード……。もう少しで景品と交こう換かんできそうだったのに」

「そっちのカードか！」

　そうこう騒さわいでいたせいで、財さい布ふ紛ふん失しつがクラス中に広まってしまった。

　ざわめきが波は紋もんのように広がり、財布がない？　泥どろ棒ぼう？　誰か盗とったの？　事件？　事件？　などと、不安と好こう奇きが入り混じった声が教室に満ちた。

「どうやら誰かに盗まれたみたいね」

「ちょっと待てよ、塔ヶ崎。まだ盗まれたって決まったわけじゃないだろ？　もう一回よく捜して――」

「いや、これは間違いなく盗とう難なん事件だ」

　と。

　不意に、声が割り込んできた。落ち着いた女性の声である。

「犯人はおそらく、クラスの全員がいなくなる体育の時間を狙ねらって犯行に及およんだんだろう。となると怪あやしいのは、一、二組合同の体育を欠席していた人間かな」

　彼女は当たり前のように俺の隣に立ち、塔ヶ崎の鞄や机を物色していた。

　まず、そのファッションに目を奪うばわれる。

　茶色いインバネスコートに、同色の鹿しか撃うち帽ぼう。口の端ではパイプが揺れている。

　この説明でわかりづらければ、こう言い替えてもいい。

　彼女は――世界で最も有名な探たん偵ていと同じ格好をしていた。

「被ひ害がい者しやの名前は塔ヶ崎夜子。《キャラ》は《ラスボス》、だったかな。大層な《キャラ》だけれど、この場合は、塔ヶ崎家の長女という事実の方が重要だろう。お金持ちの財布というのは、いつだって庶しよ民みんの目に毒だ。おっと、気を悪くしないでくれよ。思いついたことはついつい口に出してしまうのが私の癖くせでね。悪意はないんだ」

　少しばかりおどけた様子で言いながら、彼女は念入りに机や床ゆかを調べていた。

　まるで、現場検証でもするかのように。

「とりあえず、まずはこのクラスを封ふう鎖ささせてもらおうか。犯人を逃がすわけにはいかないからね。今から全員、一歩も教室から出ないように」

　彼女は教室全体を見み渡わたすようにして言い放った。

　あまりにも自然なその姿に――当然のように事件と向き合おうとするその姿に、俺は呆あつ気けにとられてしまった。

「な、なんなんだよ、あんたは……？」

　俺が絞しぼり出すような声で問うと、彼女はこちらを向き、にやりと不敵に微笑んだ。




「二年、眩め暈まい坂ざか夏なつ日ひ子こ。泣く子も自首する《名探偵》さ」




　来手さんから聞かされた情報が、脳内で蘇よみがえる。

　役割《主人公》種類《ミステリー》　役割《名探偵》

　この学園に七人いる《主人公》の一人――眩暈坂夏日子。

　塔ヶ崎が、唯ゆい一いつ『戦いたくない』と言った相手。

　……いやまあ、なんつーか、さ。見た瞬間に「あ、こいつ探偵っぽい」って思ったけどね。思いっきりシャーロック・ホームズのコスプレしてんだもんなあ。

　眩暈坂先せん輩ぱいは教室中の視線を一手に引き受けながら、物もの怖おじ一つすることなく、ただ悠ゆう然ぜんと微笑んでいた。

　泰たい然ぜん自じ若じやくとしたその佇たたずまいは――どこか雛と似ている。

「め、眩暈坂、夏日子……」「あれが、噂うわさの……」「初めて見た」

　あちらこちらで驚愕の声が漏れる。多くのクラスメイトが、なぜか怯おびえたような表情になっていた。

　どうしたんだろう、と訝いぶかっていると、

「う、うわああ、逃げろおお！」「巻き込まれるぞ！」「いやああああ！」

　悲鳴と絶ぜつ叫きようが上がり、三十近い生徒達たちが一いつ斉せいに教室の出口に向かって走りだした。

「え……いや、ちょっ、待っ、全員教室から出るなって……」

　眩暈坂先輩が慌あわてて制止を申し出るも、誰だれ一人ひとりとして聞く耳を持たなかった。

　気がつけば、ほとんどの生徒が消え去っていた。残されたのは、俺と塔ヶ崎と来手さん、そして、眩暈坂先輩の四人である。

「ど、どうしたんだ、みんな……」

「ふーん。どうやら噂は本当だったみたいだね」

　俺の近くまで歩いて来ると、来手さんは訳知り顔で呟いた。

「知っているのか、来手さん」

「眩暈坂先輩の《キャラクター》は、この前説明した通り《名探偵》。じゃあ高たか橋はしくん。名探偵にとって一番必要な才能ってなんだと思う？」

「それは……推理力じゃないのか？」

「ノンノン。甘あまいぜ高橋くん」

　ちっちっち、と指を振る来手さん。

「そりゃ推理力はあるに越こしたことはないけどさ、そんなもんよりも絶対不可欠なスキルがある。それは――事件に巻き込まれる才能だよ」

「事件に巻き込まれる、才能？」

「いかに名探偵と言えど、事件が起きなきゃ推理力を発揮しようがないってこと」

　少々強ごう引いんな理論な気もしたが、しかしわからない話でもなかった。

　たとえば主人公一派がどこか旅行に出かければ、そこでは必ず事件が起こる。

　それがミステリーにおける主人公補正というものだろう。

「眩暈坂先輩は、凄すさまじいまでの事件に巻き込まれる才能の持ち主なんだよ。もう凄すごすぎて、逆に『こいつのせいで事件が起きてんじゃないのか』ってぐらい。どっかに出かければ必ずそこで事件が起こる。この学園じゃ疫やく病びよう神がみって呼ばれてて『見かけたら即そく逃にげろ』っていう噂が立ってんだー」

「……え、嫌きらわれてんの？」

「うーん。嫌われてるっていうよりは……距離を置かれてるって感じ」

　それは同じ意味じゃないだろうか……。

「来手さんは逃げなくてよかったのか？」

「うん。なんか面おも白しろそうだし」

　俺達がひそひそと会話していると、眩暈坂先輩は、がくっと床に崩くずれ落おちた。

「……う、ぅ、うう。まただ、またみんなに逃げられちゃった……。私、なんもしてないのに……。ただ、犯人捕つかまえたいだけなのに……」

　さっきの威い風ふう堂どう々どうとした態度はどこへやら、床に手を突き、すすり泣くような声で語り始める。

「昔っからこうだ……。泊とまれば事件が起こるから、全国各地の旅館からは出禁を喰くらい、部活、クラブ等の各種団体からは所属を丁てい重ちように断られる。中学の修学旅行は学校側から直々に欠席を迫せまられた……。飛行機や船は、私が乗るとテロ対策が敷しかれる……」

　名探偵体質のせいで、いろいろと苦労をしてきたらしい。

　行く先々で事件に遭そう遇ぐうする才能。

　妙みような部分だけ名探偵っぽいんだなあ。

「……でも、推理の才能はないから、事件がいくら起きてもちっとも解決できないし」

「一番肝心な才能がねえ！」

　事件起こすだけ起こして解決しねーのかよ！

　そりゃ嫌われるわ！

「む。きみ達は……」

　反射的に突っ込んだ俺おれを、眩暈坂先輩がじっと見つめてきた。それから、俺、塔ヶ崎、来手さんの三人を順番に眺ながめる。

「ちゃんと教室に残ってくれたのか……。私の指示を聞き入れてくれたようだね！」

　ぱあ、と表情を輝かがやかせ、勢い良く立ち上がった。

「では、早さつ速そく捜そう査さを再開しようか。残ってくれたのは被害者の塔ヶ崎くんに、同じクラスの高橋くんと来手くんだね」

「…………」

「『なぜ俺達の名前を？』って考えているのだろう？　ふふ、なーに、大したことじゃないさ。ただきみ達の会話を注意深く聞いていただけだよ」

「……すごいっすね。推理の才能はないんじゃなかったんですか？」

「今のは推理じゃない。ただの観察だ。推理の才能はなくとも、これまで十数年、否いや応おうなしに事件に巻き込まれながら生きてきたんでね。情報収集のスキルは嫌いやでも磨みがかれているというわけさ。わかったかい、高橋くん？」

　得意顔で謙けん虚きよなことを言いながら、眩暈坂先輩はパイプでビシッと俺を指した。

「……高校生が煙草たばこ吸っていいんですか？」

「ん。ああ、これはチョコレートだ」

「チョコレート!?」

　眩暈坂先輩はしれっと言うと、パイプをポリポリと噛かんで食べ始めた。本当にチョコレートだったようである。

「頭脳労働を担になう身としては、糖分の摂せつ取しゆは欠かせないからね。うん。んまい」

　大変美お味いしそうに食べ終わると、コートから新しいパイプ型チョコを取り出してくわえた。何個持ってんだよ。

「『何個持ってんだよ』とでも思ったかい？」

「…………」図星だったので黙だまる。

「推理力は並だけど、観察力と洞どう察さつ力りよく、そして読心術には自信があるんだ。きみの考えていることぐらい簡単にわかるよ」

　眩暈坂先輩は不敵に微笑ほほえみつつ、じーっと俺を観察してくる。

「なるほど。きみは今『変な女に絡からまれちゃったなあ』と考えているね」

　よくわかってんな！

　と言いたかったが、相手は一応先輩なので自重する。

「わはははっ、変な女？　そいつは私にとっちゃ最大の賛辞だ。名探偵は変人であるべし。これは世界最古のミステリーと呼ばれる『モルグ街の殺人』から現代に受うけ継つがれてきた不文律だよ」

　一人で楽しそうに笑う。基本的にこっちの話を聞かない人のようだった。

　俺は辟へき易えきとしながら、隣の塔ヶ崎を窺うかがう。

「この人が、お前が唯一戦いたくない《主人公》か」

「ええ。だって、なんか馬鹿っぽいんだもの。馬鹿は嫌いなのよ、私」

　理由そんなかよ。

　馬鹿が嫌いって……ああ、そうか。同族嫌けん悪おだな。

「ところで高橋くん。『モルグ街の殺人』ってなにかしら？」

「エドガー・アラン・ポーの小説だよ。天才的な探偵役と平へい凡ぼんな語り手のコンビっていう、現代にも続くミステリーの雛ひな形がたを作ったのがその小説らしい。有名な例を挙げると、シャーロック・ホームズとワトソンの関係がそれだ」

「天才と平凡のコンビ、ね。なるほど、私と高橋くんのようなものね」

「俺が平凡なことはまあ認めてもいいが、お前が天才であることは絶対に認めねえ」

　そんなやり取りをしていると、眩暈坂先輩が「とにかく」と言って、話を盗難事件へと戻した。

「被害者である塔ヶ崎さんの席は、窓まど際ぎわの一番後ろか。そして高橋くんはその隣の席。ふむふむ……なるほど！」

　目をカッと見開き、それから再びパイプで俺を指した。

「犯人はきみだな！」

「なんで!?」

「なんか怪しいからだ」

「説明が下手すぎる!?　いやいや、眩暈坂先輩。推理力ないにも程ほどがあるでしょう。もっと根こん拠きよなり証しよう拠こなりを持ってきてくださいよ」

「ふふ。その台詞がなによりの証拠だよ。ミステリーや刑けい事じドラマにおいて『証拠は？』と言い出す奴は往々にして犯人だ」

「もはやテンプレとなりつつあるメタミステリーギャグをやらないでください……」

　個人的に、最近やたらと見かける『犯人はお前だ』『証拠は？』『証拠がどうこう言う奴は犯人だ』『なんだその理論は!?』という感じの、一連の理り不ふ尽じんギャグは少々食傷気味である。

　フィクション作品で証拠がどうこうと抜ぬかす奴が犯人なのは、有能な探偵役が追おい詰つめる人間が大体犯人、というだけの話だ。

「やっぱりあなたが犯人だったのね。怪しいと思ってたのよ」

「ここぞとばかりに乗っかってくんなよ、塔ヶ崎！」

「なんだかありきたりな展開よね、隣の席の人間が犯人だなんて。アリバイのなかった人間がそのまま犯人だったみたいながっかり感よ」

「犯人扱あつかいした上でがっかりすんな！」

　すると、眩暈坂先輩が俺の肩かたに手を置いた。哀あい愁しゆうが漂ただよう悲しげな笑みを浮かべながら、耳元でそっと囁ささやく。

「真実はいつも一つ」

「いきなり探偵っぽい台詞を挟はさまないでくださいよ！　まだなにも解決してないですから！　真実のしの字も見えてないですから！」

「真実はいつも今一つ」

「上う手まいこと言うな！」

　敬語も忘れて突っ込むと、今度は塔ヶ崎が自分に酔よった様子で言う。

「『真実はいつも一つ』というフレーズには、前々から疑問があるのよね。一つなのは、真実ではなく事実でしょう？　たった一つの事実に対して、人がそれぞれの真実を見み出いだす。それがこの世界というものだと私は思うんだけど――」

「中二臭いイチャモンつけてんじゃねえ！」

「なあ、高橋くん。きみが盗とったお金で救われたところで、施し設せつの子供達は幸せになれるのかい？」

「眩暈坂先輩は勝手に設定盛らないでくださいよ！　俺、施設で育ったりしてないですから！　トリック暴あばいた後、犯人に説教し始める名探偵を演出しないでください！」

「私の財布には私の匂においなんか染しみ付ついていないのに」

「なんで俺がお前の匂い目的で財さい布ふ盗るんだよ！　盗るんだったら普通に金目当てで盗るわ！」

「録音完かん了りよう。『盗るんだったら普通に金目当てで盗るわ！』おー、よく録とれてるなあ。これはまさしく動かぬ証拠だろう」

「どっからＩＣレコーダー取り出したんですか!?　つーか、変な台詞をピンポイントで録んないでくださいよ！」

「ふふふ、探偵の七つ道具だよ」

　ああ、もう！　面めん倒どうくさい奴が二人に増えた！

　つーか、来手さん！　楽しそうにこっち眺めてないで助けろよ！

「……勘かん弁べんしてくださいよ、眩暈坂先輩。犯人は俺じゃないです。先輩の推理は外れてます」

　まあ、そもそも一切推理をしてないんだけど。

「おいおい、高橋くん。私の推理力を舐なめるなよ。私はよく、『ミステリーにおける刑事ぐらいの推理力だな』と人から評されるんだぞ」

「それ悪口ですよね!?」

　ミステリーあるある。

　刑事の推理力は大体へっぽこ。

「ちなみに、刑事が探偵役の引き立て役として、へっぽこなキャラとして描えがかれる手法も『モルグ街の殺人』から始まったとされている。マジ凄いよね、ポーって。私は彼かれを心の底から尊敬している」

「凄いとは思いますけど……でも、ポーは推理作家っていうよりは恐きよう怖ふ作家じゃないですか？」

「けれど、作品が素す晴ばらしいものであることに変わりはない。作者と作品は別物だ。シャーロック・ホームズを生み出したコナン・ドイルだって、推理小説を愛していたというわけではないらしいからね」

「ああ、そういえばシャーロック・ホームズシリーズは、今で言う『連れん載さいの引ひき延ばし』を喰らった作品なんですよね。人気がありすぎたせいで終わらせてもらえなかったとか。ファンの熱ねつ烈れつな要よう望ぼうで、死んだはずのホームズが生き返ったくらいですし」

「まあ、ドイルがどんな気持ちで書いていたとしても、シャーロック・ホームズが世界最高の探偵であることに変わりはない。だから私はドイルもホームズも――」

　眩暈坂先輩は唐とう突とつに言葉を止め、目をぱちくりとさせた。腕うで組ぐみをして考え込んでから、まじまじと俺の顔を眺めてくる。

「ときに高橋くん」

「な、なんですか？」

「好きなシャーロック・ホームズシリーズは」

「ベタかもしれないですけど……『四つの署名』です」

「私のこのファッション、どう思う？」

「インバネスコートに鹿撃ち帽のファッションですか？　典型的なホームズのコスプレだと思いますけど……あ、でも、そのファッションって、映画とか挿さし絵えで定着してるホームズのイメージですよね。小説本文には一切そんな描びよう写しやはありませんし」

「現場不在証明の意味を持つ用語である『アリバイ』の語源は？」

「ラテン語で、『他の場所に』という意味の言葉から」

「フーダニット、ハウダニット、ワイダニットのどこに重点を置いてる話が好き？」

「どれが好みとかないですけど……フーダニットとハウダニットに力を入れてる本格派なやつが好きですね。トリックと犯人がわかった後に、犯人がだらだらとかわいそうな過去や動機を語り出すのが嫌いなんで」

「ノックスの十じつ戒かいやヴァン・ダインの二十則についてはどう思う？」

「特に守る必要はない法則だと思います」

　そんなやり取りを繰り返していると、脇わきから訝しむような視線を感じた。

「……あなた達、さっきからなにを話してるの？　ふーだに、わいだに、って……語ご尾びに『だに』を付ける練習？」

「ちげーよ。フーダニット、ハウダニット、ワイダニットっていうのは、ミステリーでどこに重点を置くかっていう区分の話だ」

　フーダニット――誰だれが殺したか？――犯人当て重視。

　ハウダニット――どうやって殺したか？――トリック重視。

　ワイダニット――なぜ殺したか？――動機重視。

「へえー、高橋くんってミステリーマニアだったんだねー」

　来手さんが感心した様子で言った。

「マニアってわけじゃないよ。ただ、普通に好きなだけ。シャーロック・ホームズシリーズが小学校の図書室に置いてあったから、そっからなんとなくハマってさ」

　読書自体好きだから、有名なミステリーはひと通り読んでいるつもりである。でも、そうか。普通の人はワイダニットとかノックスの十戒とか知らねーよな。

　塔ヶ崎がポンっと手を叩たたいた。

「ああ、なるほど。ミステリーって読んでると賢かしこそうに見えるものね。わかるわかる。私もよく、読みもしないのに教室の隅でミステリー小説を開いたりしたものよ」

「一いつ緒しよにすんな！　俺はちゃんと好きで読んでるんだよ！」

　勝手に共感していた塔ヶ崎に突っ込んでいると、眩暈坂先輩がいきなり、ずいっ、と顔を寄せてきた。俺の両手を握にぎり、潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見上げる。




「見つけた、私だけのワトソン……」




　うっとりとした、感かん極きわまった表情だった。

「……はあ？」

「先ほど述べたように、名めい探たん偵ていにはその活躍を余すことなく描写する語かたり部べが必要なんだ。ホームズに対するワトソンのようにね。きみには、ぜひ私の語り部となって欲ほしい」

「それはわかりますけど……、ま、待ってください、なんで俺が……」

　慌てて手を振り払はらうと、眩暈坂先輩は「……ふっ」と自じ嘲ちよう気味に微笑んだ。

「……最近さ、推理小説読む人って少ないんだよね……。コナンって言ったらドイルじゃなくてコナンくんだし、金田一って言ったら、耕助じゃなくて少年だし。パロディの方が完全に有名になっちゃってるんだよ……」

　その気持ちは少し理解できた。一時期は時代を席せつ巻けんしたミステリーも、最近じゃだいぶ下火になっちゃった感がある。今、日本人の間で統計取ったら、コナン・ドイルの知名度は、江え戸ど川がわコナンに負けそうだからなあ。

「でも、ようやく見つけた！　ミステリー談義ができる人！　だから私の語り部はきみに決定！」

「理由それだけっすか!?」

「高橋くん――いや、これからはタカソンくんと呼ぼうか」

「切実にやめてください！」

「なにか質問はあるかね、タカソンくん」

「質問しかねーよ！　ホームズの名めい台詞ぜりふをいきなり挟むな！」

「ホームズネタが通じたーっ！　うわーいっ！　いやっほーっ！　タカソンくん、さいこーっ！　今度一いつ緒しよに『バリツ』の練習しよーっ！」

　とんでもなく上じよう機き嫌げんになってる眩暈坂先輩。

　こっちがドン引きするスーパーハイテンションであった。

　まあ、普通に友達になるぐらいだったら別にいいか、と考えていると、ぐい、とブレザーが引っ張られた。

「浮うわ気きは殺すわよ」

　塔ヶ崎が途と方ほうも無い殺気をまき散らしている。

「……浮気ってなんだよ」

「あなたは今、私の仲間なのよ。こんな似え非せ名めい探たん偵ていの語り部になられては困るわ」

　静かに、けれど確かに塔ヶ崎は言った。意外と独どく占せん欲よくが強い奴らしい。

「さあ、タカソンくん。早さつ速そくメアドでも交換しようではないか」

　こっちはこっちではかなり押おしが強い人だった。

　つーか、俺はタカソンくん決定なのか……。

「ふっふっふ。タカソンくん。きみの考えていることは手に取るようにわかるよ。私のこと『面倒くさい女だ』と思っているんだろう？」

「当たってますね！」

「そしてこうも思ってるはずだ。『こいつ、出オチっぽいキャラだなー』と」

「大当たりだよっ！」

　読心術の凄さが異常だった。探偵よりも占うらない師しの方が向いてるんじゃなかろうか。

　俺は深々と息を吐はき、とんでもないレベルで脇わき道みちに逸それていた話を本筋に戻もどす。

「とにかく、俺のことはどうでもいいですから、塔ヶ崎の財布のことを考えましょうよ」

「あ、そのことなんだけどさー」

　来手さんが言う。

「塔ヶ崎ちゃんさ、財布、ジャージのポケットに入れてなかった？　更こう衣い室しつで着替えてるとき、ポケットに入れたままジャージをしまってたと思うんだけど」

　……え？

　いや……え？

「お、おい。塔ヶ崎。お前、まさか」

　塔ヶ崎はハッと顔を上げ、机の上にジャージ袋ぶくろを広げた。畳たたみもせずにしまっていた体操着を取り出し、そのポケットに手を入れる。

　やや膨ふくらんだポケットに。

「…………」
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　塔ヶ崎はなにも言わない。

　ピンク色のかわいらしい財布を握り締しめながら、ただ沈ちん黙もくしていた。

　どうやら、財布をジャージのポケットに移したことを忘れて騒いでしまったらしい。

　すなわち――犯人は塔ヶ崎本人。

「……来手さん」

「なんでせう」

「本当は最初っから全部わかってたろ」

「えー？　なんのことかさっぱりわかんなーい」

　けらけらと笑う。恐おそろしい女子である。塔ヶ崎よりもよっぽどラスボスだよ。

　塔ヶ崎と眩暈坂先輩の二人は凍こおりついたように固まっていた。どちらも、自分の発言や行動を恥はじているのだろう。

　数秒後、塔ヶ崎が動く。教室の窓を勢いよく開け、財布を窓からぶん投げた。

　……ぶん投げた!?

「なにやってんだお前!?」

「私の財布はいったいどこにいったのかしらね」

「外だよ！　今飛んでったよ！」

「いくら捜しても見つからないし、やっぱり誰かが盗ぬすんだ可能性が高いと思うわ」

「お前……誤ご魔ま化かし方が雑すぎんだろ」

　どうすんだよ、あの財布。

　窓の外を眺めていると、たまたま通りかかった女生徒が財布を手に取った。

　雛である。

　……タイミング良すぎだろ。『持っている』にも程がある。あいつは人助けの天命を受けた存在なんだろうか。

　まあ、雛に任せとけば大だい丈じよう夫ぶか。あいつに限ってネコババの心配はない。きちんと職員室に届けてくれることだろう。

　隣では塔ヶ崎が「私の財布はどこかしら」などと懲こりずに呟いており、来手さんはその様を楽しそうに眺めていた。

　で、「これは盗難事件だ」とか、思いっきり恥ずかしい勘かん違ちがいをした《名探偵》さんはと言うと、教室の中を歩き回っていた。

　古ふる畑はた任にん三ざぶ郎ろうみたいなポーズを取りながら、ぐるぐると。

　俺の視線に気づくと、まるでカメラに向かってポーズを決めるかのように、俺の方をビシッと指さした。

　そしてキメ顔で言い放つ。

「真実はいつも今一つ！」

「帰れっ！」







第六章　準主人公







《脇わき役やく》の俺が、『名探偵あらわる』という、意味があるのかないのかよくわからない、実に脇役らしいイベントを経験している間に、《主人公》である雛ひいなの方も主人公らしいイベントを経験していたようだった。

「――というわけで、最終的には氷こおり山やまくんもわかってくれたみたい。うん。よかったよかった」

　寮りようへと向かう放課後の帰り道。ひと通りのことを語り終えると、雛は満足そうに微笑んだ。その表情から察するに、きちんとハッピーエンドに落とし込めたようである。

「しかし、あの氷山……えっと、名前、なんだっけ？」

「蓮れん吾ご。氷山蓮吾くん」

「あの氷山蓮吾が、そんなクソ野や郎ろうだとは思わなかったな」

　雛と同じクラスの氷山蓮吾。俺の記き憶おくには、スプリットフィンガードファストボールの奴やつ、という風にインプットされている。

　話によれば、氷山は体育の時間に雛にホームランを打たれたことを逆さか恨うらみしていたらしい。『女のくせに生意気だ』的なあれである。

　そして不良仲間を集め、雛が一人のところを狙って襲おそいかかった。

　結果は、見事に返かえり討うち。

　十人近くいた不良を、雛は鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで蹴け散ちらした。

　その後に始まる、氷山の自分語り。足の怪け我がで野球を断念せざるを得なかったこと、そして不良とつるむようになったこと、消化不良な日々を送っていたこと、などなど。

　それを聞いた雛が、なんか名言っぽいことを言って氷山くんを説得。その説教に胸を打たれた氷山くんは、雛に謝罪を口にしたそうだ。

　……どこの青春ドラマだよ。

「もう、涼すず希き。そんなこと言ったら駄だ目めだって。氷山くんだって、元々は熱心な野球少年だったんだからさ」

「どうだかな」

「寄り道をしたり、回り道したり、たまには道を踏ふみ外はずしちゃったり……そういうことは、きっと誰にでもあるんだと思う。でも、それだけで周りの人が見捨てちゃったら、その人は本当に道に迷っちゃうのよ」

　恥ずかしげもなく、まっすぐ前を向きながら、雛は言った。真正面からそんな綺き麗れい事ごとを抜かされてしまうと、なんだか毒気を抜かれてしまう。

　雛の行動や言動を、綺麗事だとか、偽ぎ善ぜん臭いだとか、そんな風にひねた思考をする自分が、ひどく矮わい小しような存在に思えてしまう。

「……雛。お前さ、あんま一人で突つっ走ぱしるなよ」

　気がつけば、そんな台詞せりふが口から出ていた。

　単純に雛が心配だったのか――それとも、置いて行かれると感じたのか。

「うん。わかってるって。なんかあったらすぐ涼希に言うから」

「なんもないのが一番なんだけどな」

　俺は苦く笑しようし、雛も笑った。







「結局、名言っつーのは、なにを言うのかじゃなくて誰が言うかだよなあ」

「朝っぱらから辛しん気き臭くさい顔でなにを言ってるの、高たか橋はしくん？」

　朝のホームルームまでの退たい屈くつな時間は、塔とうヶが崎さきと話して過ごすのが最近の習慣となっていた。いつもは向こうから話を振ふってくるのだが、今日は俺から話を振った。

「たとえばさ……。ベストセラー作家が、『私は取材を一いつ切さいせずに想像だけで書いている』とか言ったら『さすができる奴は違ちがう』ってなるけど、もしも売れない作家が同じこと言ったら、『だからお前は売れないんだよ』ってなるだろ？」

　氷山の一件にしてもそうだ。もし俺が雛と同じように氷山を叩きのめし、そして同じようなことを言ったとしても、決して同じ結果にはならなかっただろう。

　雛だからこその結果だと言える。

　それはやはり、あいつの人格――キャラクターが為せる業なのだろう。

「わからない話ではないわね」

　塔ヶ崎は神しん妙みような口調で言う。

「たとえるなら、授業中にオナラをしてしまったとき、笑って済まされる奴と、教室を最悪の空気にしてしまう奴の差、みたいなものかしら」

「間ま違ちがっちゃいないけど、もっとマシな例はなかったのか!?」

「なによ、オナラごときで声を荒あらげちゃって。ケツの穴が小さい男ね」

「女子がケツの穴とか言うんじゃねーよ」

「ふむ。なら言い直すわ」

　塔ヶ崎は一拍ぱく置いて言い直す。

「アナルの締しまりがいい男ね」

「ニュアンスが最悪になったぞ！」

　意味は一緒なのに！

　そんな風に中身のない会話を繰くり返していると、担任の菅すが井い先生がやってきて、ホームルームが始まった。

　内容は、今週末にある『お花見』について。

「であるからして、今週の金曜日、つまり明後日の午後は、近くの山に行ってお花見しまーす。花見の場所はクラスごとにクジで決まるから、委員長は頑がん張ばっていい場所を確保してくださいねー。くじ引きは今日のお昼休みにありますから」

　話を聞く限り、どうやら親しん睦ぼく会かいみたいなイベントらしい。

　黒こく宝ほう学がく園えんはなにかとイベントが多い学校である。

　学園祭や体育祭はもちろんのこと、『ファンタジー祭』だの『異能バトルトーナメント』だの、名前からして普ふ通つうじゃないものも多々ある。

　なんにしても、授業が午前で終わるのは嬉うれしい。

　ここ最近は塔ヶ崎に振り回まわされっぱなしで、ずいぶんと騒さわがしい日々を送っていた気がするし、たまには学生らしいイベントをのんびりと楽しむとしよう。







　昼休み。いつも通り購こう買ばいにパンを買いに行こうと思っていたところ、他のクラスの奴から体育館裏に呼び出されることになった。

　この事実だけを抜き取とると、これから誰かに告白でもされるのかと期待しそうになってしまうが、しかし呼び出した相手が男となっては、そんな幻げん想そうは一気に崩れる。

　告白だったらむしろ悲劇だ。

「で、なんの用？　えっと……氷山くん」

　そう言って、俺を呼び出した相手を――氷山蓮吾を見つめる。

　背は俺よりも少し高い。派手な色の金きん髪ぱつと適度に着き崩くずした制服。どことなくヤンキーっぽい容貌である。長い金髪は野球少年時代のリバウンドだろうか。

　頬ほおにはガーゼが貼はってあった。おそらく、昨日雛から受けた傷だろう。

　氷山はしばらく観察するように俺を眺めてから、つまらなそうに口を開いた。

「くん付けはやめろ。背筋が痒かゆくなんだよ。氷山でいい」

「わかった。じゃ、氷山で」

「俺も鈴すず木きって呼ぶからよ」

「…………」

　イントネーションが明らかに『鈴木』のそれだった。スじゃなくてズにアクセントが置いてある。この世に生まれて十数年、このタイプの間違われ方はすでに百回は経験しているので、もはや腹も立たない。

「いや、俺、鈴木じゃないから。高橋だよ」

　適当に鈴木で流しとくと後々になってから面倒なことになる確率が高いことは経験上わかっているので、俺はきちんと訂てい正せいしておいた。

「ああ？　高橋……？　じゃあ、なんで桜おう神がみの奴は、お前を鈴木って呼んでんだよ？」

「名前が『涼希』っていうんだよ。高橋涼希」

　面倒だったので、学生証を出して見せてやった。氷山はかすかに目を見開く。

「はっ。ずいぶんと面倒くせー名前なんだな」

「自分でも思うよ」

「《キャラ》は……《脇役》かよ。《主人公》の桜神の幼おさな馴な染じみにしちゃあ、ずいぶんと普通の《キャラ》だな」

　小こ馬ば鹿かにしたような台詞に、自分の失敗を悟さとる。しまった。ここの学生証は、《キャラ》も書いてあるんだった。

「……用件はなんだよ、氷山」

　学生証をしまい、話を先に促うながした。

「言っとくけど、雛へのリベンジの手伝いならしないぜ。果たし状渡わたせとか、どこぞの倉庫へ呼び出せとか、そういうのは勘弁の方向で」

「そんなんじゃねーよ」

　氷山はぶっきらぼうにそう言うと、金髪に手を入れ、視線を脇に逸らした。すかしたような仏ぶつ頂ちよう面づらが消え、バツが悪そうな表情が残る。

「高橋ってさ、桜神と付き合ってんのか？」

「は？」予想外の質問に唖あ然ぜんとする。「……い、いや、別に付き合ってないけど」

「ふーん。そうか。そうなのか」

　氷山はポケットに手を入れたまま横を向き、不自然なほどに興味が薄うすそうな態度を取っていた。おい、ちょっと待て。

「こ、氷山、お前、もしかして――」

「違う」

　凄まじい勢いで台詞をかぶせてきた。

「いや、でも――」

「違うから」

　再び台詞をかぶせてくる。数秒の沈黙の後、ふーっと息を吐くと、観念したように口を開いた。

「……別に、惚ほれた腫はれたの話じゃねーよ。ただ、すげえ女だと思っただけだ。今まで見たことがねー、とんでもねえ女だってな。お前も、桜神から事情は聞いてんだろ？」

「まあ、軽く」

「こっちはバット持った男八人だぜ？　それなのに、あの女は素す手でで傷ひとつ負わずに蹴散らしやがったんだよ。『バットは人を殴なぐるためにあるんじゃない』とか、馬ば鹿かみたいな正論吐きながらな」

「そういう奴なんだよ。あいつ倒たおしたかったら狂経脈でも習得した方がいいぜ」

　冗じよう談だんめかして言うと、氷山は「かもしれねえな」と苦笑した。

「……バケモンじみた強さだけじゃねーさ。桜神はよ、俺みてえなクズ相手に真正面から向き合ってきたんだよ。俺のことをまっすぐ見て、臆おく面めんもなく説教しやがったんだ。あれにはまいったぜ。さすがは《主人公》っつーんかな」

　そう言う氷山の表情は、どこか晴れやかだった。雛に打ちのめされたことにより、完かん璧ぺきに改心してしまったようである。

　珍めずらしいことじゃない。

　桜神雛は、戦えば戦うだけ味方を増やしていくような奴なのだ。

　あいつの華はなやかでまっすぐな生き様は、嫌でも人を惹ひきつける。

　敵を味方にする能力。

　これもまた、雛の持つ主人公補正の一つだろう。

　しかし――そう考えると少し不思議な点がある。

　塔ヶ崎夜よる子こ。彼かの女じよは、何度も衝しよう突とつした今でも、雛を敵として認にん識しきしている。

『昨日の敵は今日の友』を地で行く雛相手に対して、いつまでも敵対し続ける人間というのは、正直レアだ。

　なにかにつけてロースペックな塔ヶ崎だけど、《主人公》に対する敵意だけは、人並み外れているのかもしれない。

「にしても、お前って、あの桜神とやたらと一緒にいるくせに、《脇役》なんだな」

　氷山は退屈そうな目で俺を見ていた。

「……どういう意味だ？」

「別に意味はねーよ。ただ、長年連つれ添そった幼馴染みだっつーから、どんだけすげー奴なのかと思ったら、ずいぶんと普通の奴だなって思っただけだ」

　それは、決して馬鹿にするような口調ではなかった。しかし俺おれは、どうしても馬鹿にされたと感じてしまった。

「ああ、ほら。これが俺の《キャラ》」

　そう言って、氷山は自分の学生証を差し出した。

　役割ロール《準主人公》種類ジヤンル《未定》象徴モデル《なし》

「《準主人公》……」

「ああ。まあまあだろ？　ま、もしかしたら、怪我で野球を断念しちまったっつー不幸な過去が関係してんのかもしんねえけどな」

「……だから、なんだよ」

「なにってわけじゃねえさ」

　ただよ、と氷山は言う。

「《脇役》よっか、《主人公》の隣となりにいて様になるんじゃねえか？」







「はっはー。青春してんな、ガキ共」

　軽薄な笑い声が背後から響ひびいた。

　氷山がいなくなり、俺だけが残った体育館裏に、一人の来客が現れる。

「さ、百日紅さるすべり理事長……」

　集会のときと同じく、ミニスカートのスーツを着ている。生脚を臆面もなくさらけ出しながら、彼女は俺のそばまで歩いて来た。

「よう、鈴木。キャラ立ってるかい？」

　……また鈴木と呼ばれた。慣れてるとは言え、こうも立て続けに間違われると、少しげんなりとする。

「んん？　はっはっは。どうして僕ぼくがてめえみてーな脇役ヅラの名前を知ってるかって面だな。おいおい、僕は理事長だぜ？　この学園の全生徒モルモツトの顔と名前を把握しとくぐらい、朝飯前なんだよ」

　凄すさまじいまでのドヤ顔で言う百日紅理事長。

　うわ、どうしよ、訂正し辛い。

　生徒をモルモットと読んで格好良く決めたシーンだけに、すごく言い辛い。

「……あの、俺、鈴木じゃなくて、高橋なんですけど。スズキってのは、名字じゃなくて、名前で……」

　迷った結果、訂正しておくことにした。一応、敬語。年上なのか年下なのかもわからない相手だが、生徒と理事長という立場上、ここは敬語で行くべきだろう。

「はあ？　え、え、嘘うそ嘘うそぉ……。ちょ、ちょい待ち」

　理事長は慌てた様子で、胸元から小型のタブレットを取り出した。

　生徒情報を確認しているらしい。

「……あ、マジだ。マジで『高橋涼希』だ。うっわー、しまったぁ……。完かん璧ぺき間ま違ちがって覚えてた。僕としたことがなんて失態だよ。くそっ、影かげ薄い奴は気合い入れて覚えたんだけど、こいつは中ちゆう途と半はん端ぱな存在感だから逆に油断してた……」

　中途半端な存在感ってなんだよ。影が薄くすらないのか、俺は。

「高橋くんっ！」

　タブレットをしまうと、百日紅理事長は勢い良くこっちを向いた。

「今のなし！　やり直すからその場で待機な！」

　言うや否や、百日紅理事長はくるりと踵きびすを返し、体育館の門を曲がって俺の視界から消えた。そしてすぐに、

「はっはー。青春してんな、ガキ共」

　先ほどと全く同じ台詞を吐きながら、颯爽と俺の前に現れた。

「よう、高橋。キャラ立ってるかい？」

「…………」

「んん？　はっはっは。どうして僕がてめえみてーな脇役ヅラの名前を知ってるかって面だな。おいおい、僕は理事長だぜ？　この学園の全生徒モルモツトの顔と名前を把握しとくぐらい、朝飯前なんだよ」

　マジでやり直しやがったよ、この人。

　全校生徒を把握してる自分を、よっぽど演出したかったようだ。

「高橋は確か、《主人公》桜神雛の幼馴染みだっけか」

　百日紅理事長は何事もなかったように話を進めた。今いま更さら突っ込むのは無粋な気がするから、スルーする方向で行こう。

「そうそう、思い出したよ。誰かと思えば、集会んとき、僕が《ラスボス》を指したら、自分のことかって勘違いした自意識過か剰じよう野や郎ろうじゃねえか。ありゃ傑作だったなあ」

「……あれは黒歴史なんで掘り起こさないでください」

「そんなに《主人公》が羨うらやましいのかよ？　ん？」

　不意に――言葉が胸に滑り込んできた。

　少女の瞳が俺を射貫く。百日紅千秋楽てぃあらは、およそ少女とは思えない、サディスティックな笑えみを浮うかべていた。

「いえ、別に」

　俺は言った。自分でも驚おどろくほどに冷めた声が出た。

　百日紅理事長は「ふぅん」と意味深長な様子で頷うなずくが、それ以上なにかを追及してくることはなかった。遠くを見るように目を細め、話を変える。

「キャラクターの研究ってのが、僕の人生のテーマでよ。それは言い換えれば主人公の研究と言ってもいいぐらいなんだが……しかし、高橋。よくよく考えてみると主人公ってのはずいぶんとテキトーな概がい念ねんだと思わねーか？」

「テキトーな概念？」

「お前、シャーロック・ホームズシリーズは読んでるか？」

「ひと通り読んでますよ。そのせいで、こないだ眩め暈まい坂ざか先せん輩ぱいからワトソンくんに任命されそうになりました」

「へえ。なんだ、眩暈坂には会ってたんかよ。あいつ、面おも白しろい奴だったろ？」

「面白いっていうかまあ……変な人っていうか」

「はっはー。ファーストコンタクトじゃ眩暈坂の凄すごさは伝わんねーか。けどよ――あんまし甘くみんなよ。眩暈坂は、ああ見えてかなりの曲者だ。《主人公》の肩かた書きは伊達じゃねえ」

　どう見えてなんだろうか。

　今のところ、ただの一発屋キャラとしか思えないんだけどなあ……。

「この学園の《主人公》は、どいつもこいつも一筋縄じゃ行かねー奴ばっかりだぜ」

　桜神雛を含ふくめてな、と百日紅理事長は言った。

　そんなことは、誰よりもよくわかっている。傍目には考えなしでシンプルな生き方をしているように見える雛だが、その内面は決して単純ではない。

　胸の内には――多くのものを抱え込んでいる。

「っと、話が逸れたな。まあ、《名探偵》の話はまた今度ってことで――なあ、高橋。シャーロック・ホームズシリーズにおける主人公ってのは、誰だ？」

「それは、シャーロック・ホームズでしょう？」

　間違いなく彼であるはずだ。

「シャーロック・ホームズシリーズっていうぐらいですからね。タイトルに名前入ってんですから、主人公決定でしょう」

「だな。ま、そのシリーズに関しちゃ、ホームズが主人公ってことで満場一致でいいだろう。だが、タイトルに名前入ってるから主人公ってのは、ちっと乱暴な定義だぜ？」

　百日紅理事長は言う。

「たとえば、シェイクスピアが書いた悲劇の一つに、『ジュリアス・シーザー』ってのがあるんだが、この話の主人公はブルータスだ。親しい間柄にあったシーザーを裏切り暗殺したブルータスの苦悩と葛藤が、この作品の醍醐味と言えるだろう。あの有名な『ブルータス、お前もか』って台詞を世間に定着させた作品でもあるんだぜ」

「ん？　あれ？　ブルータスが暗殺したのは、カエサルじゃ……」

「アホ。『ユリウス・カエサル』を英語読みしたのが『ジュリアス・シーザー』だよ」

　そうだったのか。知らなかったな。

「古き良き名作引っ張ってこなくても、いっぱいあんだろ、タイトルと主人公が違う作品なんてよ。最近だと、主人公の名前じゃなくて、メインヒロインの名前がタイトルに来る作品だって多いだろ？」

　確かにそんな気はする。『名前がタイトルになっているから主人公』というのは、なんの説得力もない話だったかもしれない。

「もっと言えば、主人公がはっきりしない作品だっていっぱいある。いわゆる群像劇はもちろん、オーソドックスで王道的な作品であってもその定義は難しい――いや、人によって答えが違うって言った方がいいのかな」

「…………」

「のび太が主人公なのか、ドラえもんが主人公なのか」

　それはのび――いや、でもタイトルを考えると……。

　ううむ。一概には言えない気がする。

「とにもかくにも、面めん倒どくせーもんだぜ。主人公のために物語があるんだか、物語のために主人公がいるんだか。んま、だからこそおもしれーんだけどな」

　そう言って、百日紅理事長は自信と野望に満ち溢れた笑みを浮かべた。瞳の奥おくでは、飽くなき探求心が燃え上がっている。

　天才しかいない百日紅一族の少女――百日紅千秋楽。

「しかし高橋ぃ……。お前はなーんか、覇は気きがねー顔つきしてるよな。目が死んでるぞ、目が。桜神の仲間とは思えねーよ」

　百日紅理事長はからかうような調子で言った。

「ああいう奴がそばにいたら、もっと頑がん張ろうとか思わねーのか？　あいつみたいになりたいとか、あいつに勝ちたいとか」

「……昔は、そんなことも考えてましたけどね。今じゃ馬鹿らしくなって諦めてますよ。たとえば……昔、あいつとカードゲームで戦ったことがあるんですけど」

　小学校でカードゲームが流行ったときのことだ。どっぷりとハマっていた俺は、ルールも知らない雛にデュエルを申し込んだのである。

「思いつく限りの最強デッキを作ったから、その性能を試ためしたくなったんですよ。簡単にルール説明して、余ったカードでデッキを作らせて、それで雛とデュエルをしました。結果は――全敗です。金かけて作ったデッキが、タダ同然で作ったデッキに全敗」

「へえ」

「あいつとデュエルマスターズだけはやりたくないんですよね。勝ったと思ったら、ほぼ百％の確率でシールドトリガーが発動しますから」

「あっはっは」

　百日紅理事長は大層面白そうに笑った。こっちとしては笑うに笑えない。

　自分が打ち込んでいるもので、後から始めた者があっさりと自分を追い抜いていく。

　笑える話じゃないだろう。

「天性の勝負強さって言うんですかね……。才能っていうかなんていうか……とにかくあいつは、俺とは住む世界が違うんですよ」

「才能ねえ。ロクに努力もしたことないガキはすーぐ才能、才能、言い出すんだよな」

「努力できるかどうかも才能だと思いますけど？」

「それもひねたガキが言う台詞だ」

　百日紅理事長は茶化すように言った。ぐっと言葉に詰つまるが、しかし俺は、どうしても言い訳めいた言葉を並べてしまう。

「……まあ確かに、俺みたいなガキが言っても、ただの小賢しい屁理り屈くつでしかないんでしょうけど――実際、才能ってのは相当デカイと思いますよ。天才っていうのは、凡ぼん才がどうやっても届かないからこそ、天才って言うんでしょう」

　誰だれにもない自分だけの価値を持っている人間なんて、この世界にはほんの少ししかいないのだから。

「……陸上で、百メートル走ってあるじゃないですか。あれの世界大会の決勝って、黒人しかいないですよね。黒人の瞬発力と足の長さには、白人や黄色人種じゃどうやっても敵かなわない」

　絶対的な人種の差――生まれ持っての才能の差。

「黒人じゃないランナーって……なに考えながら走ってんですかね。『努力すれば黒人にだって絶対勝てるはずだ』って夢見てんのか、それとも『黒人に勝つのは無理だけど、それ以外には勝てるようになろう』って妥だ協きようした目標立ててんのか……」

「――くっだらね」

　鬱々とした言葉を切り裂く、端的な罵倒。

　百日紅理事長は、心底つまらない物を見るような目になっていた。

「お前ってさ、そんなことぐじぐじ考えながら生きてんの？　あー、やだやだ。つっまんねー男。お前が一いち人にん称しようの小説だけは読みたくねーわ」

　呆あきれ果てたような口調で言った後、彼女は口くちの端はを吊つり上あげて嗤う。

「山があったら登る。川があったら泳ぐ。道があったら走る。道がなかったら創る。そんだけだろ、人生なんてよ」

　返す言葉もないとは、まさにこのことだった。

　鬱屈とした屁理屈を、正面からズバッと切り裂かれた気分だった。

「あー、なんつーか、あれだ。僕、お前嫌きらいだわ」

　面と向かって嫌いと言われた。普通に凹む。

「なんか嫌いやがらせしたくなってきたなあ。……あ、そういや、てめえって二組だったよな。《ラスボス》の塔ヶ崎と同じ組。んで、さっきの氷山が桜神と同じ一組、か……」

　ぶつぶつと一人呟つぶやくと、百日紅理事長はにやりと獰猛な笑みを浮かべた。

「いーいこと思いついた」







　その企みが発覚したのは、その日の帰りのホームルームでだった。

「えー、みなさん落ち着いてくださーい。大変なことになりました」

　菅井先生が、ちっとも大変じゃなさそうな、間延びした声で発表する。

「明後日のお花見なんですが、なんか、うちのクラスだけ場所がなくなっちゃいました」

　は？　クラス全員が唖然とした。

「今日の昼休み、委員長さんがクジ引いて決めた場所が、今年は土砂崩れの危険性があるから使えないってことになってたらしくて。それで、隣の一組に交ぜてもらうって話になったんですけど……でも、お花見スペースも、さすがに二クラスで利用するとせまくなるんですよねー」

　というわけで、菅井先生は言う。

「一組と二組で戦って、勝った方がお花見の権利を獲かく得とくするということになりました」

　……どういうわけだよ、と全員が思ったことだろう。

　内心で舌打ちをする。これはどう考えても、あの僕っ娘こ理事長の仕業だろう。

　いったいなにを企たくらんでいるのか。

「ちなみに、負けた方は学校に残って自習でーす」

　えー、とブーイングが吹ふき荒あれる。

「先生も自習は嫌なんですよー。お花見に参加したいです。だからみなさん、先生のためにも頑張ってくださいねー。あ、そうそう、対決の種目を発表しなきゃですね。一組と二組、お花見争奪戦の種目は――」

　菅井先生は言う。

「――ビーチバレー対決です」







第七章　届かぬ手







　ビーチバレー対決は明日の放課後に行われることになった。

　来らい手でさん情報によれば、ビーチバレーはただの海辺のお遊びではなく、オリンピック正式種目にもなっているれっきとしたスポーツらしい。

　とは言え、今回のビーチバレー対決はあくまでレクリエーションであるため、いろいろとルールの変更があった。

　素人でも簡単にできるように、ボールはビーチボールを使用。

　指の腹でのフェイントは禁止、ブロックは一回にカウントなどの、ビーチバレー特有の反則は面倒だから却下。とにかく来たボールを三回以内に相手コートに返せば得点。

　１セット21点先取による、３セットマッチ。

　２セット取ったチームの勝利。

　なお、各クラスの代表は、厳正なる抽選の結果、一組は桜おう神がみ雛ひいなと氷こおり山やま蓮れん吾ご。二組は塔とうヶが崎さき夜よる子こと高たか橋はし涼すず希きとなったらしい。

　……なーにが、厳正なる抽選の結果だ。仕組まれたとしか思えねーよ。

　しかし、その仕組まれた偶ぐう然ぜんを、天の導きだと勘かん違ちがいして張り切る奴もいて、

「さあ、特訓を始めるわよ、高橋くん。試合は明日なんだから、時間はいくらあっても足りないわ。全すべては桜神雛を倒すために」

　放課後になるや否や、俺は校舎裏で秘密特訓をすることとなってしまった。

「……にしても、なんでビーチバレーなんだろうな」

「施し設せつを活用したいんじゃないかしら？　五年前の学園創設時に、ノリでビーチバレー用のコートを作ったらしいんだけど、ビーチバレー部に入る生徒が一人もいなかったせいで、使ったことがないそうよ」

「金の無む駄だ遣づかいだなあ」

「無む駄だ口を叩たたいてないで、早く特訓を始めるわよ」

　塔ヶ崎は鞄かばんを芝の上に置き、さっき購買で買ったビーチボールを取り出す。購買でビーチボールが売っているのが、うちの学園のすごいところである。

　ちょっとした百円ショップばりになんでも置いてあるからな。

　ふー、ふー、と塔ヶ崎はビーチボールに空気を入れ始める。ボールはちょっとずつ膨ふくらんでいく。だが、その伸張はすぐに止まった。

「はっ、はっ。はっ。ちょ、しんど……頭、くらくらしてきた」

「お前、肺活量なさ過ぎだろ」

　浮き輪とかならまだわかるけど、ボール程度で酸欠になってどうすんだよ。

「もう、無理……ギブ、アップ。あとは任せたわ……」

　蒼そう白はくな表情で言いながら、塔ヶ崎はボールを俺に寄越こした。仕方なく空気を入れようとして、ふと気づく。

　おい……。これ、完璧に間接キスじゃねーか。

　ほんの数秒前まで女子の唇くちびるが触れていた空気吹き込み口を、どうしても注視してしまう。まだ、かすかに湿っているような……。

「……塔ヶ崎。お前、やっぱ自分で膨らませ」

「はあ？　どうしてよ？」

「どうしてもだよ」

「やれやれ。見損なったわ、高橋くん。私はどうやらあなたのことを過大評価していたようね。この程度のお願いも聞けないほどに器が小さい男だとは思わなかったわ」

　顔を近づけてまくし立ててくる塔ヶ崎。フードの下の小さな唇が目に入り、つい顔を逸そらしてしまう。

　ああ、くそっ。なんで気づかねーんだよ、この馬鹿。

「……いや、お前、その、さ……」

「なによ。言いたいことがあるならはっきり言いなさい」

「……だから、このボールって、今、お前が膨らましてたよな。それを、俺が膨らましていいのか？　その……口をつけて」

「……？　……っ！」

　首を傾かしげかけるが、途中で気づいたのだろう、ビクン、と肩が跳ねた。

「……か、返しなさいっ」

　ひったくるようにボールを奪い、空気吹き込み口を袖で何度も何度もこする。

「まったく、これだから思春期の男は嫌なのよ。どうしてそういうことしか考えられないのかしら。普ふ段だんから変な妄もう想そうばかりしてるからこういうちょっとしたことでもいちいち過敏に反応しちゃうのよ。ああ、みっともないみっともない」

　念入りに拭いた後、ボールを俺に返す。

「あ、待って。中の空気もちゃんと抜いとくわ。高橋くんが『うわあ、塔ヶ崎様が吐はいた二酸化炭素だぁ……うっひょーっ！』ってなるといけないから」

「誰が二酸化炭素で喜ぶか！」

　吹き込む口を押さえ、せっかく入れた空気を全て抜いてしまう。間ま抜ぬけな音を立てながら、ボールはもとのぺたんこな状態へと戻もどった。

「よし。これならまだ耐たえられるわ。はいどうぞ」

「……耐えられるとか言うなよ。傷つくから」

　ボールを受け取り、空気を入れる。まだかすかに塔ヶ崎の成分が残ってるだろう吹き込み口に口をつけるのは少し恥はずかしかったが、これ以上過敏に反応する方がもっと恥ずかしい気もしたので、平静を装いながら口をつけた。

　俺が空気を入れている途中、塔ヶ崎はずっとこっちを見つめていた。

「……なんで見てんだよ」

「見てないわよ。自意識過か剰じような男ね」

　ぷいっと顔を逸らすが、その頬は少し赤らんでいた。







　ボールがようやくボールらしい形になったところで、秘密特訓がスタートする。

　お互たがいの実力を知るために、まずは適当にラリーをしてみることにした。

「いくわよ」

　塔ヶ崎が左手でボールを放り――そして右手をフルスイング！

　スカッ、と。右手は見事なまでに空を切った。ボールは芝に落下し、数回バウンドしてから停止した。

「お前……」

「今日は風が強いわね。私の手元で局所的な突風が吹いたわ」

　塔ヶ崎は何事もなかったようにボールを拾い、もう一度ボールを打とうとする。

　しかし、フルスイングはやはり空を切る。

「このボール、完全な球形じゃない気がする。不良品に違いないわね」

　全ての責任を自分以外に押おし付ける発言を繰り返かえしながら、何度もボールを打とうと試みるが、しかし何度やってもフルスイングはボールに当たらない。

　五回くらい空振りを繰り返すと、塔ヶ崎はぷるぷると震ふるえ始めた。

「……この、クソボールがっ！」

　気、短っ！

　ビーチボールに向かってブチ切れやがったよ。

　ボールを思いっきり地面に叩きつける。するとボールは勢いよくバウンドし、塔ヶ崎の顎あごをアッパーカットの如く打うちぬいた。

「ぎゃふんっ！」

　……リアルでぎゃふんって言う奴やつ初めて見た。ボールからのリベンジを喰くらった塔ヶ崎は、芝に倒れて顎を押さえる。ザ・自じ業ごう自じ得とくの光景だった。

「……お前、運動神経ないにもほどがあんだろ」

　俺は限りなく絶望に近い気持ちを味わっていた。どうせ大した実力ではないと思っていたが、まさかサーブがボールに当たらないとは。

　フルスイングってところが、また典型的な運動音痴だよなあ。

「こんなもん、普通に軽く打てばいいだけの話だろ」

「……ふん。あなたも凡ぼん俗ぞくなる愚ぐ民みん共と同じことを言うのね。『こんなの簡単だろ』『普通にすればできるじゃん』。そんな台詞せりふは聞き飽きたわ。こっちは普通にやってできないから失敗してるんですけど？　その辺わかってる？　脳みそ入ってる？」

　顎をさすりながら憎にく々にくしげに言う。なかなかに的を射た台詞だったので反論に困った。そりゃそうか。普通にやってできないから運動音痴なんだよな。

「んじゃ、まずはサーブの練習から始めるか。ラリーポイント制だから、サーブミスるとそれだけで得点取られるし。ほら、こうやって下から軽く打てばいいんだよ」

　ボールを手に取り、手本を見せてやる。

「ふむ。わかったわ」

　塔ヶ崎はしっかりと頷き、そしてボールを打つ。

　スカッ。

「……お前、それはひょっとしてギャグでやってるのか？」

「あなたの教え方が悪いのよ」

　悪びれもせずに言う塔ヶ崎だった。

「……ああ、もう、しょうがねーな」

　俺はがしがしと頭をかき、そして塔ヶ崎の背後に回る。後ろから抱きつくような形で、細い両腕うでを握にぎった。

「な、ちょっ」

「暴れんな。ブレザーの上から腕握るだけだ。お前の場合、強制的にフォームを叩き込まないと無理そうだからな」

「……うん」

　いや、おい。急にしおらしくなるなよ。俺だって恥ずかしいんだから。

「……だ、だから、こう、左手で軽くボールを上げて、そして右腕で、ポンって打つんだよ。フルスイングはいらないから」

「う、うん……」

　塔ヶ崎は暴れることもなく、素す直なおに俺の指示に従う。らしくもない従順な態度に調子が狂ってしまう。

　背中越しで表情はわからないが、おそらく照れてるんだろう。畜生、なんかこっちまで恥ずかしくなってきた。

　ブレザー越しでもわかる、か細い手首。腕の中にすっぽりと収まってしまいそうな、華きや奢しやな両肩。小さくて頼たよりないその姿のせいで、彼女のことを改めて異性として意識してしまう。

「あ――っぶなああああ――いっ！」

　と。

　どこからか叫さけび声が響くと同時に、俺の頭になにかが激突した。衝しよう撃げきで地面に倒れる。頭を押さえながら顔を上げると、そこには見覚えのあるスニーカーがあった。

「そこまでよっ……ってあれ？　涼希？　涼希がなんで女子に襲おそいかかってるの？」

　片足でけんけんしながらこちらに近づいてくる女子は、やはり雛だった。

「いってーな……。なにすんだよ」

「えっと……あたしは、男子生徒が女子生徒を後ろから無理やり羽交い締めにしている様子が見えたから、こりゃ助けねば、と思ってスニーカーぶっ飛ばしたんだけど」

　俺ら、傍から見たらそんな感じだったのか。

「塔ヶ崎とバレーの練習してただけだよ」

「バレー……あ、そっか。明日、あたしらと試合だもんね。なーるほど。ごめんね、早とちりしちゃった」

「ったく」

「ふん。余計な邪魔が入ってしまったようね。せっかくの秘密特訓が台無しだわ」

　塔ヶ崎は不ふ機き嫌げんそうな口調で言って、雛に詰め寄る。手には先ほど投擲されたスニーカーが握られていた。

「スニーカーの異い臭しゆうによって明日の対戦相手を再起不能に追い込もうとするなんて。《主人公》様はずいぶんとゲスな作戦を考えるのね」

「そんな作戦考えてないから！　ていうか臭くないしっ！」

「嘘うそ……。ひょっとしてあなた、自分の足の臭さに気づいていないの？」

「え？　ちょ、ちょっと、なによ、そのマジな口調……」

「人は自分の臭においには気づかないというのは本当だったようね。大変だわ。私の失言のせいで、桜神さんが自分の足の臭さに気づいてしまったわ」

「……う、嘘だよね、そんなに臭くないよね？」

「え？　あー……………うん」

「今の間はなに!?」

「大だい丈じよう夫ぶよ。せいぜい野原ひろしに匹敵する程度だから」

「それって武器になるレベルの臭さだよね！」

　基本的に人の話を信じる雛は、すごい勢いで顔色を悪くしていった。

　しょうがない。俺がフォローを入れるとするか。

「おい雛。足が臭いからって、ひろしさんを馬鹿にするなよ。映画だと、その臭いがキーアイテムになったりもするんだぞ」

「なんで涼希は野原さんの方にフォローを入れるの!?　入れるなら私に入れてよ！」

　しまった。フォローの方向を間違えたな。

「ええ？　『挿れるなら私に挿れてよ』ですって？　うわー、公衆の面前でなんて卑ひ猥わいな台詞を吐くのかしら、この女。ヤリマンだわ、ヤリマン。足の臭いヤリマンがいるわ」

　いや塔ヶ崎！

　お前、どっから下ネタ発はつ掘くつしてんだよ！

「なっ……や、やり……っ！」

　下ネタどんと来いな塔ヶ崎の発言に、下ネタ厳禁な雛は顔を真っ赤にした。

「ち、ち、違ちがうのよ涼希っ！　今の、入れてって言ったのはフォローのことで……す、涼希の……ふ、フルーツポンチを挿れてって意味じゃ……」

「わかってるよっ！　わざわざ言い訳せんでいい！」

「うふふ。臭いのは足だけじゃないのかしらねえ」

「～～～～っ！」

　あまりにも品がない台詞に、雛は顔を両手で覆ってしまう。下ネタは苦手なのに、頭の回転が早いからすぐに下ネタを理解してしまうのが、雛の難儀なところである。

　塔ヶ崎がさらなる追い打ちをかけようと前に出たので、俺はフードから伸のびてるウサ耳を握って制した。ぴたりと動きが止まる。

「もう止めろよ。フード取るぞ」

　まあ、これはあくまで脅おどしだけど。塔ヶ崎は目元を見られることを真しん剣けんに嫌がってるっぽいので、実際に取るつもりはもちろんない。

「余計な真似を……。ふんっ。やれるものならやってみなさい！」

　ウサ耳をちょっと引っ張ってみる。

「いやあっ！　ウソウソっ！　ごめんなさいごめんなさい！　止めて止めて、これからはいい子にするから許してえ！」

　効果てきめん過ぎだろ……。

　なんか、サイヤ人の尻しつ尾ぽみたいだな。これから塔ヶ崎の暴走を止めるときは、このウサ耳を握って止めるとしよう。

　そうこうしているうちに、雛が復活した。すー、はー、と深呼吸をして気持ちを落ち着かせてから、俺に話を振ってくる。

「それで、えっと……涼希は塔ヶ崎さんとバレーの特訓してたんだっけ？　二人で？」

「ああ」

「ふ～ん。じゃ、あたしもやってこっかなあ」

　雛がそんなことを呟くと、塔ヶ崎がいち早く反応した。

「秘密特訓だと言っているでしょう。邪魔だから消えてくれないかしら？」

「む……。いいじゃない。交ぜてよ」

　平然と言う雛に、塔ヶ崎は押し黙だまる。しばらくすると二人は揃そろって俺の方を見た。いや、なんで俺を見るんだよ。

「……ま、一いつ緒しよにやってもいいだろ。明日の試合はただのレクリエーションみたいなもんなんだから、敵味方でそうギスギスすることもないし」

　やった、と雛が笑う。塔ヶ崎はやはり不服そうだった。







「……塔ヶ崎。お前、とりあえずレシーブんときにガニ股になるのを止めろ」

「ガニ股？　この私がそんな下品なポーズを取るはずがないでしょう」

「いや、なってっから。見苦しい有り様になってっから」

「もしもなっているとすれば、それはガニ股ではなく――タラバガニ股ね」

「大して上う手まいこと言えてねーぞ、それ！」

「高級感溢あふれるわよ」

「悲愴感しかねーんだよ！」

　教え甲斐がないにもほどがある塔ヶ崎への指導を続けること十数分、早くも心が折れそうになっていた。

　最初は三人で適当に回そうという話になったのだが、塔ヶ崎のところで毎回止まってしまうため、やむを得ず指導を入れることになった。

「だから、こうだよ、こう！　肘ひじを曲げんな！　ガニ股になるな！」

「二つのことを一遍に言わないで頂ちよう戴だい。あちらを立てればこちらが立たずという言葉を知らないの？」

　ほぼマンツーマンのような形で塔ヶ崎への指導を続けていると、とんとん、と肩を突かれた。振り返ると、雛がもじもじと指を絡からませていた。

「……ね、ねえ、涼希。あたしにも、レシーブ、教えて欲ほしいなあ……」

「はあ？　なに言ってんだよ。俺おれよりお前の方が圧倒的に上手いだろ」

「う。で、でも……」

「中学のとき、お前、助すけっ人とでバレー部入って、地区予選二回戦止まりだったチームを県大会まで連れてったよな？」

「うう………」

「それより雛。このビーチボールって、アンダーサーブが難しくないか？　普ふ通つうのバレーボールみたいに上手く行かないんだけど」

「あ、うん。ビーチボールは普通のバレーボールに比べて軽いから、空気の影えい響きようを受けやすいみたい。だから、下から打つっていうよりは、地面と水平に真横から打つぐらいの方が上手く行くと思うよ。そこでドライブかけるようにすれば、軌道も安定するし」

「なるほど。さすがだな、勉強になるよ」

「いや～……って、違う。なんか違う、なんでこうなるの……」

　一人で頭を抱える雛だった。







「……で、やっぱりこうなるのか」

　少し離はなれたベンチに腰こし掛け、一息つく。

　向こうでは、雛が塔ヶ崎に対してマンツーマン指導を行なっていた。塔ヶ崎の不出来っぷりが、雛の指導スピリットに火を点けてしまったらしい。

　最初は「敵の情けは受けない」と言っていた塔ヶ崎も、「宿敵を倒たおすために、その宿敵に教えを求めた剣豪さんだっていただろ？」と説得したら、渋々納なつ得とくしてくれた。

　雛は俺よりも教えるのが上手いし、これが一番いい形だろう。

　二人に飲み物でも買ってこようか、と思ってベンチから立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、

「くくく、やってるねえ。こうして一生懸命になってくれると、こっちも悪巧みした甲斐があるってもんだぜ」

　百日紅さるすべり理事長が、またもやいきなり現れた。ベンチの背もたれに後ろから寄りかかるようにして、俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「……神出鬼没ですね。心臓に悪いから止めてくださいよ」

「はっはー。悪いねえ。僕ぼくは人の心臓に悪いことをすんのが大好きでよ」

　そう言うと、百日紅理事長はバレーの練習をしてる雛と塔ヶ崎に視線を移した。練習に集中しているようで、二人ともこっちには気づいていない。

「はあん。しかし、桜神雛の奴、意外にもちゃんと指導できてんな。ちょいと驚きだぜ。天才ってのは、得てして指導が下手なもんなのによ」

「あいつ、けっこう努力家ですからね」

　雛はアホみたいに努力をする。バレー部で助っ人を務めたときも「やるからには全力を尽くしたいから」と言って、部員達よりも遅おそくまで練習してたぐらいだ。

　天才の癖くせに誰よりも一生懸命なのだから、もう始末に負えない。

「ははっ。そりゃそうか。才能にかまけて努力を怠るような奴は主人公とは呼べねーもんな。そういう奴は大概スポ根漫まん画がで主人公にやられんだよ――にしても高橋。お前もお前で、けっこうやるじゃねーか。元バレー部ってわけでもないんだろ？」

「雛がバレーの練習してたときに、俺も付き合わされただけですよ」

「ふーん。付き合わされた、ねえ……」

　百日紅理事長は、やけに含みをもたせた言い方をした。

「じゃあ、塔ヶ崎と一緒になって《主人公》を倒すためにいろいろやってんのも、ただ付き合わされただけか？」

「……誰に聞いたんですか？」

「ここは僕の学園だぜ？　僕の知らねーことなんかねーんだよ」

「いや、あなた、俺の名前を間ま違ちがって覚えて――」

「あーあーっ！」

　うちの学園の理事長は、都合が悪くなると耳を塞いで騒さわぐ人だった。

　まあ、この人は《ラスボス》である塔ヶ崎には、なにかと興味を持っていたようだし、塔ヶ崎の動向をチェックしていてもなにもおかしくはないか。

「……いったいなにが言いたいんですか？」ため息混じりに、俺は言う。「流されてばっかで主体性がない奴だって馬ば鹿かにしたいんですか？」

「ああ、そうだな。もしもてめーが本当に流されてるだけだったら、だけどな」

　百日紅理事長は言う。

　こちらの心を見透かすような鋭するどい眼めが、俺を捉えた。




「本当は諦め切れてねーだけだろ？」




　息が――止まった。

「物分かりがいい振りしてんじゃねーよ。女子の頼たのみは断れないイケメン気取ってんじゃねーよ。お前が打だ倒とう《主人公》に付き合ってんのは、塔ヶ崎のためでも桜神雛のためでもねえ――自分自身のためだ。自分ができないことをやろうとする奴に興味津々ってわけだ。おいおい、自分に期待できないからって他人に期待してんじゃねーよ」

　放たれる言葉の一つ一つが、どうしようもないくらいに胸の奥を刺激する。ざわざわと、全身が総毛立つ感覚があった。

「お前は『やれやれ系主人公』でも『お人好し主人公』でもない。ただの脇わき役やくだ」

　脇役。

　主役ではない――脇役。

「おおう、いい眼だな。こえーこえー。なんだよなんだよ。悟った振りして未練タラタラ、枯れた振りして闘争心グツグツじゃねーか」

「……なにがしたいんですか、あんた」

　ベンチから立ち上がり、正面から百日紅理事長と向き合った。言いようのない不快感を押し殺し、眼前の少女を睨にらみつける。

「俺なんかを挑ちよう発はつして、あんたになんのメリットがある？」

「ん？　はっはー。思い上がんなよ。てめえの相手なんざただの暇ひまつぶしだ。僕が興味あんのは《主人公》と《ラスボス》の二人だよ。《脇役》に用はねー」

　言い切り、百日紅理事長はベンチから離れた。

「桜神雛――あいつはいいぜ。主人公度だけで言ったら、他の六人よりも上かもしれねえ。それに《ラスボス》の方も……くくっ。とにかく明日が楽しみだぜ」

　ぶつぶつと独り言のように呟きながら、俺に背を向けて去っていく。

「ま、つーわけだ《脇役》くん。明日はせいぜい、メインキャラの邪魔をしない程度に頑がん張ばってくれよー」

　視界から、スーツの少女がいなくなる。

　残された俺は、空を見上げて大きく息を吐いた。

　それから――ベンチを思いっきり蹴りつけた。







　日が暮れる前には練習を切り上げた。

　俺は雛と一緒に下校。

　塔ヶ崎は寮りよう生せいではなく実家から通っているそうなので、帰りは別だった。専属の運転手が毎日送り迎えをしてくれているとのこと。さすがは金持ちのお嬢じよう様さまだ。

「いやー、塔ヶ崎さんは実に教え甲斐がある生徒だったなあ。教えたことをまるでスポンジのように吸収……は、しなかったね、うん。せいぜい、新品のバスタオルぐらい……。あ、でも、変なクセがついてないから……いや、ついてたね。なんで未経験者なのに変なクセがついてるんだろう……」

　雛は珍妙みような生き物を発見したかのような顔つきになっていた。気持ちはわかる。塔ヶ崎の運動音痴っぷりは、『笑える』を通り越して『不可解』なのだ。

　しかし、雛の的確な指導のおかげで、ビーチバレーのスキルに限って言えば、類稀なる運動音痴から、並の運動音痴ぐらいまでスキルアップしたと思う。

　サーブが手に当たるようになっただけでも、十分過ぎる進歩だろう。

「でも雛。塔ヶ崎をスキルアップさせてよかったのか？」

「なにが？」

「敵に塩を送るような真似してよかったのかって聞いてるんだよ。俺らは一応敵だろ？　明日は戦うことになるんだぜ」

「うん。だから？」

　きょとん、としたような、心底不思議そうな表情で雛は言った。

　愚問だったか。敵に塩を送るなんて、雛にとっては日常茶飯事である。

　相手を強くすることに対して、雛はむしろ積極的だ。『どうせ戦うならより強い相手と戦いたい』『相手が全力でなければ意味がない』、という少年漫画の住人みたいな思考回路をしている奴なのである。

「明日はお互い頑がん張ろうね、涼希」

　雛は言う。

「あたし、絶対負けないから。ふふっ、楽しみだなあ、涼希と戦うのって、すっごい久しぶりだもん」

　眩まぶしいぐらいの笑え顔がおが、俺へと向けられた。

　どうしようもなく純じゆん粋すいで、狂おしいほどにまっすぐな笑顔であった。

　ここは「おう」と、ただ一言、社交辞令的な返事を述べればよかったのだろう。それだけで話は終わりだ。

　いつもならそれができた。それなのに――

「……なにが頑張ろうだよ。結果は見えてんだろ」

　俺は、こう言ってしまった。

　今日はなぜか、いつもと同じように上手く誤魔化すことができなかった。

「塔ヶ崎の実力は見ての通りだし、俺だってお前の足元にも及およばねえ。氷山の実力は知らないけど、それでも、俺らがお前に勝つ姿はイメージできねえよ」

「もーっ、涼希。そういう態度はよくないよ。勝負っていうのは、やってみないとわからないんだから」

　前向きで無邪気な台詞が、心の深いところをかき乱す。

「……本気で言ってんのかよ。本気で、俺おれ達たちが勝つ可能性があるって思ってんのか」

「思ってるよ」

　雛は迷わず言った。

　ああ――そうだよな。お前は、心の底からそう思ってんだろう。

　桜神雛はそういう人間だ。

　自分の優ゆう秀しゆうさには自覚がなく、目標に向かって進むことに迷いがない。どんな強敵が現れようとも最後まで諦めることを知らず、逆に、どんな雑ざ魚こが相手でもナメたり手を抜いたりということがない。

　なにかにつけてロースペックな塔ヶ崎相手でも。

　雛相手には一度として勝ったことがない俺が相手でも。

　桜神雛は――誠心誠意、全身全霊で迎え撃つ。

　それは本来、褒ほめられるべきことなんだろう。

　絶賛されるべきことなんだろう。

　だけど、俺は、俺は――

「……ふざけんなっ！」

　口からは絶ぜつ叫きようが飛び出だした。雛は足を止め、驚おどろいた顔でこちらを見る。

　失敗した、と思った。頭の奥おくで、やめろ、と声がする。

　でも、もう止まれない。一度溢れ始めた感情は、歯止めが利かず零れ落ちる。

「勝てるわけねーだろ。お前は……昔っからそうだよ。『どうせ最後は勝つ』くせに、いつだってどっちが勝つかわからねーって面しやがって……」

　どうせ最後は主人公が勝つんだろう。

　いつからだろう、そういう捻くれた視点で少年漫画を読むようになったのは。

　雛の戦いを――雛との戦いを、初めから結末が決まってる出来レースのように感じ始めたのは、果たしていつからだっただろうか。

「箸はしにも棒にもかからない俺ら凡ぼん人じんと対等な振りしてんじゃねーよ。特別な人間は特別な人間らしく振舞ってればいいだろ……」

「……なに言ってるの、涼希。あたしは、自分が特別だなんて思ったことないよ」

　雛は不安そうな瞳ひとみでこちらを見上げる。

　その眼は、自分と対等な存在を見る眼だった。

　肩かたを並べる存在を見る眼だった――俺はその眼を、直視することができない。

「涼希を下に見たことだって、一度もない」

「……そんなことはわかってんだよっ！」

　俺が叫ぶと、雛はびくりと身を揺ゆらした。罪悪感が胸を満たすが、それをはるかに上回る黒い感情が、全身を埋うめ尽つくす。

「……なんでお前は俺を下に見ないんだよ。見下せよ、蔑めよ、罵れよ、笑えよ、嗤えよ、滑こつ稽けいだって失しつ笑しようしろよ、才能を鼻にかけろよ、天狗になれよ、お高く留まれよ、自分は特別だって自惚れろよ……」

　こんなものはただの八つ当たりで、ただの逆ギレだってことはわかってる。

　ただの嫉妬だということも。

　もし仮に雛が才能を鼻にかける奴だったとしても、結局、俺は嫉妬と羨望で狂いそうになっていたことだろう。

　どうしたって優秀な者を恨まずにはいられない、哀れな凡人。

　誰だれかの成功を喜ぶよりもまず先に妬み、誰かの失敗を悲しむよりもまず先に喜ぶ。

　けれど嫌いやな奴だって思われたくないから、みんなの前では成功者を讃え、失敗者に同情する振り。

　ちっぽけな自尊心を維持することしか考えていない、救いようがない存在。

「……どうしてそういうこと言うの？」

　今にも泣き出しそうな表情で、雛はぽつりと言った。

「……涼希は、ずっとそんな風に思ってたの？　特別とか、特別じゃないとか、天才とか凡人とか、そんなこと考えながらあたしと一緒にいたの？」

　違う、と言いたかった。

「そうだよ」

　言えなかった。

　雛はぎゅっと唇を噛み締める。

「……特別扱あつかい、しないでよ」

　俯いたままそう言うと、雛は一目散に駆けていった。

　彼かの女じよの想おもいが凝縮されたその言葉が、胸の奥を締め付ける。

　雛は自分が特別視されることをひどく嫌う。

　けれど優秀な彼女は、周りから特別扱いされることが多かった。「やっぱり私らとは持ってるものが違うね」「住む世界が違うよ」周囲の連中は賛辞のつもりでそんな台詞を吐いていたのだろうけど、それは彼女にとって、素直に喜べる褒め言葉ではなかった。

　俺は、そのことを誰よりも知っていたはずなのに――

　でも。

　でも、雛。

　特別な奴が『自分は特別じゃない』なんて言い出したら、特別じゃない奴はどうしたらいいんだよ。

　才能がないんじゃなくて、努力が足りなかっただけなのか？

　親のせいでも環かん境きようのせいでもなく、ただ自分が悪いだけなのか？

　失敗も敗北も、全てが自己責任だっていうのか？

　そんなの――辛すぎるじゃないか。

　才能をよこせとは言わない。

　ただ――言い訳する権利をくれ。

　自分は選ばれなかったからしょうがない、と。

　神を恨み、世界を呪い、言い訳を繰くり返しながら自分を慰める権利だけをくれ。







第八章　ビーチバレー対決







　俺が悩もうが考え込もうが時計の針は残酷なほど正確に時を刻み、気が付けば翌日の試合の時刻を迎えようとしていた。

「……そういや、『ビーチ』バレー対決だったんだよな」

　誰もいない更こう衣い室しつでハーフパンツの水着に着き替がえた後、再確認するように呟つぶやいた。

　ジャージでいいと思うんだが、クラスではいつの間にか『水着着用は絶対』という空気ができあがっていた。そのため、購こう買ばいで慌あわてて水着を購入するハメになった。

　携けい帯たいで時刻を確認すると、午後三時半を過ぎたところだった。試合開始は四時なので、まだ少し時間がある。

「…………」

　雛ひいなとは、昨日から一言も話していない。朝は別々に登校したし、メールも電話もしていない。どんな顔をして会えばいいのかわからない、というのが正直な心境だ。

　もしかしたら――本気で失望されてしまったかもしれない。

　後悔ばかりが胸に募り、自分の体がひどく重かった。どうしようもなく気分が沈しずんでいる。どう考えても水着でビーチバレーをするテンションじゃない。

　もう帰っちまおうか、なんて考えていると、鞄かばんで携帯が震えた。

　塔とうヶが崎さきからのメールだった。

『助けて。今すぐ女子更衣室に来て。来ないと死ぬわよ』

「……はあ？」

　なんだこのメールは？　救援メール？

　意味はわからないが、とりあえず返信してみる。

『なんでだ？　理由を言えよ』

　すぐに返信が来た。

『いいから、早く』

『女子更衣室に行けるか。俺は男だぞ』

『大丈夫、今は誰もいない。桜おう神がみ雛も着替えて出てった。一生のお願いだから来て』

　一生のお願いって……。

　少し逡巡した後、俺は上にジャージを羽織って、更衣室を出た。







　覗き防止のためなのか、男子更衣室は女子更衣室と少し離れている。

　とりあえず女子更衣室が視認できるところまでやってきた俺は、きょろきょろと周囲を確認する。が、きょろきょろしてた方が逆に怪あやしい気もしたので、腹をくくってドアのそばまで近づいた。

　幸い、周囲に人の気配はなかった。

『着いたぞ』

「た、高たか橋はしくん……？　いるの？　早く、早く中に入ってきて」

　メールを送ると、更衣室の中から震えた声がした。高い位置にある換気用の窓が少し開いていて、そこから声が漏もれているのだ。

「はあ？　なに言ってんだよ。男の俺が入れるわけねーだろ」

「大丈夫よ。誰もいないから、早く……」

「どうしたんだよ。なにがあったんだ？」

「蛙かえる」

「は？」

「蛙がいるのよ……。ドアのそばに。どこかから入ってきたみたい。ああ、こっちを見てるわ。ひいい、気持ち悪い……。お願いだから早く追っ払ぱらって頂戴……」

　そんだけかよ。

　今にも死にそうなメール送ってくるからなにかと思えば……。あー、そういや、苦手だって言ってたな。見るのも嫌だとか。

「なんで男の俺に頼むんだよ。誰か他の奴に頼めって」

「だって、私、この学校で連絡先知ってるの、高橋くんしかいないから……」

　そんな寂しいことを言われてしまっては、放っておけるはずもなかった。

「……待ってろ、誰か女子呼んでくるから」

「いや。置いてかないで。もう無理。これ以上耐えられない。今すぐなんとかして。死ぬ。吐はく。漏れるぅ」

「…………ああ、もう！　わかったよ！」

　これでもかってほどに念入りして周囲を確認してから、そっとドアを開いた。

　足元には確かに蛙がいた。緑色の小さなアマガエル。開いたドアの隙すき間まから、蛙は勝手に出て行った。わざわざ手を下すまでもなかったようだ。

「おい、いなくなったぞ」

「……本当？」

　ああ、とため息混じりに頷うなずいてから、俺は塔ヶ崎の方を向く。

「……本当のようね。うふふ。爬虫類の分際で哺乳類に楯突く愚か者は消えたわ。まあ、本当は全然怖こわくなかったけどね。人間様が爬虫類ごときに屈するはずがないのよ」

　蛙は両生類だよ、といつもなら突っ込みを入れただろう。でも今は、そんなことも忘れて見入ってしまっていた。

　久しぶりに見る、塔ヶ崎夜よる子この素す顔がお。やはり、かわいい。思わず目を奪うばわれるほどの美貌である。

　そして――一糸纏わぬ裸体。

　生まれたままの塔ヶ崎が、俺の目の前に立っていた。

「……な、が、ばっ。おまっ！」

　アホみたいに動揺した俺は、うまく言葉を紡げない。しかし焦あせった様子だけは伝わったようで、塔ヶ崎はすぐにハッとして、表情を硬直させた。

　雪のように白い肌はだが一気に紅潮し、ひぁ、と小さい悲鳴が上がって、

「や、やんっ！　み、見ないでぇっ！」

　塔ヶ崎は、素早く両手で隠かくした。

　両眼を。

　すなわち、全裸で両眼を隠した少女の出来上がり。

「――って眼を隠すのかよっ！　胸と股を隠せっ！」

　だああ！　違う、突っ込んでる場合じゃねえ！

　俺は急いでドアを閉めた。呼吸を整え、高鳴ってる心臓を必死になだめる。換気用の窓からは、「……呪ってやる」と泣くような呻うめくような声が聞こえてきた。

「……なんで全裸なんだよ。俺を呼ぶんならなんか着てろよ」

「しょうがないでしょう。全部脱いだところで、蛙が現れたんだもの」

　気落ちした声でありながら、強い恨みを感じさせる口調で言う。

「……よくも私の秘部をまじまじと眺ながめたわね。嘘が実になるとはこのことだわ」

「いや、これは事故……あー、ごめん。悪かった」

　不可抗力とは言え、ここはやはり俺が謝あやまるべきだろう。

「……まあ、いいわ。一生根に持つけど、許してあげる」

「それ許すって言わねーよ」

「男として責任を取りなさい」

「責任って」

「もしも私がお嫁にいけなかったときは、毎月生活費だけ送り込んでね」
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「やだよ！　なんで金だけ送って養わなきゃならないんだよ！　そんなことするぐらいだったらお前と結婚するわ！」

「え？」

　あ……。やべ。なに言ってんだよ、俺。もう駄だ目めだ。動揺しまくって突っ込みまでおかしくなってる。

「……ふん。あなたなんかお断りよ」

　五秒ほど沈ちん黙もくがあってから、塔ヶ崎は強い声で言った。がさごそ、と物音が聞こえ始める。着替えを再開したらしい。

「……そういやお前、水着んときは、眼、どうやって隠す気だ？　フード被んのか？」

　沈黙が気まずかったので、とりあえず会話を試みる。

「いいえ。ゴーグルを使うつもりよ」

「ゴーグル……ああ、料理対決んときにしてたやつか」

「いいえ。今度のは、スポーツ用のオシャレなものよ。サングラスみたいに光を反射するタイプだから、私の眼や視線は隠せるわ。だから……なんとか耐たえられると思う」

「そういうもんなのか」

「相手と目さえ合わせなければたぶん大丈夫よ――それに、これは作戦でもあるのよ」

「作戦？」

「知らないの？　ビーチバレーという競技は、日差しの影響がすごく大きい競技なのよ。だからこのミラータイプのゴーグルは、非常に役立つアイテムとなるわ」

「なるほど……うん。いい作戦だな。おいおい、本当にいい作戦だよ」

　まさか塔ヶ崎が普通にいい作戦を思いつくとは。

　軽く感動したぞ。

「うふふ。もっと褒めなさい。もっともっと褒め称えなさい。ほら、ちゃんとあなたの分も用意してあるから」

　すると、窓からゴーグルが落ちてきた。手に取って、首にかけておく。

　俺は素す直なおに感心していた。塔ヶ崎は塔ヶ崎なりに、自分のコンプレックスを克服しつつ、戦況を有利に持っていくための策を練っていたらしい。

　桜神雛に勝つために。

《主人公》に勝つために。

「なあ、塔ヶ崎。ずっと聞きそびれてたことがあんだけどさ」

　俺は問う。問わずにはいられなかったのだ。

「どうしてお前は――《主人公》を倒したいんだ？」

　何度も何度も打ちのめされたのに――何度も何度も敗北したのに。

　どうしてそれでもなお、敵愾心を燃やし続けることができるんだ？

「なによ今いま更さら。言ったでしょう。ムカつくからよ。ただ、それだけ」

　塔ヶ崎は素っ気なく言った。

　言いたくない、ということなのだろうか。それとも、本当の本当に、それが本心なのだろうか。

「私は、自分以外の人間がちやほやされているのが腹立たしい。他人の成功を素直に喜べる奴やつが理解できない。この世界が私のために回らないことが――許せない」

　それは――清すが々すがしいくらいに器が小さい意見だった。

　しかし、共感してしまう自分もいた。似たような考えは俺も持っている。

　この世界の主役に対する、憎悪にも似た劣等感――

「そういえば私も言いそびれていたことがあったわ。いい機会だから、今言っておく」

「なんだよ」

「もう、一ヶ月近く経つのよね。高橋くんに声をかけてから」

　その言葉に、初めて塔ヶ崎と出会ったときのことを思い出す。夕日に照らされた桜並木の道で、ラスボスの如き風格を持った少女に出会った日のことを。

「実は、ね……」

　塔ヶ崎は、そこで迷うように言葉を溜めた。

「実は――私があなたを仲間にしようと思ったのは、あなたが、桜神雛の幼おさな馴な染じみだったからなのよ」

　怯おびえたような声だった。俺は、うん？　と首を傾かしげてしまう。

「いや、知ってるけど」

　第一印象からそう思っていたけど。

「……え。あ、あれ？　嘘うそ……。どうして？」

「どうしてって……お前が俺を仲間に誘う理由、他になにがあるんだよ。じゃ、逆にお前、俺がどう思ってるって思ってたんだ？」

「『う、うわああ、女子から声かけられちゃったよぉぉ……。ひょっとしてこれがモテ期!?　こいつ絶対俺に惚れてんだろっ！』って愉ゆ快かいに勘かん違ちがいしてると思ってた」

「俺はどんだけおめでたい奴なんだよ！」

　勢いよく突っ込み、それから盛大に溜息を吐いた。

　つまり今のシーンは、塔ヶ崎が隠し事を止めようとした素す晴ばらしいシーンなんだと思うが……本当、ズレてるっていうか、抜ぬけてるっていうか。

「安心しろ。勘違いはしてないし、思い上がってもいねーよ。お前が執しゆう着ちやくしてんのが雛だってことは、ちゃんとわかってるから」

「待って。違ちがうの」

　塔ヶ崎は少し慌てた様子で言う。

「最初は、そうだったのよ。桜神雛の知り合いだったからっていう、ただそれだけの理由だった。でも――」

　そこで言葉が止まった。塔ヶ崎は小さく息を吐く。

「戦いの前にする話ではなかったわね」

　更衣室のドアが開き、小こ柄がらな少女が現れた。

　スクール水着にミラータイプのゴーグル。

　なんともシュールな有り様だったが、戦闘準備は万全のようだった。

「話の続きは、この戦いに勝ってからにしましょう」

「微び妙みように死亡フラグっぽいこと言うな」







『さあ！　始まりますよ、始まっちゃいますよ！　第一回、一組対二組、お花見場所争奪ビーチバレー対決ぅっ！　実じつ況きようはわたくし、言わずと知れた《解説役》、来らい手でめがお送りいたします！』

　五十メートルプールの脇わきにあるコート。ノリで作ったはいいが、一度として活用されることはなかったらしい施し設せつである。

　砂が敷き詰められたコートの周りには、一、二組の生徒がギャラリーとして集まっていた。その一角にはテーブルとマイクが設置されていて、来手さんがいつだかのようにマイクを片手に張り切っている。

『《解説役》っつーぐらいですから、是が非でも解説を務めたいところなんですが、本日はゲストがいらっしゃいますので、泣く泣くその方に解説を譲ることになりました。それでは解説をやってくれるビックゲストのご紹しよう介かい、百日紅さるすべり千秋楽てぃあら理事長でーっす！』

『ハロー、ガキ共、キャラ立ってるかい？』

　来手さんの隣となりには、得意顔の百日紅理事長が座すわっていた。

『いやー、まさか理事長に来ていただけるとは夢にも思いませんでしたよ』

『はっはー。面おも白しろそうだから、暇つぶしに来てやったぜ。なーに、ざわつくなガキ共。なんもしやしねーよ。今日の僕はただの解説役だ。ついでに来手ちゃんには、本物の解説役ってのを見してやんよ』

『ハハー。よろしく、ご指導ご鞭べん撻たつのほどを』

　楽しげに言葉を交かわす、実況と解説の二人。テンションが高いキャラ同士、波長が合うのかもしれない。

『待ちに待ったビーチバレー対決。本日は天侯にも恵まれて――と言いたいところですが、微妙に曇っちゃいましたねー』

『いやあ、でも、逆にビーチバレー日和っても言えんだろ。日差しがキツいとやりづれーからなあ』

　実況と解説のそんなやり取りを聞きながら、プールの裏に待機していた俺は、隣に立つ少女に声をかける。

「なあ、塔ヶ崎……。俺、ゴーグル外していいか」

　ゴーグルをきっちりと着用した塔ヶ崎は、小さく「うん……」と頷いた。シュン、という効果音が聞こえそうなくらいに落ち込んでいる。

　ゴーグルを外し、首にかけてから空を見上げる。全然眩しくない。いい具合に曇っている。珍めずらしくいい策を考えたと思ったらこれか。『持ってない』にもほどがあるわ。

『さてさて。それでは選手入場でーっす。まずは一年一組代表、桜神雛ちゃんと氷こおり山やま蓮れん吾ごくんのペアー。はいはいみなさーん。撮影は禁止ですからねー』

　実況を受け、少し離れた位置に待機していた雛と氷山が歩いて行く。

　氷山は俺おれの隣を通り過ぎる際、

「《脇役》の実力、しっかりと見せてくれよ」

　と嫌いやみな台詞せりふを残していった。うざい奴だと思うが、それだけだ。俺の意識は、その後ろを歩く、ビキニを着用した雛へと向いていた。

「涼すず希き」

　俺の近くまで歩いてくると、雛ははっきりとした声で言った。

「本気で戦おう」

　昨日の一件に対する後ろめたさから、俺がなにも言えずにいると、雛はまっすぐ俺を見つめながら、迷いなく言葉を続けた。

「あたし達たちは――戦うことでしかわかり合えないから」

「……どこのバトル漫画だよ」

　俺は逃にげるように目を逸そらした。雛は塔ヶ崎に視線を移す。

「塔ヶ崎さんもね」

「上等よ」

《主人公》と《ラスボス》の間で、静かに火花が散る。

《脇役》は、それをただ横で見ていた。







　選手入場のセレモニーが終わり、選手達は靴を脱いでコートに立つ。砂が足の指の間に滑りこむ独特の感覚。昔、家族で海水浴に行ったときのことを思い出した。

　こんなところでの運動は未経験だが、それは相手も同じはず。視界の隅すみっこで塔ヶ崎が顔面からずっこけていたが、それは見なかったことにしよう。

『それにしても解説の百日紅理事長。今は四月で春なわけですけど、こういうときに見る水着ってのもなかなかいいもんですねー。季節を先取りした気持ちですよ』

『そうだなー。ラノベだと三、四巻の水着回になんないと見れない水着を一巻から見れたようなお得感だぜ』

『塔ヶ崎選手はスクール水着ですね。学校という場所じゃむしろ正装であるはずなんですけど、なぜかマニアックな感じがするのはなぜでしょう』

『んなことより桜神雛だよ。なんだあの凶きよう悪あくなおっぱいは。半分でいいから僕に寄越せよマジで」

　親父臭い実況に、雛は頬ほおを赤らめ、慌てて胸を隠した。そのかわいらしい有り様に、ギャラリーが一気に湧く。

　コートの中では、約一名、爆発的な殺気を噴き出す奴がいた。

「……ふん。いい気になっていられるのも今のうちよ」

　左手にボールを抱かかえたまま、憎にく々にくしげに呟く。

　コイントスの結果、サーブ権はこちら。そうしたら塔ヶ崎が「私が先に打つ」と言って聞かなかったので、俺が譲ってやった。

「それでは試合を始めます」

　審判役に任命された一組の女生徒が、持っていたホイッスルを吹いた。

　塔ヶ崎が左手でボールを放ほうる。

「桜神さん。私達の戦いに終止符を打ちましょう」

　身を竦すくませるような妖よう艶えんな声が、戦場に響き渡る。

　ゴーグル越しの視線は、相手コートの宿敵へと向けられていた。




「見せてあげるわ――真の絶望というものを」




　スカッ。

　塔ヶ崎の右腕うでは、見事なまでに空を切った。完全なる振ふり遅れ。つーかもう、ボールが砂浜についてから振ってたレベル。

　ボール放ってから長々としゃべるからだよ、馬ば鹿か。

　マジで真の絶望だわ。

　周囲は時が止まったように静かだった。誰だれ一人ひとりとして言葉を漏らさない中、審判の子が思い出したように、ぷひぃ～、と弱々しいホイッスルを響かせた。

　ファーストポイントは、サーブミスによりあちらの得点。

　０対１

　幸先が悪いったらありゃしねえ。







第九章　覚醒







　９対21

　それが第一セットのスコアだった。

「……くそ」

　ベンチに腰こし掛かけた塔とうヶが崎さきは、小さくそう漏らした。呼吸は荒あらく、肩で息をしている。選手四人の中で、一人だけライフゲージが赤になっているようだった。

「ほら。これ飲んどけ。脱水症状になるぞ」

　俺は用意しておいた飲み物を差し出す。塔ヶ崎は黙だまって受け取ると、ちびちびと飲み始めた。

　第一セットを戦った上での俺の感想は、思ったよりは試合らしくなったな、というものだった。

　相手との実力差は、９対21というスコア以上だろう。雛ひいなの実力は頭ひとつ抜けているし、氷こおり山やまはスポーツ経験者だけあって、なかなかの運動神経だった。

　しかし――この競技は運の要素が非常に強い。ただでさえ風の影えい響きようを受けやすい屋外のビーチバレーを、よりにもよってビーチボールでやっているのだ。どんな実力者でもミスが多くなる。

　そのため、そこまで悲ひ惨さんな結果となることはなかった。

　つまり今回の対決は『大番狂わせをギャラリーに期待させる』という点において、エンターテイメント性だけは非常に高いと言える。

　百日紅さるすべり理事長がどこまで計算していたのかは知らないが、おかげ様で、ギャラリーは楽しく試合を観戦していたようだ。他の競技だったら、手て抜ぬきができない雛によって、圧倒的大差でケリがついていたことだろう。

　しかし、いくら運の要素が強いと言っても、絶対的な実力差が埋まるほどではない。クラスのみんなには申し訳ないが、第二セットを取るのは正直無理だろう。

　そんな風に結論付け、俺は諦観の息を零した。その瞬しゆん間かん、

「……あなた、本気で戦ってる？」

　と、鋭するどい声が耳に刺さった。

「なに言ってんだよ。本気でやってるに決まってんだろ」

「やる気が感じられないわ。相手の喉のど元に喰くらいついてでも勝とうっていう気概がね」

「……ふざけんな。二回に一回サーブミスってる奴にだけは言われたくねーよ。お前のレシーブミスを、俺が何回フォローしたと思ってんだ？」

「知らないわよ、そんなこと」

　息も絶え絶えなのに、塔ヶ崎の口調には有無を言わせぬ迫力があった。

「私の足だけは引っ張らないで頂ちよう戴だいね」

　誰がどう見ても引っ張んてんのはお前の方だろ、と思ったが、俺はなにも言い返すことができなかった。

　どこまでも貪欲に勝利を求める塔ヶ崎の態度に、気圧されてしまったのだ。

　どうしてこいつは、これだけの実力差を目まの当あたりにしてもまだ諦あきらめないのだろう。

　ただの馬鹿なのか、それとも――

　ピーッ、と休きゆう憩けい終しゆう了りようの合図が鳴る。

　第二セットが始まった。







　たとえ塔ヶ崎が相手の喉元に喰らいついてでも勝とうとする気概を持っていたとしても――仮にその気概がほんの少しでも彼女の力を後あと押おししているのだとしても、それでも彼女の実力は、選手四人の中で明らかに劣っていた。

　第二セットも第一セットと変わらず、塔ヶ崎のミスがそのまま失点に繋がることが多かった。俺が必死になってフォローに回ったところで、全すべてはフォローし切れない。

　別に――手を抜いているつもりはない。

　本気で戦っている。全力で戦っている。

　しかし、『勝つ』とは思っていない。

　どうしたって思えない、思えないんだ。

　俺には――どうしても。

　試合は滞りなく進行していく。滞りなく、俺達の敗北に向けて、進行していく。

　しかし、スコアが１対５でこちらが劣勢の中。

　予想外の事態が起こった。

　塔ヶ崎のへなちょこサーブが、偶ぐう然ぜんにもネットに当たって相手コートに入ろうとした。

　バレーでは、テニスと違ってサーブのネットインが認められている。ネットしたボールに向かい、近くにいた氷山が駆け出したとき――

　がくっ、と氷山の膝が折れた。そのまま体勢を崩し、砂浜に豪ごう快かいに倒れる。

「……ぐ、ああああああ」

　低い呻き声が上がる。氷山は起き上がることができず、右の膝を抱えてうずくまっていた。その表情は激痛に歪ゆがんでいる。

「氷山くんっ！」

　雛が慌てて駆け寄った。

「……痛ぅ。ああ……悪りぃ、桜おう神がみ。やっちまった……、はは……」

　膝を押さえながら、氷山は口元を皮肉っぽく歪め、乾いた笑えみを漏らす。明らかに無理をしている笑え顔がおだった。

　不意に思い出す。氷山蓮れん吾ごのバックグラウンド。

　足の怪け我がが原因で、小、中と打ち込んできた野球を断念したということ。

『おーい。誰か肩貸してやれ』

　ギャラリーのざわめきを切り裂くように、百日紅理事長の硬い声が響ひびいた。

『大だい丈じよう夫ぶか、氷山。なんだったら、救急車呼ぶぞ』

「……理事長。あー、大丈夫っスよ。もう慣れてっから、自分でわかるんで」

『中二んときの練習試合で、ホーム突入のクロスプレーの際に、左膝、前十字靭帯断裂……だったっけか』

「よくご存じで……はあ、くっそ。レクリエーション程度のスポーツなら大丈夫っつー話だったんだけどな。柄にもなく張り切っちまったよ……」

　コートに入ってきた二人の男子生徒に肩を借り、氷山は立ち上がる。

「ほんと悪りぃな、桜神」

「ううん、大丈夫。気にしないで」

　男子二人に肩を借りながら、氷山はコートから退場した。大丈夫だろうか、と心配になって眺めていると、一いつ瞬しゆんだけ、彼と目が合った。

　背筋がぞくりと震ふるえる。

　氷山は――まるで氷のように冷たい瞳をしていた。

『こ、これは大変なことになってしまいましたね……。氷山くんの古傷が再発してリタイアだなんて……えっと、この場合どうなるんでしょうか』

　ギャラリーがざわつく中、実況の来らい手でさんは、今回の主催者的な立ち位置にいる理事長に意見を求めた。

『どうにもこうにも――続行だよ。怪我人の負傷退場なんて、プロの試合でもスポ根でもよくあることだろ？』

　試合は続行らしい。となれば、氷山の代わりに誰か一組の生徒が代理で入って、２対５のスコアから再スタートとなるのだろう。

　雛が「じゃあ、誰だれか代わりに」と、一組の生徒の方へ歩いたとき、

「代理は認めないわ」

　後方から、淡々とした冷徹な声が響いた。

「なに当たり前のように代理を出そうとしているの？　代理が可能なんてルール、こちらは聞いていないわ」

「おい、塔ヶ崎」俺は慌てて彼女に詰め寄る。「この場合はしょうがないだろ。あっちは怪我人が出てんだから」

「怪我人？　証しよう拠こはどこにあるの？　負傷退場は彼の嘘だったという可能性もあるでしょう？　代理で上う手まい奴を入れるための作戦なのかもしれないわ。怪我と認めて欲ほしいのなら、医者の診しん断だん書でも持ってきてもらわないと」

「……どんなレベルのイチャモン付けてんだよ、お前」

「イチャモンでもなんでもないわよ。テニスや卓球のダブルスでは、選手のどちらかが試合続行不可能となったら、その時点で棄き権けん扱あつかいとなるはずだけれど」

「そりゃ公式戦の話だろ」

　塔ヶ崎に糾きゆう弾だんされた雛は、助けを乞うような視線を百日紅理事長へと向けた。

「ど、どうなるんですか？」

『うーん。この手のイレギュラーは、相手の許可がねーと通らないっつーのがセオリーだかんなあ。相手が駄目って言うなら、残念だが代理は認めらんねーな』

「そんな……」

『ま、さすがに棄権扱いにするつもりはねーよ。桜神。お前一人で試合を続けることだけは認めてやる』

　直後、一組の生徒達たちが騒さわぎ出だした。自分達に不利な判定が下ったのだ、抗こう議ぎや野次は当然だろう。

「……あー、みんな、落ち着いて落ち着いて」

　雛はクラスメイトに向けて、柔らかな笑みを浮うかべた。

「塔ヶ崎さんの言うことも、一応筋が通ってるからね。普ふ通つうの試合だったら、代理なんか認められないし」

　でも、と雛は言う。

「大丈夫。あたしは最後まで諦めないから」

《主人公》の眩まぶしい笑顔に、ギャラリーは渋々納なつ得とくする。

　こうして、一対二、という変則マッチが始まった。







　とは言えしかし、ビーチバレーを一人でやるというのは、土台無理がある。

　バレーは、同じ選手が連続でボールに触れない。

　つまり雛は、全てのボールを一回のタッチで相手に返さなければならないのだ。

　レシーブはこっちにチャンスボールを返すことしかできないし、セッターがいないからアタックを打つことも不可能。彼かの女じよにできることと言えば、拾って拾って拾いまくり、こっちのミスを待つことだけだった。

　その結果は――21対13

『第二セットは高たか橋はし、塔ヶ崎コンビに軍配が上がりましたね。解説の百日紅理事長。さしもの桜神選手と言えど、この変則マッチは厳しかったということでしょうか？』

『つーかむしろ、あそっから一人で八点も取った桜神を褒ほめるべきだろ。ダイビングレシーブ一回で相手コートに返球とか、なかなかできる奴いねーぞ』

『なるほど。やはり桜神選手の運動能力の高さは見事としか言いようがないですね』

『んま、相手のミスに助けられたってのもあるけどな。相手のミスっつーか、九割以上塔ヶ崎個人のミスだけど』

『ミスが多い塔ヶ崎選手に対して、高橋選手は堅けん実じつなプレイスタイルですね。今のところ、目立ったミスもありません』

『見てる分にゃクソつまんねースタイルだけどなあ。常に必ひつ殺さつ技わざ打つようなテンションではっちゃけてる塔ヶ崎の方が見てて楽しいぜ』

　実況席が試合を振り返かえる中、選手の三人はベンチで束の間の休きゆう憩けいを取っていた。

　相手側のベンチには雛がどっかりと座っている。珍しく息が上がっていた。本来なら二人で守るべきコートを一人で守っている上、しかも足場は慣れない砂地。体力の消費が激しいのは当然だろう。

　しかし――なんとも後味の悪い戦いだ。

　公開処刑をしているような気分になる。

　嫌けん悪お感を抱いだいているのはギャラリーも同じようで、第一セットまでにあった盛り上がりは全て消えていた。

　あるのは、非難と不満の感情。代理を認めないと主張したこちら陣じん営に対する、フラストレーション。敵である一組はもちろんのこと、二組の奴らも手放しにはこの状じよう況きようを喜べずにいる。

　こんな勝負に勝ったところで、こちらが『勝った』と思う奴はいないだろう。

　当然ながら俺も思えない。

　試合に勝っても――勝負に勝ったとは思えない。

「余計なことを考えないことね」

　ふと、隣に座る塔ヶ崎が言った。かなり辛そうな声だ。コート上で誰よりも動いていないのに、誰よりも疲れている様子である。

「あの女はまだ勝負を諦めてない。一瞬でも気を抜けば、喰われるのはこちらよ」

　……だからぁ、明らかに俺の足引っ張ってるだけのお前が、なんでそういうかっこいい台詞を言っちゃうんだよ。

　まあしかし、不本意ながら的を射ている。

　眼めを見ればわかる。雛はまだ勝負を諦めていない。

　先ほどまでの塔ヶ崎と同じように。

　似ているな、と思う。

　桜神雛と塔ヶ崎夜よる子こ――《主人公》と《ラスボス》。

　謙虚きよハイスペックと傲ごう慢まんロースペック――明るい人気者と暗いぼっち。

　王道を征く者と邪道に徹する者。

　鏡に映したように好対照であり正反対である二人だが――やはり鏡に映したかのように、よく似ている部分もある。

　どちらも――諦めだけは異常なほどに悪い。

　ホイッスルが鳴り、休憩が終わる。

　そしてまた――公開処刑が始まった。

　俺が雛のいないところを狙ねらってサーブを打ち、それに雛がダッシュで追いつき両手でレシーブ。上がってきたチャンスボールを、ネットに詰つめていた俺が、ひょい、と空いたスペースに落とす。

　雛が驚きよう異い的な瞬発力を発揮してダイビングレシーブ。通常なら歓かん声せいが上がるファインプレイだが、結局上がってくるのはただのチャンスボールだ。俺がもう一度空いたスペースに落とせば、体勢を崩した雛はどうやったって追いつけない。

　第二セットから繰くり返されている、俺おれ達たちチームの勝ちパターンだった。

　……塔ヶ崎なんもしてねーじゃん、とか突っ込んじゃいけない。

　勝ちパターンが繰り返され、スコアは５対０となっていた。

　もう諦めろよ。心の中で何度そう思ったことか。それでも雛は決して諦めず、必死でボールに食らいついていた。

　そのとき。

「……頑がん張ばれ」

　静まり返るギャラリーの中で、誰かがぽつりと呟つぶやいた。

　その呟きを皮切りに、「そうだ、頑張れ桜神！」「諦めんなー」「頑張って桜神さん！」「負けんなよ！」と、次々と声せい援えんが上がった。

　割れんばかりの声援が、雛へと向けられる。

『……こ、これは、どういうことでしょう』

『はーっはっはっは！』百日紅理事長は楽しげに笑うと、マイクを切って俺や来手さんにだけ聞こえる程度の声で言った。「簡単だろ。桜神雛の懸命な姿が大衆の心を動かしたんだよ。やってくれるぜ、さすがは《主人公》ってとこか」

　雛一色となった声援が、鼓膜に突つき刺ささる。

　よくよく見てみると、一組の生徒はもちろんのこと、二組の生徒までもが、雛の応おう援えんに回っているようだった。

　おいおい、さすがにちょっとひどくないか。

　そりゃ元々景品はお花見程度で、つーかそもそも、俺らはまだ入学して一ヶ月程度の付き合いだけど……だからって土壇場で裏切ることはないだろう。

「……んだよ、これ」

　手に持ったボールを強く握にぎった。完全に悪役になった気分だ。上手く飲み下せない不快感を抱きながら、俺はサーブを打った。

　雛がレシーブ。俺はネットに詰めて、上がってくるチャンスボールを迎え撃つ。

　さっきと同じ勝ちパターンだ。

　結果は変わらない。

　だいたい、応援されたぐらいで強くなるんだったら誰も苦労しな――

「――っ！」

　ハッとする。すっかりと失念していた。

　自分が今、戦っている相手のことを。

　世の中にはいるんだった。

　応援されたぐらいで強くなる奴が――

「……はああああ――っ！」

　気高い雄叫びが耳を劈く。

　ネット際、ボールを打とうとジャンプした俺の目の前に――雛がいた。

　嘘だろ。

　こいつ、ボールを追い越しやがった！

　いくらビーチボールのスピードが遅おそいとは言え――いくら自分でレシーブした山なりのボールだとは言え、人間が砂地でそこまでのスピードを出せるもんなのか。

　突とつ然ぜんの事態に、俺の体は全く対応できない。ただただ、さっきまでと同じようにボールを打ってしまう。

　そのコースではすでに雛が構えていて――雛は、俺の打ったボールに向かってフルスイングをする。

　アタック気味に打ったボールを――そのままアタックで返す。

　打ち下ろされたビーチボールは、鋭い弾道を描いてコートに突き刺さった。

「はぁー、すっきり！　やーっと思いっきり打てたっ」

　奇き跡せきとしか思えないプレーの連続で観客が水を打ったように静まり返る中、雛は屈託のない笑顔を浮かべていた。ネット越しに俺を見つめてくる。

「こっちのコートにはトスを上げてくれる人がいないからね――だから、そっちに上げてもらうことにしたわ」

　度肝を抜かれる、とは、こういうことを言うのだろう。

　自陣にセッターがいないからと言って――まさか相手チームのアタッカーをセッターとするなんて。

「……お前、わかってたのかよ。俺が、どこに打つか」

　そうじゃなきゃ、アタックをアタックで返すなんて離はなれ業ができるはずがない。

「長い付き合いだからね。子供の頃ころから、ずっと一いつ緒しよに遊んできたし。だから、涼すず希きの動きだったら、なんとなく読めるよ。時間はかかっちゃったけどね」

　時間……ああ、そうか。

　雛は、第二セット以降、ずっと俺の動きを観察していたのか。

　俺が「公開処刑だ」とか「後味の悪い勝利だ」とか、くだらないことを考えながら漫然とプレーしている間に、雛は一瞬足りとも勝利を諦めず、虎視眈々と逆転の機会を狙っていたのだ。

「……ははっ」

　俺は乾いた笑みを漏もらし、ぺたんと砂浜に腰こしをついた。

　駄だ目めだこりゃ。

　勝てるわけねえ。勝てるわけねえよ。

　ぼんやりと顔を上げ、凛然と佇む雛をネット越しに見上げる。ネットの向こう側は、別世界のように思えた。

　ギャラリーが思い出したように湧わき上あがる。

　鳴り止まない歓声。湧き上がる桜神コール。

　ああ……これだ。この空気だ。

　これが、俺が手を伸のばすことを諦めた、一番の理由。

　誰もが彼女に期待し、そして彼女はその期待に応こたえる。その結果、周囲はまた彼女に期待する。




　絶対に勝つから主人公なんじゃない。

　絶対に勝って欲しいとみんな願うからこそ、主人公なんだ。




　人生でなによりも重要なのはキャラクターだという、この学園の教育理念が、今、残酷なまでにはっきりと理解できた。

　俺は、百回生まれ変わっても雛みたいにはなれないんだろう。

　わかり切っていたことを、改めて実感させられた。

「……なにマジになってんだよ。こんなの、たかがお遊びだろ」

　止めておけばいいのに、俺の口は勝手に負け惜しみと言い訳を紡ぐ。

「そんなにお花見が大事なのか？　それとも負傷退場するまで頑張った氷山のためか？　クラスメイトの期待に応えたいのはわかるけど――」

「違うっ！」

　雛は、俺の言葉を遮って叫んだ。

「……もちろん、みんなのためってのはあるよ……でも、それだけじゃない。あたしが本気なのは……涼希が――」

「敵の言葉に耳を貸すべきではないわね」

　髪かみを思いっきり掴つかまれた。塔ヶ崎はそのまま髪を引っ張り、後ろに倒たおす。

「いって……。なにすんだてめえ……」

「まだ試合は終わってないわよ。それなのに勝手に終わった空気出さないで頂戴」

　言うだけ言うと、塔ヶ崎はさっさと自分のポジションについた。審判からも催促するような笛が響き、雛のサーブからゲームが始まる。

　そこから先は――まさしく公開処刑だった。

　いわゆる『覚醒』を果たしたような雛の前に、俺達は為す術もない。俺の動きは全て読まれ、対応される。さっきまでの勝ちパターンを行えば、強きよう烈れつなアタックを返される。

　５対６

　試合はあっという間にひっくり返った。

　ほんの数分前に俺達がやっていた以上に、一方的な虐ぎやく殺さつ。

　ただ、さっきまでとは違うことがある。ギャラリーは完全に雛一色、ということだ。誰もが彼女の勝利を確信し、そしてそれを望んでいる。

　はあ。まったく、覚醒した主人公の相手なんてするもんじゃないな。

　こんなのただのイジメだろ。理り不ふ尽じんにも程ほどがある。主人公の俺ＴＵＥＥＥを見せつけるためのデモンストレーションじゃねーかよ。

　覚醒した主人公を相手取った敵キャラっていうのは、みんなこんな気持ちだったのかなあ、なんてことを考えていると、雛がサーブを打ってきた。

　完全に集中力を切らしてしまった俺は、そのレシーブをミスしてしまう。弾かれたボールは、後方へと大きく流れていった。

　ああ、これで５対７か。

　冷めた目でボールを追いかけると、

「――まだよ」

　視界の隅、猛然と走り出す黒い影が見えた。振り返ると、塔ヶ崎が思いっきりダイビングをする姿が見えた。

　しかし彼女の手は――まるで届かない。

　ビーチボールは彼女が飛んだ位置から、五メートルぐらい向こうに落下した。

　完全に無む駄だな行こう為い。

　ぷっ、とギャラリーの誰かが吹ふき出した。楽しげな失しつ笑しようや憐れむような嘲笑が、地に伏ふせた塔ヶ崎に向けられる。「今のボールはどうやったって無理だろ」「必死すぎ」「もう結果見えてんのに」「代理認めねーからバチ当たったんだよ」「つーかあいつ、さっきから一いつ切さい活かつ躍やくしてねーよな」「勝てるわけねーよ」どいつもこいつも、呆あきれたような目で塔ヶ崎を眺ながめていた。

　悔くやしい気持ちになる――が、しかし連中の言う通りだろう。

　もう止めようぜ、塔ヶ崎。

　勝ち目のない戦いなんて、辛くて、しんどくて、恥はずかしいだけじゃないか。

「――なにが悪いの」

　と。

　声がした。

　極寒地じ獄ごくから響いてきたかのような、魂が底冷えする声だった。

「私はなにも悪いことはしてないわ。自分のプライドを裏切るような行為は一いつ切さいしていない。そんな私を滑こつ稽けいと笑うのなら――そんな奴やつらの方がよっぽど滑稽よ」

　ゆっくり、ゆっくりと起き上がる。スク水についた砂をパンパンと払はらうと、塔ヶ崎はくるりとこちらを振り返った――すると、信じられないことが起こった。

　目が合った。

　塔ヶ崎と、目が合った。

　奇跡が起きたような気分である。

　ゴーグルが外れていた。スライディングの衝しよう撃げきで、ゴムが切れてしまったらしい。塔とうヶ崎は気づいていないようで、一直線にこちらを睨にらんでくる。

　素す顔がおは何回か目撃したが、人と目が合わせられない彼女は毎回すぐに目を逸らしていたため、こうしてがっつりと視線を絡み合わせたのは初めての体験だった。

　美しい瞳ひとみだった。

　闇を閉じ込めたように暗く、光を忘れたように暗い。どこまでも暗い瞳であるのに、その奥おくでは、溢れんばかりの激情が猛々しく燃え盛っている。

　否が応でも人を虜にする――魔性の瞳だ。

　一歩、塔ヶ崎が踏み出す。

「……なにか、いけないのかしら？」

　目と目を合わせながら――真正面から俺と向き合いながら、塔ヶ崎はぶつぶつと、まるで呪文のように言葉を紡ぐ。

「馬鹿でも、愚ぐ図ずでも、ノロマでも、運動音痴でも、機械音痴でも、普通に音痴でも、体力がなくても、知力がなくても、才能がなくても、可愛げがなくても、愛嬌がなくても、コミュ障でも、ぼっちでも、性格が悪くても、運が悪くても、卑屈でも、卑ひ怯きようでも、嫌きらわれ者でも、厄介者でも、出来損ないでも、相手が正しいとわかっていても、自分が間ま違ちがっているとわかっていても、最後にはどうせ勝つ主人公じゃなくても、最後にはどうせ負けるラスボスでも――」

　艶麗なる輝かがやきを宿した瞳が、俺を貫つらぬく。




「――勝ちたいと思ってなにが悪い！」




　それは――どうしようもないまでの絶ぜつ叫きようだった。

　魂から滲み出した絶叫。

　塔ヶ崎夜子という人間の本質を表す、極きわめて自分勝手な屁理り屈くつ。

　そんな自己中心的な考えは、誰にも響かない。ただの負け犬の遠とお吠ぼえでしかなく、敗北者の戯たわ言ごとでしかない。

　世界は凍こおりついたように静まっていた。失笑や嘲笑は消えたが、彼女を称える者は一人としていない。主人公が華はな々ばなしく覚醒を果たした後の空間では、ラスボスの負け惜しみが通用するはずがないのだ。
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　塔ヶ崎夜子の叫びは――誰にも届かない。

　でもな、塔ヶ崎。




　俺おれの心には届いたぞ。




「ゴーグル、外れてんぞ」

　俺は彼女のそばに行き、首にかけていた自分のゴーグルを頭につけてやった。

「……え？　あ、うっ、うそっ……」

　塔ヶ崎は今いま更さらのように慌て始めるが、俺はポンポンと頭を叩たたいてそれを制した。

　大きく息を吸う。

「雛ぁああああああああああああああああああああ――っ！」

　できる限りの大声で、幼おさな馴な染じみの名前を呼んだ。

「全っ部俺が悪かった！　昨日のことも今日のことも謝あやまる！　ごめんっ！　八つ当たりして悪かった！」

　雛が、驚おどろいたように目を見張る。

「八つ当たりなんて女々しいことはもうしない！　どうせ当たるなら、全力で雄々しくぶち当たってやるよ！」

　そうだよなあ、塔ヶ崎。

　勝ちたいと思う感情に、理由なんて存在しない。

　自分より凄すごい奴ってのは、ただそれだけでムカつくんだよ。

　ごちゃごちゃと小利口な言い訳を考えるのはもう止めよう。

　少しだけ、昔のように馬鹿になってみよう。

　こうして《脇わき役やく》は、恐れ多くも分不相応に、《主人公》に宣戦布告をする。

「久しぶりに本気でお前に勝ちたくなった」







第十章　下克上







　いつだっただろうか。

　俺は一度だけ、雛ひいなに対してブチ切れたことがある。十歳さいになるか否かのガキの頃だった気がする。

　俺達は部屋に閉じこもってテレビゲームをやっていた。ジャンルは思い出せないが、たぶん、格ゲーかレーシングゲームだったと思う。

　とにかくいつものように――雛に挑いどんだときのことだった。

「ふっざけんなっ！　お前、手ぇ抜いてんじゃねーよ！」

　俺がキレた原因は『雛が手を抜いた』ことだった。

　なんてことはない。どこにでもある話だろう。いつまで経っても勝てない俺に対し、雛が気を遣って勝ちをプレゼントしてくれたのだ。

　それが雛の優やさしさだということは、子供ながらにわかった。

　だからこそ――俺は無む性しように腹が立った。

「情けかけたつもりかよ！　そんなことして俺が喜ぶと思ってんのか!?」

　今になって思い返すと、滅め茶ちや苦く茶ちや面めん倒どくさいガキだったなあ、と思う。どうしても勝ちたいのに、手を抜かれることだけは許せず、たかだかテレビゲームでムキになる。

　プライドばっかりが一丁前の、どうしようもないガキだった。当時の俺は、雛が自分を対等に見てくれないことが、どうしても許せなかったのだ。

「……わかった。ごめんなさい、涼すず希き」

　雛はそんなガキ相手に、まともに向き合ってくれた。

「あたし、もう二度と手は抜かないから」

「おう。ほら、いくぞ。もう一回だ。次は絶対負かしてやっからな」

「うんっ」

　結局その日、俺は雛に勝つことはなかった。それからだろう。雛はいかなる勝負であろうとも決して手を抜かなくなった。

　それがいいことなのかどうかはわからない。雛が手を抜かなくなったおかげで、俺は常に圧倒的大差で敗れることとなり、そのせいで手を伸ばすことを諦めてしまった。

　――本気で戦おう。

　――あたし達たちは――戦うことでしかわかり合えないから。

　たぶん雛は、ずっと俺のことを、対等な存在として見てくれていたんだろう。それがあいつの誠意であり、俺に対する信頼の証あかしであることはわかっていた。

　だけど俺はいつの間にか……負け続けている内にいつの間にか、あいつの信頼が怖こわくなってしまった。

　けれど、もう目は逸そらさない。

　雛からも――自分からも。

　あんなにも頼たよりないラスボスが目を逸らさなかったんだ。俺だけが目を逸らし続けるわけにもいかないだろう。

　俺はもう一度――届かない世界に手を伸ばす。

「本気でやろうぜ、雛」

　ネット越しの世界を見つめながら、俺はせいぜい楽しげに笑ってやった。

　すると、雛も合わせて笑った。子供みたいに無邪気な、満面の笑みだった。

「そう来なくっちゃ！」

　それから泣き笑いのような表情を浮かべ、諭さとすように言う。

「……涼希はさ、自己評価低すぎるんだよ。グチグチ文句言いながらも、涼希はいつだってあたしに付き合ってくれて、ずっとあたしのそばにいてくれたじゃない」

　あたしが涼希を見下せるはずないでしょ、と。

　長年の想おもいを滲ませたような声で、雛は言った。

「主人公とか脇役とか、そんなの関係ない……ううん。きっとこの世界には脇役なんていない。みんながみんな、この世界の主役なはず。だってさ、自分の人生の主人公は、自分しか――」

「タァーイムっ！」

　俺は雛を華麗にスルーし、手をＴの字にして審判の子にタイムを申し出た。

　雛がその場でズッコケそうになる。

「――って、えええっ!?　どんなタイミングでタイム取ってんの!?　あたしまだ台詞せりふの途中だったよね!?　最後までちゃんと聞いてよっ！」

「ああ？　知らねーよ。どうせなんかいいこと言うんだろ？　わかってるって。もういいんだよ、そのパターンは。誰がお前のペースに合わせるか。主人公のペースに合わせてたら、どう足掻いても勝てねーんだよ」

　言いながら、俺は塔とうヶが崎さきのそばに行く。

「ちょっとだけ待ってろ。今から、お前を倒すための作戦会議を始めっからよ」

　雛は「うぅ～～」と不満気に唸るが、その口元は少しニヤついていた。

「……ま、まったくぅ、涼希はしょうがない奴だなあっ。そんなこと言われて、待つ人がいると思う？　ま、まあ、あたしは優しいから待ってあげるけどさあっ」

　ワクワクとした様子を隠かくし切れず、全身をムズムズとさせていた。あーあー、露骨に嬉うれしそうにしちゃってまあ。

　コートの端はし、俺の作戦を聞き終えると、塔ヶ崎は怪訝そうな顔をした。

「……本当にそんなことができるの？」

「できるできないじゃない。やるかやらないかだ」

「『やらないか？』　ちょっと、このシチュでいきなりゲイネタを入れて来ないでよ」

「違ちがうわアホ！　人がせっかく格かつ好こいいこと言ったんだから茶々入れんな！」

　そんな感じで作戦会議が終しゆう了りようし、俺達は試合に戻もどった。

　スコアは５対７。雛のサーブからだ。

　山なりのボールが飛んでくる。

　覚醒後の雛の強さは――偏ひとえにネットプレイの強さにあるだろう。爆発的な瞬発力と跳躍力、そして俺の動きを読む力によって、ネットを越こえたボールを全て叩き落す。

　瞬発力と跳躍力はどうしようもない。

　ならば、読みを外すまでだ。

『おーっと高たか橋はし選手。レシーブを一回で相手コートに返してしまったーっ！　これは痛恨のレシーブミス！』

　ミスじゃねーっての。

　今までこちらの攻こう撃げきは『レシーブ→トス→アタック』という、実にオーソドックスなものだった。当然雛も、三段攻撃の三段目に合わせて構えているはず。

　だったら――それを外す。

　通常のビーチバレーだったらまず意味が無い行為だが、先読みによって一人バレーを行なっている雛相手になら意味がある。

　これで、まずは雛のタイミングをずらし――




「――そう来ると思ったよ、涼希」




　雛はすでに飛んでいた。

　ポジション、タイミング、共にパーフェクト。ボールの軌道を完全に見極め、アタックを打つ体勢に入っている。

　読まれた――読み切られた。

　もはや動きを見切られるというレベルじゃない。

　あいつは、俺の思考までも完全に読み切っている。

　相手の読みを外そうとするこちらの思考すらも、完全に読み切られた。

　おいおい、ふざけんなよ。ここに来てさらにステージを上げるっていうのか。

　くそったれ。

　勝てるはずがねえよ。

　あーあ、一瞬でも夢を見た俺が馬ば鹿かだった――とか言って。




「――そう来ると思ったぜ、雛」




　お前なら俺の思考までも読んでくれるって信じてた。

　さらにステージを上げるに違いないって期待してた。

　さすがは《主人公》。仲間の期待や信頼は絶対に裏切らない。

　直後、雛は大きく目を見開いた。ようやく気づいたようだ。

　ネット際ぎわに、すでに塔ヶ崎がスタンバっていたことに。

『塔ヶ崎。お前、残りの体力はどんなもんだ？』

『そうね。スポ根漫まん画が風に言うなら、限界を超えて気力と根性だけで乗り切っている状態。バトル漫画風に言うなら、命を燃やしているところよ』

『……そうか。じゃ、ちょうどいい。次、雛がサーブ打ったらネットに詰めろ。そうしたら次、俺はレシーブを一回で相手に返すから』

『なるほど、桜おう神がみ雛のタイミングを外すつもりね』

『いや。たぶんあいつなら、この程度の策は読み切ってくる。問題はその後だ。全すべての鍵はお前に係ってる』

『……私にネットプレイをしろというの？』

『違うよ。お前、そもそもネットに手が届かないだろ。元々ジャンプ力皆無な上に、今は体力がゼロ。減らず口を叩く元気しかないと来てる』

『む』

『だったら――その減らず口を叩け』

『え？』

『わかんねーのか？　あいつはネットに詰めて、そしてお前もネットに詰めるんだ。つまり――距きよ離りが縮まるんだよ。歓声の中でもお互たがいの声が届くくらいにな』

『つまり、挑ちよう発はつをしろってこと？　あらあら、ずいぶんと狡こすい策を練るものね』

『トラッシュトークっつってな。スポーツの世界じゃ割とよくある作戦だよ。野球だとささやき戦術って言ったかな。褒められた行為じゃねえが、これも立派な作戦だ』

『……うふふ。挑発かあ、罵倒かあ、毒舌かあ。ああ、不安だわ。清廉潔白で育ちのいい私に、相手を傷つけるような台詞が吐けるかしらねえ。うふふふふふふふ』

『……楽しそうでなによりだ。自信持てよ塔ヶ崎。大だい丈じよう夫ぶだ。他人をイラつかせることに関しちゃ、お前の右に出る奴はいねえ』

『それ、褒めてる？　ねえ、褒めてる？』

　我ながらずいぶんとゲスな作戦だと思うが、しかし、下克上を果たすためには手段は選んでいられない。

　俺の出番は終わった。次は塔ヶ崎の番だ。

　この作戦の成否は――塔ヶ崎の性格の悪さにかかっている。

　……性格の悪さにかかってんのかよ。凄すさまじく残念な気分になるが、しかし、気を引き締めろ。こんなもんはただの奇策だ。

　塔ヶ崎の挑発で雛がちょっとでも隙すきを見せたら、そこを俺が頑張って攻めるっていう、実は超アバウトな策なんだからな。

　塔ヶ崎はおもむろに腕うでを上げると、雛の下半身――水着の辺りを指さした。




「あ、ハミ毛！」




　……もっと他になんかなかった？

「ふえっ!?」

　雛は思いっきり動揺し、反射的に自分の下腹部を見やってしまう。その結果盛大にバランスを崩し、一回転するようにしてネットに突っ込んだ。

「きゃああああああ――っ！」

　悲鳴を上げながら雛が砂に落下する。跳躍力が完全に仇となっていた。俺が打ったボールは、それとほぼ同時に相手コートに落ちた。

　６対７

　……想像以上の成果だ。奇策ハマりすぎだろ。

　これが塔ヶ崎夜よる子この性格の悪さ……！

「うふふ。あなたにはそうやって地に伏せている姿がお似合いよ」

　塔ヶ崎は王者の風格を醸し出だしながら、雛を見下ろしていた。

『……す、凄いことになりましたねー。塔ヶ崎選手、ここに来てまさかの下ネタです。しかし、これ、ルール的にはどうなんでしょうか？』

『いやー、塔ヶ崎に悪意があったかなんて、わかんねーからなんとも言えねーなあ。もしかしたら、本当に桜神の奴がハミ毛してただけかもしんねーしよぉ』

「し、してませんっ！」

　起き上がった雛は、烈火の勢いで実じつ況きよう席に抗こう議ぎした。

「やったわ、高橋くん！」

　塔ヶ崎が俺に向かって元気よく手を振ふる。

「全部高橋くんの作戦通りだわ。高橋くんに言われた通りにしたら全てが上う手まくいった。すごく恥ずかしかったけど、私、頑張ったわ。うふふ。見たか桜神雛！　これが高橋くんの実力よ！」

「全部俺の指示みたいに言ってんじゃねえよ！」

　ギャラリーから、「全部高橋の作戦だってよ」「マジかよ、じゃあ、高橋が塔ヶ崎に『ハミ毛』って言わせたのか」「セクハラじゃん」「変態だよ」「うわ……ちょっと引く」「高橋くんってもっとクールな人だと思ってたのに……」と、ドン引きした声が聞こえた。

　……ああ、俺のイメージが。

「す、涼希っ！　よくもやったわね！」

「待て！　俺悪くない！　責任は五％くらいしかないから！」

「あ、あんな下品な作戦に出るなんて……そんなエッチな子に育てた覚えはありませんっ！」

「育てられた覚えもねーよ！」

「もう怒ったっ！　もう怒ったからねっ！」

　わかりやすく激昂すると、雛はずんずんとした足取りで自分のコートへと戻った。

　ともあれ、これにてサーブ権がこちらに移る。

　俺は審判からボールを受け取ると、塔ヶ崎のところまで歩いて行って、彼かの女じよにしっかりと手渡した。

「サーブ、頼たのんだぜ」

　塔ヶ崎は、こくり、と力強く頷うなずいた。

　そして俺は自分の位置に戻る。

「滅びよ……」

　調子に乗った塔ヶ崎は、笑うに笑えないことをいいながら普ふ通つうにサーブ。成功率五割のノーマルサーブは、今回はなんとか決まった。

　さすがの雛も、バレーのルール上、サーブではネットプレイができない。だから、どうしたってチャンスボールが返ってくる。

　さあ、ここからが本番だ。

　俺は素早く落下点まで動き、今度はネット際にいる味方へとレシーブをする。

　塔ヶ崎がトスを上げた。

　トスに合わせて俺が飛び、俺に合わせて雛が飛ぶ。

　こっから先は、はっきり言ってどうしようもない。俺が全力でアタックを打ったとしても、雛はアタックで返してくる。フェイントで後ろを取ろうにも、俺の素人フェイントでは、予備動作の時点で見切られるだろう。

　なにを打ったところで、雛は全力のアタックで返してくる。

　だったら――それでいい。

　どうしたって返してくるなら――返させてやればいい。

　伏線はすでに張り終えている。

　全てはこの一いつ瞬しゆんのために。




　パァンッ！




『ボ、ボールが割れたーっ！』

　来らい手でさんの実況が上がる。

　雛のフルスイングに耐え切れず、ビニールボールが破裂したのだ。ただの断片となったビニールは、ふわふわと宙をたゆたい、そして相手コートに落ちる。

　愕がく然ぜんとする雛。呆ぼう然ぜんとする観客。びっくりする塔ヶ崎……いや、お前は驚くな。大きな音にビビってんじゃねえ。

『はーっはっはっは！　やりやがったよ、あのガキ！』

　哄笑する百日紅さるすべり理事長。

　誰だれも彼かれもが驚きよう愕がくする中、一人全てを察したような笑え顔がおを浮うかべていた。

『解説の百日紅理事長。これは、桜神選手のパワーにビニールボールが耐え切れなかったということでよろしいのでしょうか？』

『間違っちゃいねえ。事実はその通りだ。だが真実はそうじゃない。桜神はただのパワー馬鹿じゃねえからな。ボールを破は壊かいするなんて頭の悪い真似、するはずがねえんだ』

『で、ですが、実際にボールは割れて……』

『そもそもビニールボールってのは割れやすい代物だ。そこらの高校生が力任せにフルスイングしたら、割れることだって十分に考えられる。だから桜神は、最初っからずっと、そのギリギリを見極めて打っていた。ビニールの耐久性と自分の腕力を的確に把握し、力任せのように見えながら実に計算高くアタックをしていた』

　その通りである。そして、だからこそ――

『だからこそ、高橋の策が意味を成す』

『高橋選手の、策……』

『あいつが塔ヶ崎にボールをわざわざ手渡ししたときから、なんか妙みようだなって思ってたんだが……大方、あんときに爪かなんかでボールに傷をつけたんだろうぜ』

　一拍ぱく置いて、百日紅理事長は言う。

『普通のサーブやレシーブじゃ問題無い程度の傷だろう。だが、ギリギリを見極めて打ってる桜神にとっちゃ、その些細な傷が大きく作用する。その結果が――パァンッ！　ってわけだ』

　そう。その通りだ。

　信じてたぜ、雛。お前だったら、ギリギリを見極めて打ってくるってよ。

『桜神に対する「本気でやろうぜ」発言、そして塔ヶ崎による挑発……その二つも、この策のための伏線だろう。桜神がついつい力を出したくなるように、上手く仕向けてきやがったな』

『し、しかし百日紅理事長！　意図的にボールを傷つけたとなれば、これは完かん璧ぺきにルール違反じゃないですか!?』

『だなあ。野球で言うところの不正投球エメリーボールだ。さっきのトラッシュトークはまだ許せたが、こっちはさすがに看過できねー』

　実況席では不穏な空気が流れ始める。俺は、いかにも心外そうな表情を作って、

「ちょっと待ってくださいよ。言いがかりです」

　と言った。

「なにか証しよう拠こでもあるんですか？」

『ああ？　証拠なんてボール見りゃ……って、ああ～、なるほどな』

　言葉の途中で、百日紅理事長はにやりと笑った。

「ビーチボールは――どっかの誰かさんの馬鹿力で割れちゃいましたけど？」

『くく、ははははっ。なるほどなるほど。よく考えてんなあ』

『な、なんということだーっ！　ボールが割れてしまっては、不正の証拠を確かめようがない！　高橋選手、まさかここまで計算ずくだったというのかーっ！』

　まあまあ。そう褒ほめるなよ、来手さん。

　そんな大したことじゃねえさ。

『うわあ、なんだあのドヤ顔は!?　ウザっ！　ウザいにもほどがある！　ちょっと活かつ躍やくしたからっていい気になり過ぎっ！　まるでウザさの詰め合わせ箱や！』

　……言い過ぎだろ。そんなウザい顔してた、俺？

　そのとき、顔面になにかが飛んできた。潰れたボールである。

「やってくれるじゃない。涼希」

　雛は呆れ半分、感心半分という表情をしていた。

「まんまと一杯食わされちゃったわ」

「さーって、なんのことだ？」

　とぼける俺に対し、雛は小さく笑った。

「なーんか懐かしいなあ、こういう涼希。裏をかいて奇を衒って、嘘うそもハッタリも、使えるものは全部使ってあたしに勝とうとしてくる、高橋涼希」

「……はっ。結局お前にゃ一度足りとも勝てなかったけどな。こっちは反則スレスレのことやってんのに、お前は正攻法で勝っちまう。心折れるっつーの」

「正々堂々フエアプレイがあたしのモットーだからね」

　だろうな。よく知ってるよ。

「だったら――俺の信条はその場凌ぎトリツクプレイだ。誤ご魔ま化かしと言い訳だったら、お前にだって負けねーぜ」

　俺はせいぜい自じ虐ぎやく的てきに言ってやった。

　雛は苦く笑しようし、そして、歩いてくる塔ヶ崎に視線を移す。

「最初っから思ってたんだけどさ、涼希と塔ヶ崎さんってちょっと似てるよね」

「はあ？　どこがだよ」

「んー、なんだろ。邪道上等な感じとか？」

「……おいおい、勘かん弁べんしろよ。こんな、全てにおいて残念な奴と一いつ緒しよにすんなって」

「ええ。実に心外だわ。こんな脇役ヅラに似ているなんて……侮辱罪で訴えるわよ？」

　俺と塔ヶ崎が睨み合い、それを見て雛が楽しそうに笑った。

「さて。そろそろ試合を再開しようぜ」

「うん」

「ええ」

　そうして、また戦いが始まる。終わった気になるのはまだ早い。

　俺おれ達たちの戦いはこれからだ。

『あー、いい感じにまとまってっとこ悪いんだけどよ』

　と、百日紅理事長が、いきなり割り込んできた。

『ビーチバレーのルールだと、ボールが破裂したらその時点でノーカンなんだよ。誰が打ったとか、破片がどこに落ちたとか関係なく』

　……え？

『だから、カウントは６対７で、もっかい塔ヶ崎サーブからのスタートで頼むぜー』

　にたーりとサド精神全開な笑えみを浮かべて、百日紅理事長は言った。

　いや、ちょっと待て。

　嘘。そんなルールあるの？

　それじゃ俺の奇策は？　ここ十分程度のやり取りと駆け引きは？　俺、すっごいドヤ顔しちゃったんだけど？

　……ていうか、だったら最初っから言えよ、このクソ理事長！

　持ち上げるだけ持ち上げてから叩き落とすとか、性格悪すぎだろ！

　雛が、来手さんが、審判が、そしてみんなが、哀れな生き物を見るような目で俺を眺めていた。「うわぁ……」という視線である。

　恥ち辱じよくで崩れそうな俺の肩かたに、ぽん、と手が置かれた。

　塔ヶ崎である。

「『俺の信条はその場凌ぎトリツクプレイだ』（ドヤァ）」

「…………」

　塔ヶ崎の迫真のモノマネにより、俺の心は完璧にへし折られた。







　で。

　なんかもう、完全に戦うテンションじゃなかったんだけど、なんとか心を奮い立たせて、俺は塔ヶ崎と共に雛と戦った。思いつく限りの奇策を用いて、どうにかこうにか食らいつき、一進一退の攻防を繰り広げた。

　第三セットはセットポイントになっても決着がつかず、何度も何度もデュースを繰くり返かえした。だんだんと雛の運動能力も陰りを見せ、俺の奇策も尽き、最終的にほとんど体力と根性の勝負となっていた。

　スコアが30対30を迎むかえたとき、観客の誰かが小さく呟つぶやいた。

「この試合、ずっと見ていたいな」と。

　スコアが40対40を迎えたとき、観客の誰かが小さく呟いた。

「……いや、さすがに終われよ」と。

　おい、心変わりはえーよ。

　そして――スコアが52対52を超えたときだった。

　俺達三人は、糸が切れたように、砂の上にぶっ倒れた。

　砂地で人間離れした跳躍と守備を繰り返した雛。彼女に必死になって喰くらいついた俺。大して動いてないけど、第三セットに入った時点で体力が切れかけていた塔ヶ崎。

　三人の体力は、完全に空っぽとなっていた。

「あー、駄だ目めだ、もう、無理。動けないぃ……」

「俺も、無理……」

「…………」完全に沈ちん黙もくした塔ヶ崎。

　俺は仰向けになり、空を見上げた。試合時間が長引いたせいで、すでに空が赤くなり始めている。さっきまで空を覆っていた雲は、いつの間にか消えていた。

　夕日がやけに眩まぶしい。

『ここまでだな。先に立ち上がった方を勝者とする、なんて格好いいことやってもいいけど、もう十分楽しんだし、つーかいい加減飽きたし、ここらで切り上げだ』

　実況席から立ち上がり、百日紅理事長は大声で言い放つ。

『喧けん嘩か両成敗、引き分けってことで。はーい、みなさん。拍はく手しゆ！』

　ワア、とギャラリーが湧き、惜しみない拍手が俺達に送られた。

　引き分け、か。

　結局、雛には勝てなかった。《主人公》には、やはり勝てなかった。事実上は引き分けらしいが、二対一であることを考えると、こっちの負けだと認めざるを――

　ああ、いいや。

　もうぐだぐだと考えるのも面めん倒どくさい。

　とにかく今は勝てなかったことが悔しくて、でも、その悔しさが少し懐かしかった。

　体力は空っぽで全身が痛いのに、なんだか清すが々すがしい気分だった。

「涼希。塔ヶ崎さん」

　赤い空を見上げながら、《主人公》がらしいことを言う。

「またやろうね」

「……うるせ。もう二度とやんねーよ」

《脇役》は、そんな風に応えた。《ラスボス》はと言うと、

「…………」

　やはり完全に沈黙していた。

　最後の最後まで締しまらない奴やつである。







エピローグ







　勝敗がつかないのならお花見はどうなるのか、という話だが、土砂崩れがどうこうと言うのは元々百日紅さるすべり理事長の狂言なので、ぶっちゃけると全く問題がない。

　試合が終わった時点で「名勝負のお礼に、どっちのクラスも僕ぼくの権限でちゃんとお花見に参加させてやるぜー」と、百日紅理事長から発表があった。

　……じゃあ俺らはなんのために戦ったんだよ、ってのは気にしたら負けだろう。

　というわけで、本日は近くの山でお花見であった。

「…………」

　そう、山である。山で花見をするためには、山を登らなければならない。

　筋肉痛で死にそうになってるこの体で。

「……高たか橋はしくん」

「なんだ？」

「おぶって」

「無理」

　筋肉痛で死にそうな俺と塔とうヶが崎さきのコンビは、気が付けばクラスの最後尾にいた。山道の入口から一歩も進むことができずにいる。

　普通に歩くだけでもしんどいのに、どうして山道が歩けるというのか。

「高橋くん。言っとくけど、私の方があなたよりも数十倍ひどい筋肉痛を味わっているのよ。昨日の頑がん張りに比例してね」

「日頃の運動不足に比例してだろ」

「やれやれ。男のくせに情けないわね。か弱い乙おと女めが歩くのに疲つかれたら、さっと背中を差し出すくらいの優しさを――ひゃぅんっ！」

　イラッとしたのでちょっと肩を押おしてやると、塔ヶ崎はかわいい悲鳴を上げた。全身の筋肉が激痛を発しているらしい。

「よ、よくもやったわね……。いい度胸だわ。こんなことをしておいてただで――あふんっ。こ、この――ひんっ。ちょ、ちょっと待って――あっ。や、やめて。マジでやめ――ふあああっ」

　やべえ。ちょっと楽しくなってきた。

　サディスティックな感情に身を任せて塔ヶ崎を突っついていると、

「こらーっ！」

　何者かが俺おれの足元に跳びかかり、筋肉痛の太ももを思いっきり握にぎり締めた。

「ぎゃああああああ！」

「もう、涼すず希き。塔ヶ崎さんいじめたら駄目でしょ」

　太ももをさすりながら涙なみだ目で顔を上げると、目の前には幼おさな馴な染じみが立っていた。

「ひ、雛ひいな。なんでここに？」

「先生から最後尾を確認してきてって頼まれたの。だから一気に山を降りて来たとこ」

「……お前、体大丈夫なのか」

「うん。へっちゃらだよ」

　けろっとして言いやがる。俺は思わずため息を吐つく。こっちはペアで死にそうだっていうのに。なんだろうね、この敗北感は。

「ほら、行くわよ二人共。早くしないと置いてかれちゃうから」

「それなんだけど……雛。塔ヶ崎おぶってくれないか？　かなりの筋肉痛で登るのは無理そうだから。俺も今日は、自分の体だけで手一杯だし」

「あー、そっか。うん。わかったわ」

「ちょっと待ちなさい。私の意見も聞かずに勝手に話を進めないでもらえるかしら。私は高橋くんにおんぶしてもらうから、桜おう神がみさんの手を借りる必要は――」

「はいはーい。うるさいうるさーい」

　グチグチと文句を言う塔ヶ崎の脇わきに手を入れ、雛はひょいっと抱かかえた。そのまま軽々と背中に乗せる。

「よし。しゅっぱーつ！」

　雛が元気よく言って、俺達は山道に足を踏み入れる。うおお。やっぱりキツい。太ももとふくらはぎの筋肉が、一歩ごとに激しく自己主張してくる……。

「……礼は言わないわよ」

　しばらくすると、塔ヶ崎がポツリと言った。その言葉は、世間じゃもうお礼としてカウントしていい言葉だと思う。

「私とあなたは敵同士。そのことを忘れないようにね」

「塔ヶ崎さんって頑固だよねえ。本当はいい子なくせに」

「……あなたのそういう偽ぎ善ぜん臭い態度、かなり気に喰わないわ」

「ふーんだ。あたしだって、塔ヶ崎さんのひねくれたとこ、嫌きらいだよーっだ」

　地味な口喧嘩を繰り広げる二人。

　仲がいいんだか悪いんだか。

「だいたい、なによあなた、この逞しい肩は？　筋肉モリモリで気持ち悪っ」

「そ、そんなことないわよっ！　普通っ！　塔ヶ崎さんが細すぎるだけっ！」

「女子力が低いとしか言えないわね。ないわー、肩ががっちりした女子、ないわー」

「むかっ！　そ、そういう塔ヶ崎さんは、おんぶしてるのに、背中に全然おっぱいが当たらないんだけど！　女子としてどうなのそれ!?」

「っ！　……あなた、言ってはならない一言を言ったわね。私の恐おそろしさを思い知らせてあげる――ふん！」

「うひゃあんっ！」

　おぶさっていた塔ヶ崎は、蛇へびのように手を這はわせて、雛の胸を乱暴に持ち上げた。

「ふん。なによこの下品な胸は……羨ま……いえいえ、浅ましいわ」

「や、や、止めてよ塔ヶ崎さんっ！　う、うわっ、変な風に揉まないでっ！　変なとこつねんないでっ！」

「あら、フロントホックのブラなんか付けてるの？　小生意気な小娘むすめね」

「いやああああっ！　服の中に手ぇ入れないで！　下着の中に手ぇ入れないでっ！　す、涼希、黙だまってないで助けてよぅっ！　あ……で、でも、こっちは見ないでっ！　でも助けてぇ～～っ！」
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　とんちかよ。

「俺、先行くぞー」

　じゃれ合う――もとい、争う二人を尻しり目に、俺は一人で山道を進んでいった。

　不意に、柔らかな風が吹ふいた。ちらほらと桜の花びらが舞い始める。四月ももう終わりだというのに、山道では桜が咲き誇っていた。

　この四月で、俺の人生は大きく変わった――とは思わない。

　俺はやはり――俺でしかない。

　そこに掛け替えのない価値があろうとなかろうと、人は自分で生きていくしかない。

　俺はどうやっても桜神雛にはなれないし、そして塔ヶ崎夜よる子こにもなれない。

　だから自分というキャラクターで生きていく。キャラを作ったり、キャラを演じたりしながら、『自分』というキャラを立てていく。

　俺のようなキャラクターは、どう足掻いても主役は張れず、どんなに頑がん張ばっても主人公にはなれないのだろう。

　けれど。

　それでもきっと、『主役になりたい』という気持ちは、間ま違ちがっちゃいないのだろう。

　届かない手を伸のばし続けることは、無む駄だなことばかりじゃないのだろう。

　そのことを――頼りないラスボスから学ばされた。

　俺は痛む体を引きずるようにして、一歩一歩、前へと進んでいく。

　桜色の山頂までは、もうすぐだった。







蛇足でしかないエピローグ







　そこは黒こく宝ほう学がく園えんのどこかだった。

　二十畳を優に超える室内には、毛足の長い絨毯が敷しかれている。壁には額に入った絵画が飾られ、部屋の隅すみには観葉植物があった。

　大企き業ぎようの社長にあてがわれるような、高級感溢あふれる部屋である。

　黒宝学園――理事長室。

　部屋の主である百日紅さるすべり千秋楽てぃあらは、豪奢なソファに腰こし掛けていた。ふんぞり返るような偉えらぶった体勢のまま、机の上に一枚の紙を置く。

「ほらよ。病院の診しん断だん書、偽造しといたぜ」

　千秋楽と向き合うように座すわっていた少年は、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま紙を受け取った。

　長い金きん髪ぱつと、氷のように冷たい目。

　氷こおり山やま蓮れん吾ごであった。

「しかし悪かったなあ。僕のせいで花見行けなくなっちまってよ」

「構わねえよ。元から花見なんざに参加する気はねえしな。病院に行くっつー言い訳ができてよかったぐらいだ」

　理事長と生徒の関係だというのに、氷山の口調には千秋楽に対する敬意が全くと言っていいほどなかった。しかし千秋楽は、特にそのことを注意したりはしない。彼の不ふ遜そんな態度を楽しんでいるようですらある。

「つーか理事長。お前、適当な後付け設定を盛ってんじゃねえよ。なにが『左膝、前十字靭帯断裂』だっつーの」

「はっはー。なーに、リアリティが増すと思ったんだよ」

「俺はあんとき、思いっきり右膝押さえて倒れてたんだよ」

「……え。マジで？」

「マジで。さり気なく左膝に手を移動するのとか、クソ面倒だったわ」

「あっはっは。わりーわりー。ま、結果オーライってことで」

「ったく。笑って誤魔化すんじゃねえよ……」

「てめえならそんくらいのアドリブは利くって信じてたんだよ。特殊役割レアロール《悪の主人公ダークヒーロー》を持つてめえならな」

　言いながら、千秋楽はスーツのポケットに手を入れ、一枚の学生証を取り出した。

　それは氷山蓮吾の学生証だった。現在彼が所有している偽の学生証ではなく、氷山蓮吾の、本物の学生証。

　そこにはこう記されている。

　一年一組　氷山蓮吾。

　役割ロール《悪の主人公ダークヒーロー》

　種類ジヤンル《未定》

　象徴モデル《なし》

「用が終わったんなら、俺はもう行くぜ」

「おう。外じゃちゃんと松葉杖突ついて歩けよ」

「わかってる」

「ちゃんと『中学時代は野球に打ち込んでいたが怪け我がのためにその道を断念し、その結果道を踏ふみ外はずして不良化するものの、桜おう神がみ雛ひいなとの出会いによって改心し、彼女に惹かれるようになった少年』という、僕が与あたえたキャラ演じとけよー」

「しつけえよ」

　ひどく気だるそうに言って、氷山はソファから立ち上がった。それから、

「ああ、そういえば」

　と、思い出したように話を続けた。

「なんだ氷山？　僕に告白でもしたくなったか？」

「《主人公》の桜神と《ラスボス》の塔とうヶが崎さきに注目すんのはわかる。でも、ただの《脇わき役やく》でしかない高たか橋はし涼すず希きにお前が目を付けてる理由はなんだ？」

「はあ？　おいおい、僕があんなガキにお熱だってーのか？　あんなの眼中にねーよ」

「とぼけんな。てめえが興味ねえ対象にかまったりするわけねーだろ。俺を使って挑発までさせといてよ」

「なんだよ氷山くん。嫉妬かい？　んん？」

「殺すぞ」

「はっはっは。冗じよう談だんだよ、ムキになんなって」

　千秋楽は、堪こらえ切れないという風に笑った。

「氷山。お前よ、昨日、桜神雛が言いかけてたこと覚えてるか？　『この世界には脇役なんていない。自分の人生の主人公は自分しかいない』とか、そんなこった」

「ああ。あの女らしい偽善臭い台詞せりふだったな」

「でも――真理だ」

　千秋楽は言った。

「真理なんだよ。さすがは《主人公》。綺き麗れい事ごとは言っても間違ったことは言わねえ。この世界に生きる人間は、全員が全員主人公なんだ。自分にとっての主人公は、絶対に自分しかいねー。言ってみりゃ、この世界っつーのは群像劇だな」

「そういう解かい釈しやくもできなくもねえな」

「ところが、だ。高橋涼希は――徹底的なまでに『自分を主人公じゃない』と思ってる。桜神雛の主人公っぷりを長い間目まの当あたりにしてきたために、誰よりも主人公から遠い存在になっちまってんだよ。あいつの抱えてる嫉妬心と劣等感は尋じん常じようじゃねーぞ」

「ただの卑屈な奴じゃねーかよ……ん？　けど、おかしくねーか？　あいつは未いまだに、未練タラタラで主人公に憧あこがれてんだろ？」

「誰よりも憧れてるからこそ――誰よりも遠いんだよ。憧れるってことは、自分とは違ちがうって認めることでもあるからな。藍染様や黄瀬涼りよう太の名めい台詞ぜりふを思い出せ。『憧れ』ってのは、必ずしもいい感情じゃねーんだぜ？」

「ふん」

「だからこそ――あいつならなれるかもしれねえ。学園史上、一人として目覚めることのなかった《脇役》の上位互ご換かん。《主人公》では絶対に辿り着けない領域――特殊役割レアロール《狂言回し》にな」

「《狂言回し》……。あー、そういうことかよ」

　氷山は呆あきれ果てたように言う。

「結局、全すべてはてめえの計画に直結すんのか。究極の主人公を創り上げるっていう、アホみてえな誇大妄もう想そうによ」

「ったりめーだ、ボケ。僕を見くびってんじゃねーよ」

　千秋楽は口くちの端はを大きく歪め、およそ少女とは思えない、凶きよう悪あくな笑みを浮かべた。それから独り言のように――まるで自分に言い聞かせるように、言葉を続けた。

「さっきも言ったように、この世界は有象無象の群像劇だ。人の数だけ主人公がいて、人の数だけ物語がある――けど、そんなのつまんねーよなあ。僕は場面と視点がコロコロ替わる群像劇が嫌いなんだよ。単純明快でシンプルなヒーロー活劇が好きなんだ」

　物語は一つでいい、と千秋楽は言った。

　凶悪に歪む口元とは対照的に、彼女の瞳ひとみは無邪気な光を宿していた。

　どこまでも澄み切った、夢見がちな少女の瞳である。

「だから僕は、この世界を一手に引き受ける《究極の主人公タイトルロール》を創り上げる。そのための『ＰＣＳ』であり、そのための『黒宝学園』であり――そしてそのための『エンドクレジット』だ」

　はっはー、と千秋楽は笑う。

「『エンドクレジット』にゃあ、てめえの名前も刻まれてんだぜ、《悪の主人公ダークヒーロー》」

「くだらねえ」

　氷山はひどくつまらなそうに答え、そして視線を壁へと向けた。

　その壁には、一面に顔写真が貼られている。並びには一いつ切さい規則性がなく、思うがまま適当に貼った、という印象を受ける。理事長室の四方を囲む壁の中で、その一面だけが明らかに異彩を放っていた。

　顔写真が貼られているのは、全て黒宝学園の生徒だ。

　そこには桜神雛と塔ヶ崎夜よる子この顔写真もある。

　顔写真の脇には、生徒の名前と《キャラクター》が記されていた。

　まるで、映画のエンドクレジットのように。

　氷山は退たい屈くつそうにそれらを一いち瞥べつすると、無言のまま理事長室を後にした。

「けっ。相変わらず愛想がねー奴」

　一人残された百日紅はそんな風に毒づき、ソファを立った。鼻歌を口ずさみながら、《キャラクター》で埋うめ尽つくされた壁へと近づく。

　一枚一枚、品定めをするように眺ながめる。子供が食後のデザートを選ぶときのような、実に楽しそうな様子だった。
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　彼女の視線は一点で止まる。

　まるで風ふう俗ぞく嬢じようのように顔を隠かくした、一人の少女の顔写真のところで。

「《ラスボス》ねえ。そういや、好きの対義語は嫌いじゃなくて無関心、ってはよく言うけど、そう考えると、《主人公》の対義語ってのは《ラスボス》じゃなくて《脇役》っても言えるのかもしれねーなあ……」

　囁ささやくような独白が、静謐な室内に木霊する。

「となるとやはり《ラスボス》ってのは――ああ、いいや。ジュリアス・シーザー風に言うのなら、賽は投げられた。ラノベ風に言うなら、シリーズは始まった。僕の辞書にストップの文字はねえ。あとは完結目指して頑張るだけだ。途中で打ち切り喰らうシリーズほど悲しいもんはねえからなあ」

　冗談めかしてそう言うと、少女はスーツの胸ポケットへと手を伸ばした。

　一枚の学生証を取り出す。

　それは――百日紅千秋楽自身の学生証だった。そこには誰も知らない彼女の《キャラクター》が記されている。

　黒宝学園における、秘中の秘。

　学園の創始者であり、学園の頂点に座する理事長の立場でありながら、一年生を四度も留年している、百日紅千秋楽の《キャラクター》が――




　一年二組　百日紅千秋楽

　役割ロール《主人公》

　種類ジヤンル《二次創作》

　象徴モデル《メアリー・スー》







あとがき







　編「第○章での主人公をもっと主人公っぽくした方がいいと思うよ」

　望「……あれ？　この章主人公出てこないですよね？」

　編「出てくるよ。ああ、雛ひいなじゃなくて、涼すず希きの方ね」

　望「そっちですか。……あ、そういえば、〇○ページでのラスボスと主人公の掛け合いで直したいところあったんですよ」

　編「あー、はいはい。ここの夜よる子こと雛の会話ね」

　望「いや、その前の夜子と涼希の会話です」

　編「そっちかよ！」




　打ち合わせ面めん倒どうくさっ！




　というわけで、こんなややこしい打ち合わせを繰くり返して生まれた、自称『ラノベ史上最も他人に説明しづらいシリーズ』がスタートです。嘘うそだと思ったそこのあなた、試しに本作を口頭で誰かに薦すすめてみましょう。きっと説明スキルがワンランクアップするはずです。けど……人に薦めにくいって商業作品としては致命的な欠けつ陥かんだよな……。

　まあ、そんなこんなで望のぞみ公こう太たです。

　本作はどういう風にして生まれたかと言えば――

　世間じゃ『魔王』が流行ってるっぽいなあ。じゃあなんか『魔王』に代わる新しいものをやりたいなあ。あ、『魔王』って言うなれば『ラスボス』じゃね？

　――とこんな感じです。とりあえずタイトルに『ラスボス』を入れた作品を書きたいと考え、そこからかなぁーり紆う余よ曲きよく折せつを経て、こんな作品が出来上がりました。楽しんでいただけたら幸いです。

　それでは以下謝しや辞じ。

　担当様。作品に対する多大なアドバイス、感謝します。本作が完成できたのは担当様のおかげです。あと打ち合わせが面倒でごめんなさい。

　鈍にび色いろ玄しずか様。かわいいイラストをありがとうございます。目元隠してるヒロインという難なん儀ぎな注文に十二分に応えてくださった鈍色様の実力には脱だつ帽ぼうです。

　そして、本作を手にとってくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは、縁えんがあったらまた会いましょう。

望公太
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

望公太先生／鈍色玄先生
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